
国立大学法人の中期目標及び中期計画の素案についての意見

平成２１年１１月６日

国立大学法人評価委員会

はじめに

国立大学が法人化し、組織編成等の運営面や財政面において自由度が高まったこ

とを受けて、各法人において、さまざまな教育研究活動や運営上の改革に向けた取

組が行われてきた。個々の法人の規模、特性、状況はそれぞれ異なっているが、総

じて見れば、学長のリーダーシップの下での機動的、戦略的な法人運営・経営が定

着しつつあるとともに、評価結果を活用した改善システムが有効に機能しつつある

と考える。

第２期中期目標期間においては、国立大学法人は、人材養成の中核を担うことは

もとより、地域の教育、文化、産業の基盤を支え、学生の経済状況に左右されない

進学機会を提供することなど、国立大学法人がこれまで果たしてきた役割を引き続

き十分に果たしていくとともに、法人を取り巻く状況の変化に適切に対応し、国民

の期待に応えていくことが求められる。

さらに、第２期中期目標期間は、各法人のミッションに照らした役割を踏まえた

諸般の取組を通じて、それぞれの個性や位置付けがより一層明確化されていく６年

間であると考える。各法人は、第１期にも増して、中期目標及び中期計画などを通

じて果たすべき使命や役割を明確にしその確実な実現を図ること、教育研究活動や

管理運営に関する情報などをさまざまな手段で積極的に提供することなどを通じて

国民や社会への説明責任を果たすこと、他大学との事務部門の連携・共同実施など

を含め一層の業務運営の効率化を図ることなどが求められる。

このような状況の下、国立大学法人分科会の下に設けた国立大学法人の第２期中期

目標・中期計画に関するワーキンググループにおいて、平成２１年６月末に各大学か

ら提出された中期目標及び中期計画の素案の検討を行った。国立大学法人評価委員会

では、当該ワーキンググループの意見を基に、国立大学法人分科会での審議を踏まえ、

次のとおり意見をとりまとめた。

今後、第２期中期目標及び中期計画の策定作業において、この意見の内容が斟酌さ

れ、国立大学のさらなる改革が実現されるための中期目標及び中期計画となることを

期待する。
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１ 基本的な考え方

国立大学法人の中期目標は、各大学の基本理念や長期的な目標を実現するための一つ

のステップであり、６年間の達成目標である。また、中期計画は中期目標を達成するた

めの具体的な計画であり、中期目標の達成状況を把握する際の具体的な要素である。こ

うした中期目標及び中期計画の性格に鑑み、その検討に当たっては、以下の基本的な考

え方を踏まえることが必要である。

（１）各大学の自主性・自律性の尊重、教育研究の特性への配慮

第２期においても、国立大学法人の中期目標及び中期計画については、独立行政法人

の場合とは異なり、国立大学法人法及び国会における附帯決議の趣旨を踏まえ、各大学

の自主性・自律性の尊重、教育研究の特性への配慮を基本に考えることが必要である。

（２）具体的・明確で、評価が可能な目標・計画設定の必要性

第２期においても、①法人の特性に応じた明確な理念・目標の設定により各大学の個

性の伸長に資するものとする観点、②国民に対する説明責任を果たす観点、③国立大学

法人法に定める国立大学法人評価を適切に実施する観点から、目標・計画の記述に関し

ては、その達成状況が事後的に検証可能なものであることが必要である。

２ 素案の修正又は検討の内容

国立大学法人等の第２期（平成２２年度～２７年度）における中期目標及び中期計画

の素案（以下「素案」という。）の修正（追加及び削除を含む。以下同じ。）又は検討

については、第２９回国立大学法人評価委員会総会（平成２１年６月２４日）にて了承

された資料「文部科学大臣が行う国立大学法人等の中期目標・中期計画の素案の修正等

について」の別紙で示された「国立大学法人等の第２期における中期目標及び中期計画

の素案の修正等の考え方」（以下「考え方」という。）及び「考え方」に基づく実際の

作業に当たって用いるメルクマール等の実務方針「国立大学法人の第２期における中期

目標及び中期計画の素案の修正等の実施方針」（以下「実施方針」という。）によるも

のとする。

（１）素案の確認結果

「考え方」及び「実施方針」に基づき素案を確認した結果は、次頁の表のとおりで

ある。なお、修正又は検討を求める場合の考え方については、以下のとおりである。

修正を求める場合： そのままの記述では中期目標として定めること、又は中期

計画として認可することが不適切であるため、一定の内容に

記述を改める必要がある場合

検討を求める場合： 基本的には法人の判断を尊重するものの、より適切な記載に

する観点から、記述内容について検討を求める必要がある場合

（「実施方針」より抜粋）
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修正 検討

① 法律改正を要する事項など、文部科学大臣限りでは

実施することができないため、文部科学大臣として中期 ０件 －

目標に記載することにより責任を持って大学等にその実

施を求めることができないもの

② 財政上の観点から修正の必要があるもの

０件 －

③「国立大学法人等 １．各法人の目指す方向性が明らか

の組織及び業務全般 になるよう、一層の個性化が明確とな － 全法人

の見直しについて（通 る中期目標・中期計画とすること （一般論として）

知）」に示した内容に ２．見直し内容等に沿って検討を行

かんがみ修正の必要 うこと － ０件

があるもの

３．検討の結果を中期目標及び中

期計画の素案や年度計画に具体的 ７件 ０件

に盛り込むこと 【別添１】

４．具体的な取組内容を可能な限り

明らかにすること等 － ３７件

【別添３】

④ 法令違反又は社会通念上著しく妥当性を欠くと認め

られるもの ０件 －

⑤ 平成１６年度から平成１９年度までの業務実績に関

する評価において改善事項等の指摘があった場合 （必 － ０件

要に応じ）

（２）修正を求める必要がある事項

素案に対し、以下の事項について修正を求める必要がある。

○ 「③「国立大学法人等の組織及び業務全般の見直しについて（通知）」に示した

見直し内容にかんがみ修正等の必要があるもの」として、組織の見直しについて中

期目標及び中期計画への適切な反映を求めるものが１件、分かりやすい文言に修正

を求めるものが６件、計７件（６大学）である。（【別添１】参照）

○ その他、「形式的な不備があるもの」、「政府としての方針が示されている事項等

統一的な対応が求められるもの」については、修正を求める。（【別添２】参照）
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（３）検討を求める必要がある事項

「国立大学法人等の組織及び業務全般の見直しについて（通知）」の趣旨を踏まえ、

以下の観点から、素案についてさらなる自主的・自律的な検討を求める必要がある。

○ 各法人の目指す方向性が明らかになるよう、各法人の特性を踏まえた一層の個

性化が明確になっているか

現在の素案については、「各法人の基本的な目標等と主な取組」（【参考１】参照）

のとおり、既に一定の方向性は確認されているが、第２期は、各大学毎の教育研

究の特色、地域性、その他の特性を踏まえた個性化をさらに明確に示すことによ

り各大学の目指す方向性をより一層明確化することが必要であることから、可能

な限り特色ある発展の方向が明確に反映された内容とすることが期待される。

その際、前文から中期目標、中期計画に至るまで全体の整合性を図ることに留

意する必要がある。

○ 達成状況が事後的に検証可能な中期目標及び中期計画となっているか

中期目標及び中期計画は、適切な評価の実施、あるいは社会への説明責任の観

点から、全体として可能な限り具体的な内容を含むことが必要である。

特に、事後的に検証可能な記述とするためには、①達成時期、数値目標その他

実現しようとしている具体的な達成状況（ゴール）、及び②具体的な取組内容・

取組例・手段（プロセス）の双方が明確になっていることが望ましい。

定量的な目標設定が困難で定性的な記述になる場合であっても、可能な限りゴ

ールを明確に記述するほか、プロセスを合わせて示すこと等により、事後的に検

証可能な内容に改善することができるので、【参考２】に示すような例を参考に

しながら、各法人ごとに記述を工夫することが期待される。

素案において、①ゴール、及び②プロセスのいずれも確認できない記述は、【別

添３】のとおりである。これらは、取組状況が事後的に検証できるとは言い難い

記述であり、各法人に対しては記述内容の改善について特に検討を求める必要が

ある。検討に際しては、各法人の自主性・自律性を尊重する観点から、当該記述

を改めること、又は、当該記述を改めない場合にはその理由を明らかにすること、

のいずれかの対応を選択できるようにすることが適切である。

なお、可能な限り工夫をしても中期目標及び中期計画に具体的に記述すること

が困難な場合、中期目標及び中期計画には基本的な内容を記載し、年度計画（年

度計画での対応が困難な理由がある場合は、各法人の定めるアクションプラン等）

に具体的な内容を記すのも一つの方法である。

- 4 -



素案の確認結果（概要）

①法律改正事項 なし（０件）

①財政上の観点 なし（０件）

③組織及び業務全般の見直し
○ 各法人の目指す方向性が明らかになるよう、一層の個性化が明確となる中期目標・

中期計画とすること
【検討】全法人に対し、一般論としてさらなる検討を求める。

○ 見直し内容に沿って検討を行うこと
なし（０件）

○ 検討の結果を中期目標及び中期計画の素案や年度計画に具体的に盛り込むこと
＜組織の見直し＞

中期目標及び中期計画、年度計画、場合によってはアクションプラン等への反映を
確認。以下について意見を提出。
・博士後期課程

【修正】（中期目標及び中期計画への反映を求める）：１件（東北大学）
（記述を分かりやすく）：５件（帯広畜産大学、滋賀大学、島根大学、広島

大学、九州工業大学）
・法科大学院

【修正】（記述を分かりやすく）：１件（島根大学）※博士後期課程と同じ記述に対して

・その他の学部・研究科等 なし（０件）
・附置研究所 なし（０件）
・その他の組織 なし（０件）

＜業務全般の見直し＞
なし（０件）

○ 具体的な取組内容を可能な限り定量的に明らかにすること
【検討】３７件（２２法人）

④法令違反、社会通念上著しく妥当性を欠く なし（０件）

⑤暫定評価において改善事項等の指摘があった場合 なし（０件）

参 考
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 １．組織の見直し

＜中期目標及び中期計画への適切な反映を求めるもの＞

(1)大学院博士課程の組織の見直し

　(記載なし）

（井上プラン2007(2009年度改訂版) ：東北大学ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ)の記載内容）

　各研究科の大学院教育体制をより効率的かつ実効的に改革するため、これまでの

大学院教育体制（分野、講座、専攻等）を再編する。

　学問分野の特性や公的評価を踏まえ、大学院定員の再配分を検討する。

入学定員、組織の見直し等の検討を行い、必要が有れば逐次実施する旨を決定し、

東北大学が定めるアクションプランへ反映されているが、入学定員及び組織は教育

研究の根幹をなす主要な事項であるため、入学定員の見直しや、アクションプラン

で予定されている「大学院教育体制の再編」及び「大学院定員の再配分を検討」と

いう趣旨が中期目標及び中期計画へ適切に反映されるよう、記述内容について修正

を求める。

例）Ａ大学 　入学定員、組織についてそれぞれ明示

目標：教育研究の質の向上及び教育研究活動の活性化に資する組織整備を実施す

る。

計画：教育研究の質の向上を図る観点から、社会的ニーズに即した適正規模の大学

院課程・学士課程を実現するため、学生定員と組織の見直しを推進する。

例）Ｂ大学 　入学定員も含めて「組織の見直し」と記載

目標：教育の実施体制・方法を継続的に自己点検し、教育の質を高める。

計画：学術的・社会的役割の観点から教育組織を見直し、必要に応じて整備する。

中期目標
中期計画

確認内容

アクションプラン等

参考例

修正を求める必要がある事項（組織等の見直し関係）について

（確認資料より）
・中期目標・中期計画以外に反映(井上ﾌﾟﾗﾝ2007(2009年度改訂版)：東北大学ｱｸｼｮﾝ
ﾌﾟﾗﾝ)

・研究科ごとの博士前期課程への定員振替を逐次実施していることから第二期中期
目標・中期計画には掲記しないものの、大学院教育の質の維持・確保の観点を捉え
て、井上プランに掲記。

・本学では、井上プランも踏まえ、６研究科で平成20～22年度の間に大学院博士
（後期）課程の入学定員の見直しを実施（又は予定）しています。その他の研究科
では、現在のところ入学定員の見直しはなく、入学者選抜方法の改善等の措置に努
めることとしています。このような状況を踏まえ、第二期中期計画（素案）では具
体的に掲記しないものの、今後とも入学定員や組織の見直しについては、各研究科
において状況を分析し、慎重に検討の上、必要であれば逐次実施すべきものと認識
しており、大学本部としても責任ある大学院教育の実施体制の維持を図るために注
視していくこととしております。

修正の
理由・内容

10　東北大学

別添１
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＜分かりやすい文言に修正を求めるもの＞

(1)大学院博士課程の組織の見直し

（確認資料より）

・中期目標「獣医・農畜産融合の基本方針の下、教育の質の改善に取り組む」に対

する中期計画で、「教育の成果を検証するため、卒業・修了生及び就職先へのアン

ケート調査を実施し、その分析結果を教育改善に役立てる。」という中には、検証

の結果、入学定員及び組織の見直しも必要な場合には、その問題に取り組んでいく

ことも含んでいます。

－

中期目標の「教育の質の改善に取り組む」、中期計画の「教育改善」という表現は

「必要な場合には入学定員及び組織の見直しに取り組むことも含む」とのことだ

が、一般的に理解しやすい表現ではないため、意図する内容が中期目標及び中期計

画に分かりやすく反映されるよう、記述内容について修正を求める。

例）Ａ大学 　入学定員、組織についてそれぞれ明示

目標：教育研究の質の向上及び教育研究活動の活性化に資する組織整備を実施す

る。

計画：教育研究の質の向上を図る観点から、社会的ニーズに即した適正規模の大学

院課程・学士課程を実現するため、学生定員と組織の見直しを推進する。

例）Ｂ大学 　入学定員も含めて「組織の見直し」と記載

目標：教育の実施体制・方法を継続的に自己点検し、教育の質を高める。

計画：学術的・社会的役割の観点から教育組織を見直し、必要に応じて整備する。

参考例

03　帯広畜産大学

中期目標
中期計画

確認内容

アクションプラン等

【中期目標】

Ⅰ　大学の教育研究等の質の向上に関する目標

1　教育に関する目標

(2)　教育の実施体制等に関する目標（P2）

③　獣医・農畜産融合の基本方針の下、教育の質の改善に教職員が一致して取り組

む。

【中期計画】

Ⅰ　大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

1　教育に関する目標を達成するための措置

(2)　教育の実施体制等に関する目標を達成するための措置（P2）

③-2　教育の成果を検証するため、卒業・修了生及び就職先へのアンケート調査を

実施し、その分析結果を教育改善に役立てる。

修正の
理由・内容
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(1)大学院博士課程の組織の見直し

（確認資料より）

確認内容：中期目標には「教員組織のあり方を検討」、中期計画には「教育課程・

教育内容の見直し」とありますが、ここには教育研究組織の見直しや入学定員の見

直しも含まれるのでしょうか。（対象範囲が不明確なため、確認する趣旨。）

法人からの回答：反映状況確認資料（通し番号3．.4）に記載のように、教育学部の

新課程や経済学部の夜間主コースを含めた、組織や入学定員の見直しを計画してい

る。

－

　中期目標の「教員組織のあり方を検討し、適切に整備」、中期計画の「教育課

程・教育内容の見直し」の文言は入学定員や組織の見直しに関する取組を含むとの

ことだが、一般的に理解しやすい表現ではないため、これらに関し、意図する内容

が中期目標及び中期計画に分かりやすく反映されるよう、記述内容について修正を

求める。

例）Ａ大学  　入学定員、組織についてそれぞれ明示

目標：教育研究の質の向上及び教育研究活動の活性化に資する組織整備を実施す

る。

計画：教育研究の質の向上を図る観点から、社会的ニーズに即した適正規模の大学

院課程・学士課程を実現するため、学生定員と組織の見直しを推進する。

例）Ｂ大学  　入学定員も含めて「組織の見直し」と記載

目標：教育の実施体制・方法を継続的に自己点検し、教育の質を高める。

計画：学術的・社会的役割の観点から教育組織を見直し、必要に応じて整備する。

【中期目標】
Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標
１ 教育に関する目標
（２） 教育の実施体制等に関する目標
○本学の教育理念を実現するために、教員組織のあり方を検討し、適切に整備す
る。

【中期計画】
Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置
１ 教育に関する目標を達成するための措置
（２） 教育の実施体制等に関する目標を達成するための措置
○教育の実施体制を検証し教育課程・教育内容の見直しを行い、教員を適切に配置
する。

中期目標
中期計画

修正の
理由・内容

50　滋賀大学

確認内容

アクションプラン等

参考例
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(1)大学院博士課程の組織の見直し　（２）法科大学院の組織の見直し

－

中期目標及び中期計画の「学内（の）資源配分」について、組織の見直し及び入学

定員の見直しに関する取組を含むとのことだが、一般的に理解しやすい表現ではな

いため、意図する内容が中期目標及び中期計画に分かりやすく反映されるよう、記

述内容について修正を求める。

例）Ａ大学 　入学定員、組織についてそれぞれ明示

目標：教育研究の質の向上及び教育研究活動の活性化に資する組織整備を実施す

る。

計画：教育研究の質の向上を図る観点から、社会的ニーズに即した適正規模の大学

院課程・学士課程を実現するため、学生定員と組織の見直しを推進する。

例）Ｂ大学 　入学定員も含めて「組織の見直し」と記載

目標：教育の実施体制・方法を継続的に自己点検し、教育の質を高める。

計画：学術的・社会的役割の観点から教育組織を見直し、必要に応じて整備する。

63　島根大学

修正の
理由・内容

アクションプラン等

中期目標
中期計画

【中期目標】

Ⅰ　大学の教育研究等の質の向上に関する目標

１　教育に関する目標

（１）教育の内容・成果及び実施体制等に関する目標(ｐ4)

⑦　現代社会が抱える課題に機敏に対応できる柔軟な教員組織を構築する。

Ⅱ　業務運営の改善及び効率化に関する目標

１　組織運営の改善及び事務等の効率化・合理化に関する目標(ｐ7)

③　社会的ニーズの変化等に対応するため、必要に応じて教育研究組織を、柔軟か

つ機動的に編成するための見直しを行う。

【中期計画】

Ⅱ　業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置

１　組織運営の改善及び事務等の効率化・合理化に関する目標を達成するための措

置(ｐ7)

3-1 全学的人件費枠を活用した戦略的な人員配置を行う。

3-2教育研究組織の定期的な検証を踏まえ社会的ニーズ等に対応した機能強化を図る

ための資源配分を行う。

参考例

確認内容

（確認資料より）
（１）大学院博士課程の組織の見直し
・必要に応じた組織等の見直し及び学生定員の見直しは、今後の社会状況の変化等
を常に意識し、必要であれば見直しを行うこととし、このことについては、中期目
標・中期計画(素案)のⅠ-１-(1)-⑦に「現代社会が抱える課題に機敏に対応できる
柔軟な教員組織を構築する。」と記載し、Ⅱ-１-③に「社会的ニーズの変化等に対
応するため、必要に応じて教育研究組織を、柔軟かつ機動的に編成するための見直
しを行う。」と記載している。また、中期計画Ⅱ-1-3-2において「教育研究組織の
定期的な検証を踏まえ社会的ニーズ等に対応した機能強化を図るための資源配分を
行う。」と記載することにより、今後の社会状況の変化等に応じ学生定員の見直し
及び教育研究組織について柔軟に構築が図れるようにしている。特に、個々の学
部・研究科等の見直しについては、上記記載の中期目標・中期計画に含まれるもの
であるが、具体的には年度計画に記載することとしている。

（３）法科大学院の組織の見直し
・入学定員の見直しの趣旨は、中期目標Ⅱ－１－③に伴う中期計画「３－２　教育
研究組織の定期的な検証を踏まえ社会的ニーズ等に対応した機能強化を図るための
資源配分を行う。」に反映させている。
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(1)大学院博士課程の組織の見直し

（確認資料より）
確認内容：中期目標及び中期計画の「教育研究体制を構築」「より柔軟な教育研究
体制を構築」という記述に、組織及び入学定員の見直しが含まれると理解してよい
でしょうか。
法人回答：見解のとおりです。

－

中期計画の「教育組織と教員組織を分離し、より柔軟な教育研究体制を構築する」

という記述について、組織及び入学定員の見直しが含まれるとのことだが、一般的

に理解しやすい表現ではないので、意図する内容が中期目標及び中期計画に分かり

やすく反映されるよう、記述内容について修正を求める。

例）Ａ大学 　入学定員、組織についてそれぞれ明示

目標：教育研究の質の向上及び教育研究活動の活性化に資する組織整備を実施す

る。

計画：教育研究の質の向上を図る観点から、社会的ニーズに即した適正規模の大学

院課程・学士課程を実現するため、学生定員と組織の見直しを推進する。

例）Ｂ大学 　入学定員も含めて「組織の見直し」と記載

目標：教育の実施体制・方法を継続的に自己点検し、教育の質を高める。

計画：学術的・社会的役割の観点から教育組織を見直し、必要に応じて整備する。

65　広島大学

修正の
理由・内容

中期目標
中期計画

【中期目標】

Ⅱ業務運営の改善及び効率化

１　組織運営の改善に関する目標

（１）柔軟な教育研究体制の構築に関する目標

①学問の高度化・複合化・グローバル化へ対応できるよう，教育研究体制を構築す

る。

【中期計画】

Ⅱ業務運営の改善及び効率化

１　組織運営の改善に関する目標を達成するための措置

（１）柔軟な教育研究体制の構築に関する目標を達成するための措置（Ｐ４）

①教育組織と教員組織を分離し，より柔軟な教育研究体制を構築する。

参考例

アクションプラン等

確認内容
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(1)大学院博士課程の組織の見直し

（確認資料より）

・入学定員や組織等の見直しについては、目標においては「多様な先進技術に対応

できる専門力を培う仕組みを作り」に、計画においては「多様で有機的なコース／

モジュール・システムを構築」及び「多様な教育方策を策定・実施し、充実させ

る。」の記述で対応している。

－

中期目標の「多様な先進技術に対応できる専門力を培う仕組みを作り、」、中期計

画の「多様で有機的なコース／モジュール・システムを構築」及び「多様な教育方

策を策定・実施し、充実させる。」という記述について、組織及び入学定員の見直

しに関する取組を含むとのことだが、一般的に理解しやすい表現ではないため、意

図する内容が中期目標及び中期計画に分かりやすく反映されるよう、記述内容につ

いて修正を求める。

例）Ａ大学 　入学定員、組織についてそれぞれ明示

目標：教育研究の質の向上及び教育研究活動の活性化に資する組織整備を実施す

る。

計画：教育研究の質の向上を図る観点から、社会的ニーズに即した適正規模の大学

院課程・学士課程を実現するため、学生定員と組織の見直しを推進する。

例）Ｂ大学 　入学定員も含めて「組織の見直し」と記載

目標：教育の実施体制・方法を継続的に自己点検し、教育の質を高める。

計画：学術的・社会的役割の観点から教育組織を見直し、必要に応じて整備する。

アクションプラン等

参考例

74　九州工業大学

確認内容

修正の
理由・内容

中期目標
中期計画

【中期目標】
Ⅰ　大学の教育研究等の質の向上に関する目標
１　教育に関する目標
（１）教育内容及び教育の成果等に関する目標
［ 大学院課程の編成及び教育課程・教育方法に関する目標 ］
高い専門性と深い学識を持ち、卓越した能力と豊かな創造性を持って、研究・開発
に従事できる人材の輩出を可能とするため、
(1)　多様な先進技術に対応できる専門力を培う仕組みを作り、
(2)　革新的で優れた技術を創出できる能力を育成する教育を行う。

【中期計画】
Ⅰ　大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置
１　教育に関する目標を達成するための措置
（１）教育内容及び教育の成果等に関する目標を達成するための措置
［ 大学院課程の編成及び教育課程・教育方法に関する目標を達成するための措置
］
ア　全学に亘ってモジュール制を展開し、多様で有機的なコース／モジュール・シ
ステムを構築する。
イ　深い専門知識を実践力につなぐため、多様な教育方策を策定・実施し、充実さ
せる。
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修正を求める必要がある事項（その他）について

○ 「国立大学法人の第２期における中期目標及び中期計画の素案の修正等の実施方針」

に基づき、「４．その他」として修正が必要な事項は以下のとおり。

・ 形式的な不備について

・ 情報セキュリティに関する記述について

・ 中期目標別表に記載する「学部・研究科等」について

別添２
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形式的な不備について

素案の記述に形式的な不備がある内容及び当該部分への対応については以下のとおり。

中期計画の素案の別表の記載事項が欠けている、あるいは不十分なもの

宇都宮大学

収容定員について記載が欠けている → 追加を求める

東京外国語大学

収容定員について平成２３年度分までの記載のみ

→ 平成２７年度分までの追加を求める

中期計画の素案の別表の記載内容に事実誤認があるもの

北海道大学、旭川医科大学、弘前大学、東北大学、秋田大学、山形大学、福島大学、筑波大学、筑波技術大学、

群馬大学、千葉大学、東京大学、東京医科歯科大学、新潟大学、金沢大学、福井大学、山梨大学、信州大学、

岐阜大学、浜松医科大学、名古屋大学、三重大学、滋賀医科大学、京都大学、京都工芸繊維大学、神戸大学、

鳥取大学、島根大学、岡山大学、広島大学、山口大学、徳島大学、香川大学、高知大学、九州大学、佐賀大学、

熊本大学、大分大学、鹿児島大学、琉球大学 計４０大学

平成２２年度概算要求における組織整備分（定員変更分）を踏まえずに完成定員を記載

→ 平成２２年度概算要求における組織整備分（定員変更分）を踏まえた修正を求める

年度計画の別表が、中期目標及び中期計画の別表に併記されているもの

北見工業大学、茨城大学、埼玉大学、お茶の水女子大学、横浜国立大学、新潟大学、長岡技術科学大学、

富山大学、岐阜大学、豊橋技術科学大学、滋賀大学、滋賀医科大学、兵庫教育大学、鳥取大学、徳島大学、

高知大学、九州工業大学、長崎大学、鹿屋体育大学、政策研究大学院大学 計２０大学

年度計画の別表を中期目標及び中期計画の別表に併記

→ 年度計画の別表の削除を求める

その他

東京大学

中期計画の別表に附置研究所を記載 → 当該記載の削除又は修正を求める

中期目標の別表にある基本的な組織について、さらに詳細な内容を中期計画の別表

に記載するものであり、中期目標の別表に記載のない組織が中期計画の別表に記され

ることは想定されていない。なお、中期計画本文への記述を妨げるものではない。

※ 上記はいずれも具体的な対応が限定されるため、修正（当該記述を書き換えること）、追加（新たな

記述を増やすこと）、削除（当該記述を削ること）の別を明記している。
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情報セキュリティに関する記述について

情報セキュリティについて

情報セキュリティ政策会議（内閣官房長官）が策定した「第２次情報セキュリティ基本

計画」及び、同基本計画の達成に向けた具体的な年度計画として定められた「セキュア・

ジャパン2009」において、独立行政法人等の情報セキュリティ対策の推進を図ることが求

められている。

「第2次情報セキュリティ基本計画（平成21年2月3日情報セキュリティ政策会議決定）」

（オ）独立行政法人等の情報セキュリティ対策の推進

独立行政法人等の情報セキュリティ対策を推進するため、独立行政法人等を所管する政府機

関は、中期目標の中に情報セキュリティ対策に係る事項を明記し、独立行政法人等が組織とし

て情報セキュリティ対策に取り組む体制を構築させる。各独立行政法人等は、その業務特性及

び対策の実施状況に応じて、政府機関統一基準を含む政府機関における一連の対策を踏ま

え、自らの情報セキュリティ対策に係るＰＤＣＡサイクルを構築する。また、独立行政法人等及び

独立行政法人等を所管する政府機関は、緊急時を含め実効性のある連絡体制を整備する。

「セキュア・ジャパン2009（平成21年6月22日情報セキュリティ政策会議決定）」

（オ）独立行政法人等の情報セキュリティ対策の推進

独立行政法人等の情報セキュリティ対策を推進するため、独立行政法人等を所管する政府機

関は、中期目標の中に情報セキュリティ対策に係る事項を明記し、独立行政法人等が組織とし

て情報セキュリティ対策に取り組む体制を構築させる。各独立行政法人等は、その業務特性及

び対策の実施状況に応じて、政府機関統一基準を含む政府機関における一連の対策を踏ま

え、自らの情報セキュリティ対策に係るＰＤＣＡサイクルを構築する。また、独立行政法人等及び

独立行政法人等を所管する政府機関は、緊急時を含め実効性のある連絡体制を整備する。

中期目標及び中期計画への記載について

国立大学法人も「独立行政法人等」に含まれており、中期目標及び中期計画を通じて情

報セキュリティ対策に取り組むことが求められていることから、中期目標及び中期計画素

案に情報セキュリティ対策に係る事項の記載のない下の法人に対し、中期目標及び中期計

画の修正を求める。

北海道大学、北海道教育大学、室蘭工業大学、小樽商科大学、帯広畜産大学、旭川医科大学、北見工業大学、弘前大学、

岩手大学、東北大学、宮城教育大学、秋田大学、山形大学、福島大学、茨城大学、筑波大学、宇都宮大学、埼玉大学、

千葉大学、東京大学、東京医科歯科大学、東京外国語大学、東京学芸大学、東京芸術大学、東京工業大学、東京海洋大学、

お茶の水女子大学、電気通信大学、一橋大学、横浜国立大学、新潟大学、長岡技術科学大学、上越教育大学、富山大学、

金沢大学、福井大学、山梨大学、信州大学、静岡大学、名古屋大学、豊橋技術科学大学、三重大学、滋賀大学、

滋賀医科大学、京都大学、京都教育大学、京都工芸繊維大学、大阪大学、大阪教育大学、兵庫教育大学、奈良教育大学、

奈良女子大学、和歌山大学、鳥取大学、島根大学、岡山大学、広島大学、鳴門教育大学、香川大学、愛媛大学、高知大学、

福岡教育大学、九州大学、九州工業大学、佐賀大学、長崎大学、大分大学、鹿児島大学、鹿屋体育大学、琉球大学、

政策研究大学院大学、総合研究大学院大学、北陸先端科学技術大学院大学、奈良先端科学技術大学院大学 計７４大学

なお、記載に際しては、例えば、法人におけるリスク管理や法人の法令遵守に関する取

組の一環として位置付けること等が考えられるが、国立大学法人の場合は独立行政法人と

は異なり、各法人が中期目標の実際上の作成主体であることから、記載内容、中期目標及

び中期計画における記載場所については各法人の判断に委ねることとする。

（記載要件）情報セキュリティ対策に取り組む趣旨が明確に分かること。
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各法人の記載例は下の通り。

例）Ａ大学

（目標）

情報セキュリティ基盤を強化する。

（計画）

情報セキュリティ及びコンプライアンスを強化するための情報基盤システムを段階的

に導入する。

例）B大学

（目標）

情報管理の徹底を図るため、情報セキュリティを高める。

（計画）

情報セキュリティの教育プログラムを整備し、情報セキュリティの監査の質を向上

させる。

例）C大学

（目標）

学生や教職員等の安全や健康を守る体制の充実を図るとともに、情報セキュリテ

ィの基本方針に則った、安心・安全な情報の確保に努める。

（計画）

情報セキュリティの高度化を図るため、ネットワーク環境の高機能化及びバックア

ップ体制の多重化を推進するとともに、情報セキュリティマネジメントシステム（ＩＳＭ

Ｓ）を継続的に改善し、セキュリティ文化の学内への浸透を図る。

ＩＣＴに関する研修会を毎年開催し、職員のスキルアップやセキュリティ意識の向

上を図ることにより、業務のＩＣＴ化に対応した人材を育成する。
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中期目標別表に記載する「学部・研究科等」について

中期目標別表記載事項について

（基本的な考え方）

国立大学法人化前は、国立大学法人の組織については、国立大学設置法で定められて

いたが、法人化後は、主な教育研究組織は、中期目標別表に記載することとされた。

国立大学法人の中期目標は、文部科学大臣が定め、各法人に示すものであることから、

「学部・研究科等」として別表に記載する組織は、学部、研究科の他に、学群、学域、学

府、教育部など文部科学大臣が設置や編制に関与するものに限定することが適切である。

（第２期中期目標の素案の別表について）

第２期中期目標の素案の別表に記載されている教員の所属組織（研究組織）及び専攻科

については、それぞれ以下の理由から、削除を求めることとする。

教員の所属組織（研究組織）について

従来、各大学においては、大学院の教育研究組織として、研究科が設置され、教育組織

と教員組織（研究組織）が一体的であったが、平成１１年５月の学校教育法改正に伴い、

大学院においては、「研究科以外の教育研究上の基本組織」の設置が可能となり、国立大

学については、教育上の目的を重視した編制である「教育部」などの名称の学生の所属組

織と、研究上の目的を重視した編制である「研究部」などの名称の教員の所属組織に大学

院組織を分離させる大学も増えている。

教育部などの学生の所属組織（教育組織）については、国立大学が法人化された後も概

算要求や大学設置・学校法人審議会を通じて文部科学大臣が設置や編成の状況を把握して

いる。

一方、研究部などの教員の所属組織（研究組織）については、国立大学が法人化された

後は、概算要求や大学設置・学校法人審議会の関与がない事項として各大学の独自の判断

で設置することが可能となっている。

１期中期目標別表及び第２期中期目標素案別表においては、学生の所属組織（教育組

織）だけでなく教員の所属組織（研究組織）も併記して記載している例が多くみられるが、

教員の所属組織（研究組織）については、文部科学大臣として設置や編成に関与していな

いことから、中期目標別表記載事項とはしないこととする。

専 攻 科 等 に つ い て

学校教育法上は、専攻科及び別科は大学に「置くことができる」とされており、大学に

置くことが常例とされている学部・研究科等とは異なる位置づけである。また、設置基準

上の定めもなく、各大学の独自の判断で設置することが可能となっている。

第２期中期目標素案別表において専攻科を記載している例があるが、文部科学大臣が設

置や編成に関与していないことから、中期目標別表記載事項とはしないこととする。

※ 上記は、具体的な対応が限定されるため、修正（当該記述を書き換えること）、追加（新たな記述を

増やすこと）、削除（当該記述を削ること）の別を明記している。
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№ 大学名 教員の所属組織（研究組織）
水産科学研究院
環境科学研究院
理学研究院
薬学研究院
農学研究院
先端生命科学研究院
教育学研究院
メディア・コミュニケーション研究院
保健科学研究院
工学研究院
公共政策学連携研究部
医学研究院
薬学研究院
情報学環
公共政策学連携研究部

23 東京医科歯科大学 疾患生命科学研究部
24 東京外国語大学 総合国際学研究院

工学研究院(仮称）
農学研究院（仮称）

32 一橋大学 国際・公共政策研究部
工学研究院
環境情報研究院
人文社会・教育科学系

34 新潟大学 自然科学系
医歯学系
医学薬学研究部
理工学研究部
地球環境学堂
公共政策連携研究部
経営管理研究部
ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部
ヘルスバイオサイエンス研究部
ソシオテクノサイエンス研究部

工学研究院
情報工学研究院

注　下線は第２期素案から新たに記載されているもの

中期目標の素案(別表）に記載されている教員の所属組織（研究組織）・専攻科

人文科学研究院
比較社会文化研究院
人間環境学研究院
法学研究院
経済学研究院
言語文化研究院
理学研究院
数理学研究院
医学研究院
歯学研究院
薬学研究院
工学研究院
芸術工学研究院
システム情報科学研究院
総合理工学研究院
農学研究院

1 北海道大学

21 千葉大学

22 東京大学

26 東京農工大学

52 京都大学

33 横浜国立大学

富山大学37

74 九州工業大学

徳島大学67

73 九州大学
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達
成

状
況

に
関

す
る

記
述

検
討

を
求

め
る

観
点

具
体

的
な

取
組

内
容

等
に

関
す

る
記

述
検

討
を

求
め

る
観

点

2
北

海
道

教
育

大
学

「
北

海
道

教
育

大
学

教
育

支
援

基
金

」
の

安
定

的
運

用
を

実
現

す
る

た
め

、
効

果
的

な
募

金
活

動
を

行
う

。

「
北
海
道
教
育
大
学
教
育

支
援
基
金
」
の
安
定
的
運

用
を
実
現
す
る

（
→
「
安
定
的
運
用
を
実

現
す
る
」
の
達
成
状
況
を

判
断
す
る
基
準
が
不
明

確
）

「
安

定
的

運
用

を
実

現
す

る
」

に
つ

い
て

、
実

現
し

よ
う

と
し

て
い

る
達

成
状

況
（

具
体

的
な

状
態

、
達

成
時

期
、

数
値

目
標

等
）

の
明

確
化

効
果
的
な
募
金
活
動
を
行

う （
→
具
体
的
な
取
組
内
容

が
不
明
確
、
「
効
果
的
」

の
基
準
が
不
明
確
）

「
効

果
的

な
募

金
活

動
」

の
た

め
の

具
体

的
な

取
組

内
容

等
の

明
確

化
「

効
果

的
」

に
つ

い
て

判
断

す
る

基
準

の
明

確
化

4
小

樽
商

科
大

学
学

生
の

国
際

交
流

の
質

を
高

め
る

。

学
生
の
国
際
交
流
の
質
を

高
め
る

（
→
「
質
を
高
め
る
」
の

達
成
状
況
を
判
断
す
る
基

準
が
不
明
確
）

「
質

を
高

め
る

」
に

つ
い

て
、

実
現

し
よ

う
と

し
て

い
る

達
成

状
況

（
具

体
的

な
状

態
、

達
成

時
期

、
数

値
目

標
等

）
の

明
確

化

－ (
記
載
な
し
)

「
国

際
交

流
の

質
を

高
め

る
」

た
め

の
具

体
的

な
取

組
内

容
等

の
明

確
化

4
小

樽
商

科
大

学
大

学
院

教
育

と
の

接
続

を
め

ざ
す

。

大
学
院
教
育
と
の
接
続
を

め
ざ
す
。

（
→
「
大
学
院
教
育
と
の

接
続
を
め
ざ
す
」
の
達
成

状
況
を
判
断
す
る
基
準
が

不
明
確
）

「
大

学
院

教
育

と
の

接
続

を
め

ざ
す

」
に

つ
い

て
、

実
現

し
よ

う
と

し
て

い
る

達
成

状
況

（
具

体
的

な
状

況
、

達
成

時
期

、
数

値
目

標
等

）
の

明
確

化

－ (
記
載
な
し
)

「
大

学
院

教
育

と
の

接
続

」
を

図
る

た
め

の
具

体
的

な
取

組
内

容
等

の
明

確
化

4
小

樽
商

科
大

学
高

大
連

携
を

充
実

さ
せ

る
。

高
大
連
携
を
充
実
さ
せ

る
。

（
→
「
広
大
連
携
を
充
実

さ
せ
る
」
の
達
成
状
況
を

判
断
す
る
基
準
が
不
明

確
）

「
高

大
連

携
を

充
実

さ
せ

る
」

こ
と

に
つ

い
て

、
実

現
し

よ
う

と
し

て
い

る
達

成
状

況
（

具
体

的
な

状
態

、
達

成
時

期
、

数
値

目
標

等
）

の
明

確
化

ー (
記
載
な
し
）

「
高

大
連

携
を

充
実

」
の

た
め

の
具

体
的

な
取

組
内

容
等

の
明

確
化

具
体

的
な

取
組

内
容

・
手

段
（
プ

ロ
セ

ス
）

番
号

達
成

状
況

（
ゴ

ー
ル

）

大
学

名
記

述
内

容

事
後

的
に

検
証

で
き

る
と

は
言

い
難

い
記

述
 （

中
期

計
画

）
別

添
３
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達
成

状
況

に
関

す
る

記
述

検
討

を
求

め
る

観
点

具
体

的
な

取
組

内
容

等
に

関
す

る
記

述
検

討
を

求
め

る
観

点

具
体

的
な

取
組

内
容

・
手

段
（
プ

ロ
セ

ス
）

番
号

達
成

状
況

（
ゴ

ー
ル

）

大
学

名
記

述
内

容

5
帯

広
畜

産
大

学
女

性
教

員
の

採
用

を
積

極
的

に
行

う
。

－ (
記
載
な
し
)

「
採

用
を

積
極

的
に

行
う

」
こ

と
に

よ
り

、
実

現
し

よ
う

と
し

て
い

る
達

成
状

況
（

具
体

的
な

状
態

、
達

成
時

期
、

数
値

目
標

等
）

の
明

確
化

女
性
教
員
の
採
用
を
積
極

的
に
行
う

（
→
「
積
極
的
」
の
基
準

が
不
明
確
）

「
積

極
的

に
行

う
」

の
具

体
的

な
取

組
内

容
等

の
明

確
化

6
旭

川
医

科
大

学
大

学
病

院
に

期
待

さ
れ

る
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

を
図

る
。

大
学
病
院
に
期
待
さ
れ
る

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
る

（
→
「
大
学
病
院
に
期
待

さ
れ
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
図
る
」
の
達
成
状

況
を
判
断
す
る
基
準
が
不

明
確
）

「
大

学
病

院
に

期
待

さ
れ

て
い

る
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

を
図

る
」

に
つ

い
て

、
実

現
し

よ
う

と
し

て
い

る
達

成
状

況
（

具
体

的
な

状
態

、
達

成
時

期
、

数
値

目
標

等
）

の
明

確
化

ー (
記
載
な
し
）

「
大

学
病

院
に

期
待

さ
れ

る
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

」
の

た
め

の
具

体
的

な
取

組
内

容
の

明
確

化

6
旭

川
医

科
大

学
業

務
運

営
の

改
善

及
び

効
率

化
を

図
る

。

業
務
運
営
の
改
善
及
び
効

率
化
を
図
る

（
→
「
業
務
運
営
の
改
善

及
び
効
率
化
を
図
る
」
の

達
成
状
況
を
判
断
す
る
基

準
が
不
明
確
）

「
業

務
運

営
の

改
善

及
び

効
率

化
を

図
る

」
に

つ
い

て
、

実
現

し
よ

う
と

し
て

い
る

達
成

状
況

（
具

体
的

な
状

態
、

達
成

時
期

、
数

値
目

標
等

）
の

明
確

化
。

ー (
記
載
な
し
）

「
業

務
運

営
の

改
善

及
び

効
率

化
」

の
た

め
の

具
体

的
な

取
組

内
容

の
明

確
化

8
弘

前
大

学
地

域
の

求
め

る
特

色
あ

る
人

材
を

育
成

す
る

。

地
域
の
求
め
る
特
色
あ
る

人
材
を
育
成
す
る

（
→
「
人
材
を
育
成
」
の

達
成
状
況
を
判
断
す
る
基

準
が
不
明
確
）

「
人

材
を

育
成

」
に

つ
い

て
、

実
現

し
よ

う
と

し
て

い
る

達
成

状
況

（
具

体
的

な
状

態
、

達
成

時
期

、
数

値
目

標
等

）
の

明
確

化

－ (
記
載
な
し
)

「
地

域
の

求
め

る
特

色
あ

る
人

材
を

育
成

す
る

」
た

め
の

具
体

的
な

取
組

内
容

等
の

明
確

化
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達
成

状
況

に
関

す
る

記
述

検
討

を
求

め
る

観
点

具
体

的
な

取
組

内
容

等
に

関
す

る
記

述
検

討
を

求
め

る
観

点

具
体

的
な

取
組

内
容

・
手

段
（
プ

ロ
セ

ス
）

番
号

達
成

状
況

（
ゴ

ー
ル

）

大
学

名
記

述
内

容

8
弘

前
大

学
地

域
医

療
を

担
う

専
門

医
の

養
成

を
推

進
す

る
。

専
門
医
の
養
成
を
推
進
す

る （
→
「
養
成
を
推
進
す

る
」
の
達
成
状
況
を
判
断

す
る
基
準
が
不
明
確
）

「
専

門
医

の
養

成
を

推
進

す
る

」
に

つ
い

て
、

実
現

し
よ

う
と

し
て

い
る

達
成

状
況

（
具

体
的

な
状

態
、

達
成

時
期

、
数

値
目

標
等

）
の

明
確

化

－ (
記
載
な
し
)

「
専

門
医

の
養

成
を

推
進

す
る

」
た

め
の

具
体

的
な

取
組

内
容

等
の

明
確

化

8
弘

前
大

学
単

位
制

度
の

実
質

化
を

推
進

す
る

。

― （
記
載
な
し
）

「
単

位
制

度
の

実
質

化
を

推
進

す
る

」
こ

と
に

つ
い

て
、

実
現

し
よ

う
と

し
て

い
る

達
成

状
況

（
具

体
的

な
状

態
、

達
成

時
期

、
数

値
目

標
等

）
の

明
確

化

単
位
制
度
の
実
質
化
を
推

進
す
る
。

（
→
「
単
位
制
度
の
実
質

化
を
推
進
す
る
」
た
め
の

具
体
的
な
取
組
内
容
が
不

明
確
）

「
単

位
制

度
の

実
質

化
を

推
進

す
る

」
た

め
の

具
体

的
な

取
組

内
容

等
の

明
確

化

8
弘

前
大

学
教

員
の

職
能

開
発

を
推

進
す

る
。

教
員
の
職
能
開
発
を
推
進

す
る
。

（
→
「
教
員
の
職
能
開
発

を
推
進
す
る
」
の
達
成
状

況
を
判
断
す
る
基
準
が
不

明
確
）

「
教

員
の

職
能

開
発

を
推

進
す

る
」

こ
と

に
つ

い
て

、
実

現
し

よ
う

と
し

て
い

る
達

成
状

況
（

具
体

的
な

状
態

、
達

成
時

期
、

数
値

目
標

等
）

の
明

確
化

ー (
記
載
な
し
）

「
教

員
の

職
能

開
発

を
推

進
す

る
」

た
め

の
具

体
的

な
取

組
内

容
等

の
明

確
化

1
0

東
北

大
学

共
同

利
用

・
共

同
研

究
拠

点
は

、
大

学
の

枠
を

超
え

て
全

国
に

開
か

れ
た

関
連

研
究

分
野

の
中

核
と

し
て

の
使

命
を

遂
行

す
る

た
め

、
一

層
の

改
善

を
行

う
。

一
層
の
改
善
を
行
う

（
→
「
改
善
」
を
行
う
対

象
の
記
載
が
な
く
、
達
成

状
況
を
判
断
す
る
基
準
が

不
明
確
）

「
改

善
」

の
対

象
の

明
確

化 「
一

層
の

改
善

を
行

う
」

に
つ

い
て

、
実

現
し

よ
う

と
し

て
い

る
達

成
状

況
（

具
体

的
な

状
態

、
達

成
時

期
、

数
値

目
標

等
）

の
明

確
化

－ (
記
載
な
し
)

「
一

層
の

改
善

を
行

う
」

た
め

の
具

体
的

な
取

組
内

容
等

の
明

確
化
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達
成

状
況

に
関

す
る

記
述

検
討

を
求

め
る

観
点

具
体

的
な

取
組

内
容

等
に

関
す

る
記

述
検

討
を

求
め

る
観

点

具
体

的
な

取
組

内
容

・
手

段
（
プ

ロ
セ

ス
）

番
号

達
成

状
況

（
ゴ

ー
ル

）

大
学

名
記

述
内

容

1
0

東
北

大
学

附
置

研
究

所
は

、
学

術
研

究
の

動
向

や
経

済
社

会
の

変
化

に
対

応
し

な
が

ら
そ

の
機

能
を

十
分

に
発

揮
し

、
高

い
研

究
水

準
を

維
持

す
る

学
術

研
究

の
中

核
的

研
究

拠
点

と
し

て
の

使
命

を
遂

行
す

る
た

め
、

一
層

の
改

善
を

行
う

。

一
層
の
改
善
を
行
う

（
→
「
改
善
」
を
行
う
対

象
の
記
載
が
な
く
、
達
成

状
況
を
判
断
す
る
基
準
が

不
明
確
）

「
改

善
」

の
対

象
の

明
確

化 「
一

層
の

改
善

を
行

う
」

に
つ

い
て

、
実

現
し

よ
う

と
し

て
い

る
達

成
状

況
（

具
体

的
な

状
態

、
達

成
時

期
、

数
値

目
標

等
）

の
明

確
化

－ (
記
載
な
し
)

「
一

層
の

改
善

を
行

う
」

た
め

の
具

体
的

な
取

組
内

容
等

の
明

確
化

1
0

東
北

大
学

安
定

し
た

病
院

財
政

基
盤

の
構

築
を

図
る

。

安
定

し
た

病
院

財
政

基
盤

の
構

築
を

図
る

（
→

「
安

定
し

た
病

院
財

政
基

盤
の

構
築

を
図

る
」
の

達
成

状
況

を
判

断
す

る
基

準
が

不
明

確
）

「
安

定
し

た
病

院
財

政
基

盤
の

構
築

を
図

る
」
に

つ
い

て
、

実
現

し
よ

う
と

し
て

い
る

達
成

状
況

（
「
安

定
」
の

具
体

的
な

状
態

、
達

成
時

期
、

数
値

目
標

等
）
の

明
確

化

－ (
記
載
な
し
)

「
安

定
し

た
病

院
財

投
基

盤
」
を

構
築

す
る

た
め

の
具

体
的

な
取

組
内

容
等

の
明

確
化

1
3

山
形

大
学

研
究

者
が

意
欲

的
に

研
究

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
環

境
を

整
備

す
る

環
境
を
整
備
す
る

（
→
「
研
究
者
が
意
欲
的

に
研
究
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
環
境
を
整
備
す

る
」
の
達
成
状
況
を
判
断

す
る
基
準
が
不
明
確
）

「
環

境
を

整
備

す
る

」
に

つ
い

て
、

実
現

し
よ

う
と

し
て

い
る

達
成

状
況

（
当

該
環

境
の

具
体

的
な

内
容

、
「

整
備

」
の

程
度

、
達

成
時

期
、

数
値

目
標

等
）

の
明

確
化

－ (
記
載
な
し
)

「
研

究
者

が
意

欲
的

に
研

究
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

環
境

を
整

備
す

る
」

た
め

の
具

体
的

な
取

組
内

容
等

の
明

確
化

1
3

山
形

大
学

若
手

研
究

者
が

自
立

し
て

研
究

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
環

境
を

整
備

す
る

。

環
境
を
整
備
す
る

（
→
「
若
手
研
究
者
が
自

立
し
て
研
究
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
環
境
を
整
備
す

る
」
の
達
成
状
況
を
判
断

す
る
基
準
が
不
明
確
）

「
環

境
を

整
備

す
る

」
に

つ
い

て
、

実
現

し
よ

う
と

し
て

い
る

達
成

状
況

（
当

該
環

境
の

具
体

的
な

状
態

、
「

整
備

」
の

程
度

、
達

成
時

期
、

数
値

目
標

等
）

の
明

確
化

－ (
記
載
な
し
)

「
若

手
研

究
者

が
自

立
し

て
研

究
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

環
境

を
整

備
す

る
」

た
め

の
具

体
的

な
取

組
内

容
等

の
明

確
化
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達
成

状
況

に
関

す
る

記
述

検
討

を
求

め
る

観
点

具
体

的
な

取
組

内
容

等
に

関
す

る
記

述
検

討
を

求
め

る
観

点

具
体

的
な
取

組
内

容
・
手

段
（
プ
ロ
セ
ス
）

番
号

達
成

状
況

（
ゴ
ー
ル

）

大
学

名
記

述
内

容

1
3

山
形

大
学

医
療

安
全

を
推

進
し

、
患

者
中

心
の

医
療

を
実

施
す

る
。

患
者
中
心
の
医
療
を
実
施

す
る
。

（
→
「
患
者
中
心
の
医

療
」
の
達
成
状
況
を
判
断

す
る
基
準
が
不
明
確
）

「
患

者
中

心
の

医
療

を
実

施
」

に
つ

い
て

、
実

現
し

よ
う

と
し

て
い

る
達

成
状

況
（

具
体

的
な

状
態

、
達

成
時

期
、

数
値

目
標

等
）

の
明

確
化

医
療
安
全
を
推
進

（
→
「
医
療
安
全
を
推

進
」
す
る
た
め
の
具
体
的

取
組
内
容
が
不
明
確
）

「
医

療
安

全
を

推
進

」
す

る
た

め
の

具
体

的
な

取
組

内
容

等
の

明
確

化

2
4

東
京

外
国

語
大

学

（
適

切
な

教
員

の
配

置
）

教
員

組
織

一
元

化
の

メ
リ

ッ
ト

を
活

か
し

、
学

部
・

大
学

院
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー
に

応
じ

た
教

員
の

配
置

を
行

う
と

と
も

に
、

将
来

優
れ

た
教

育
活

動
を

担
い

得
る

教
育

支
援

者
を

積
極

的
に

活
用

す
る

。

－ (
記
載
な
し
)

「
教

育
支

援
者

を
積

極
的

に
活

用
す

る
」

こ
と

に
よ

り
、

実
現

し
よ

う
と

し
て

い
る

達
成

状
況

（
具

体
的

な
状

態
、

達
成

時
期

、
数

値
目

標
等

）
の

明
確

化

将
来
優
れ
た
教
育
活
動
を

担
い
得
る
教
育
支
援
者
を

積
極
的
に
活
用
す
る

（
→
「
活
用
す
る
」
の
具

体
的
内
容
が
不
明
確
、

「
積
極
的
」
の
基
準
が
不

明
確
）

「
積

極
的

に
活

用
す

る
」

た
め

の
具

体
的

な
取

組
内

容
等

の
明

確
化

2
6

東
京

農
工

大
学

研
究

成
果

の
社

会
へ

の
還

元
だ

け
で

な
く

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
創

出
で

き
る

人
材

を
育

成
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

人
材
を
育
成
で
き
る
よ
う

に
す
る

（
→
「
人
材
を
育
成
で
き

る
よ
う
に
す
る
」
の
達
成

状
況
を
判
断
す
る
基
準
が

不
明
確
）

「
人

材
を

育
成

で
き

る
よ

う
に

す
る

」
に

つ
い

て
、

実
現

し
よ

う
と

し
て

い
る

達
成

状
況

（
具

体
的

な
状

態
、

達
成

時
期

、
数

値
目

標
等

）
の

明
確

化

－ (
記
載
な
し
)

「
人

材
を

育
成

で
き

る
よ

う
に

す
る

」
た

め
の

具
体

的
な

取
組

内
容

等
の

明
確

化

2
6

東
京

農
工

大
学

国
際

的
な

産
学

官
連

携
活

動
の

推
進

を
図

る
た

め
、

専
門

知
識

、
経

験
及

び
交

渉
能

力
を

有
す

る
国

際
知

財
専

門
人

材
を

育
成

す
る

。

国
際
知
財
専
門
人
材
を
育

成
す
る

（
→
「
人
材
を
育
成
」
の

達
成
状
況
を
判
断
す
る
基

準
が
不
明
確
）

「
人

材
を

育
成

す
る

」
に

つ
い

て
、

実
現

し
よ

う
と

し
て

い
る

達
成

状
況

（
具

体
的

な
状

態
、

達
成

時
期

、
数

値
目

標
等

）
の

明
確

化

－ (
記
載
な
し
)

「
国

際
知

財
専

門
人

材
を

育
成

す
る

」
た

め
の

具
体

的
な

取
組

内
容

等
の

明
確

化
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達
成

状
況

に
関

す
る

記
述

検
討

を
求

め
る

観
点

具
体

的
な

取
組

内
容

等
に

関
す

る
記

述
検

討
を

求
め

る
観

点

具
体

的
な

取
組

内
容

・
手

段
（
プ

ロ
セ

ス
）

番
号

達
成

状
況

（
ゴ

ー
ル

）

大
学

名
記

述
内

容

2
6

東
京

農
工

大
学

若
手

研
究

者
育

成
の

た
め

の
テ

ニ
ュ

ア
ト

ラ
ッ

ク
制

度
を

定
着

さ
せ

る
。

テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
制
度

を
定
着
さ
せ
る

（
→
「
定
着
さ
せ
る
」
の

達
成
状
況
を
判
断
す
る
基

準
が
不
明
確
）

「
定

着
さ

せ
る

」
に

つ
い

て
、

実
現

し
よ

う
と

し
て

い
る

達
成

状
況

（
「

定
着

」
の

具
体

的
な

状
態

、
達

成
時

期
、

数
値

目
標

等
）

の
明

確
化

－ (
記
載
な
し
)

「
定

着
さ

せ
る

」
た

め
の

具
体

的
な

取
組

内
容

等
の

明
確

化

2
7

東
京

芸
術

大
学

科
学

研
究

費
補

助
金

、
政

府
や

各
種

の
財

団
研

究
費

等
、

競
争

的
研

究
資

金
を

獲
得

す
る

。

科
学
研
究
費
補
助
金
等
を

獲
得
す
る

（
→
「
獲
得
す
る
」
の
達

成
状
況
を
判
断
す
る
基
準

が
不
明
確
）

「
科

学
研

究
費

補
助

金
・

・
・

を
獲

得
す

る
」

に
つ

い
て

、
実

現
し

よ
う

と
し

て
い

る
達

成
状

況
（

具
体

的
な

状
態

、
達

成
時

期
、

数
値

目
標

等
）

の
明

確
化

－ (
記
載
な
し
)

「
科

学
研

究
費

補
助

金
、

政
府

や
各

種
の

財
団

研
究

費
等

、
競

争
的

研
究

資
金

を
獲

得
す

る
」

た
め

の
具

体
的

な
取

組
内

容
等

の
明

確
化

2
7

東
京

芸
術

大
学

経
済

的
支

援
を

拡
充

さ
せ

る
。

経
済
的
支
援
を
拡
充
さ
せ

る （
→
「
経
済
的
支
援
を
拡

充
」
の
達
成
状
況
を
判
断

す
る
基
準
が
不
明
確
）

「
経

済
的

支
援

を
拡

充
さ

せ
る

」
に

つ
い

て
、

実
現

し
よ

う
と

し
て

い
る

達
成

状
況

（
具

体
的

な
状

態
、

達
成

時
期

、
数

値
目

標
、

支
援

の
対

象
等

）
の

明
確

化

ー (
記
載
な
し
）

「
経

済
的

支
援

を
拡

充
さ

せ
る

」
た

め
の

具
体

的
な

取
組

内
容

等
の

明
確

化

2
7

東
京

芸
術

大
学

生
涯

学
習

や
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

の
観

点
か

ら
、

社
会

人
受

け
入

れ
の

充
実

を
図

る
。

社
会
人
受
け
入
れ
の
充
実

を
図
る

（
→
「
社
会
人
受
け
入
れ

の
充
実
を
図
る
」
の
達
成

状
況
を
判
断
す
る
基
準
が

不
明
確
）

「
社

会
人

受
け

入
れ

の
充

実
を

図
る

」
に

つ
い

て
、

実
現

し
よ

う
と

し
て

い
る

達
成

状
況

（
具

体
的

な
状

態
、

達
成

時
期

、
数

値
目

標
等

）
の

明
確

化

ー (
記
載
な
し
）

「
社

会
人

受
け

入
れ

の
充

実
」

の
た

め
の

具
体

的
な

取
組

内
容

等
の

明
確

化
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達
成

状
況

に
関

す
る

記
述

検
討

を
求

め
る

観
点

具
体

的
な

取
組

内
容

等
に

関
す

る
記

述
検

討
を

求
め

る
観

点

具
体

的
な

取
組

内
容

・
手

段
（
プ

ロ
セ

ス
）

番
号

達
成

状
況

（
ゴ

ー
ル

）

大
学

名
記

述
内

容

2
8

東
京

工
業

大
学

男
女

共
同

参
画

に
つ

い
て

、
意

識
の

醸
成

・
涵

養
を

図
る

と
と

も
に

、
環

境
整

備
を

行
う

。

男
女
共
同
参
画
に
つ
い

て
、
意
識
の
醸
成
・
涵
養

を
図
る

（
→
「
意
識
の
醸
成
・
涵

養
を
図
る
」
の
達
成
状
況

を
判
断
す
る
基
準
が
不
明

確
）

「
男

女
共

同
参

画
に

つ
い

て
意

識
の

醸
成

・
涵

養
を

図
る

」
に

つ
い

て
、

実
現

し
よ

う
と

し
て

い
る

達
成

状
況

（
具

体
的

な
状

態
、

達
成

時
期

、
数

値
目

標
等

）
の

明
確

化

ー (
記
載
な
し
）

「
男

女
共

同
参

画
に

つ
い

て
、

意
識

の
醸

成
・

涵
養

」
の

た
め

の
具

体
的

な
取

組
内

容
等

の
明

確
化

3
0

お
茶

の
水

女
子

大
学

高
大

連
携

特
別

選
抜

の
質

的
向

上
を

推
進

す
る

。

高
大
連
携
特
別
選
抜
の
質

的
向
上
を
推
進
す
る
。

（
→
「
質
的
向
上
」
の
達

成
状
況
を
判
断
す
る
基
準

が
不
明
確
）

「
高

大
連

携
特

別
選

抜
の

質
的

向
上

を
推

進
す

る
」

に
つ

い
て

実
現

し
よ

う
と

し
て

い
る

達
成

状
況

（
具

体
的

な
状

態
、

達
成

時
期

、
数

値
目

標
等

）
の

明
確

化

高
大
連
携
特
別
選
抜
の
質

的
向
上
を
推
進
す
る
。

（
→
「
質
的
向
上
を
推
進

す
る
」
た
め
の
具
体
的
取

組
内
容
等
が
不
明
確
）

「
高

大
連

携
特

別
選

抜
の

質
的

向
上

を
推

進
す

る
」

た
め

の
具

体
的

な
取

組
内

容
等

の
明

確
化

3
5

長
岡

技
術

科
学

大
学

環
境

に
配

慮
し

た
キ

ャ
ン

パ
ス

づ
く

り
を

全
学

的
に

推
進

す
る

。

環
境
に
配
慮
し
た
キ
ャ
ン

パ
ス
づ
く
り
を
全
学
的
に

推
進
す
る
。

（
→
「
環
境
に
配
慮
し
た

キ
ャ
ン
パ
ス
」
の
達
成
状

況
を
判
断
す
る
基
準
が
不

明
確
）

「
環

境
に

配
慮

し
た

キ
ャ

ン
パ

ス
づ

く
り

を
全

学
的

に
推

進
す

る
」

に
つ

い
て

実
現

し
よ

う
と

し
て

い
る

達
成

状
況

（
具

体
的

な
状

態
、

達
成

時
期

、
数

値
目

標
等

）
の

明
確

化

ー (
記
載
な
し
）

「
環

境
に

配
慮

し
た

キ
ャ

ン
パ

ス
づ

く
り

を
全

学
的

に
推

進
す

る
」

た
め

の
具

体
的

な
取

組
内

容
等

の
明

確
化

4
0

山
梨

大
学

科
学

研
究

費
補

助
金

の
申

請
率

と
採

択
率

を
高

い
水

準
に

保
つ

た
め

の
方

策
を

講
ず

る
。

科
学
研
究
費
補
助
金
の
申

請
率
と
採
択
率
を
高
い
水

準
に
保
つ

（
→
「
高
い
水
準
に
保

つ
」
の
達
成
状
況
を
判
断

す
る
基
準
が
不
明
確
）

「
高

い
水

準
に

保
つ

」
に

つ
い

て
、

実
現

し
よ

う
と

し
て

い
る

達
成

状
況

（
「

高
い

水
準

」
の

具
体

的
な

状
態

、
達

成
時

期
、

数
値

目
標

等
）

の
明

確
化

方
策
を
講
ず
る

（
→
具
体
的
な
取
組
内
容

が
不
明
確
）

「
高

い
水

準
に

保
つ

た
め

の
方

策
を

講
ず

る
」

た
め

の
具

体
的

な
取

組
内

容
等

の
明

確
化
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達
成

状
況

に
関

す
る

記
述

検
討

を
求

め
る

観
点

具
体

的
な

取
組

内
容

等
に

関
す

る
記

述
検

討
を

求
め

る
観

点

具
体

的
な

取
組

内
容

・
手

段
（
プ

ロ
セ

ス
）

番
号

達
成

状
況

（
ゴ

ー
ル

）

大
学

名
記

述
内

容

4
1

信
州

大
学

評
価

に
必

要
な

情
報

の
整

備
充

実
を

図
る

。

評
価
に
必
要
な
情
報
の
整

備
充
実
を
図
る

（
→
「
評
価
に
必
要
な
情

報
の
整
備
充
実
を
図
る
」

の
達
成
状
況
を
判
断
す
る

基
準
が
不
明
確
）

「
評

価
に

必
要

な
情

報
の

整
備

充
実

」
に

つ
い

て
、

実
現

し
よ

う
と

し
て

い
る

達
成

状
況

（
具

体
的

な
状

態
、

達
成

時
期

、
数

値
目

標
等

）
の

明
確

化

ー (
記
載
な
し
）

「
評

価
に

必
要

な
情

報
の

整
備

充
実

を
図

る
」

の
た

め
の

具
体

的
内

容
等

の
明

確
化

6
0

奈
良

女
子

大
学

男
女

共
同

参
画

推
進

に
関

す
る

具
体

的
方

策
・

男
女

共
同

参
画

推
進

の
た

め
、

学
内

の
組

織
や

制
度

を
見

直
す

と
と

も
に

、
対

外
的

な
活

動
を

積
極

的
に

行
う

。

－ (
記
載
な
し
)

「
対

外
的

な
活

動
を

積
極

的
に

行
う

」
こ

と
に

よ
り

、
実

現
し

よ
う

と
し

て
い

る
達

成
状

況
（

具
体

的
な

状
態

、
達

成
時

期
、

数
値

目
標

等
）

の
明

確
化

対
外
的
な
活
動
を
積
極
的

に
行
う

（
→
「
対
外
的
な
活
動
」

の
具
体
的
内
容
が
不
明

確
、
「
積
極
的
」
の
基
準

が
不
明
確
）

「
対

外
的

な
活

動
」

及
び

「
積

極
的

に
行

う
」

に
つ

い
て

具
体

的
な

取
組

内
容

等
の

明
確

化

6
2

鳥
取

大
学

創
造

性
豊

か
な

優
れ

た
研

究
開

発
能

力
を

有
す

る
高

度
な

専
門

職
業

人
を

養
成

す
る

。

高
度
な
専
門
職
業
人
を
育

成
す
る

（
「
高
度
な
専
門
職
業
人

を
育
成
」
の
達
成
状
況
を

判
断
す
る
基
準
が
不
明

確
）

「
高

度
な

専
門

職
業

人
を

育
成

す
る

」
に

つ
い

て
、

実
現

し
よ

う
と

し
て

い
る

達
成

状
況

（
具

体
的

な
状

態
、

達
成

時
期

、
数

値
目

標
等

）
の

明
確

化

－ (
記
載
な
し
)

「
高

度
な

専
門

職
業

人
を

育
成

す
る

」
た

め
の

具
体

的
な

取
組

内
容

等
の

明
確

化

6
2

鳥
取

大
学

教
育

研
究

支
援

機
能

を
充

実
す

る
た

め
，

技
術

系
職

員
の

技
術

等
の

専
門

性
を

高
め

る
。

技
術
系
職
員
の
技
術
等
の

専
門
性
を
高
め
る

（
→
「
専
門
性
を
高
め

る
」
の
達
成
状
況
を
判
断

す
る
基
準
が
不
明
確
）

「
専

門
性

を
高

め
る

」
に

つ
い

て
、

実
現

し
よ

う
と

し
て

い
る

達
成

状
況

（
具

体
的

な
状

態
、

達
成

時
期

、
数

値
目

標
等

）
の

明
確

化

－ (
記
載
な
し
)

「
専

門
性

を
高

め
る

」
た

め
の

具
体

的
な

取
組

内
容

等
の

明
確

化
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達
成

状
況

に
関

す
る

記
述

検
討

を
求

め
る

観
点

具
体

的
な

取
組

内
容

等
に

関
す

る
記

述
検

討
を

求
め

る
観

点

具
体

的
な

取
組

内
容

・
手

段
（
プ

ロ
セ

ス
）

番
号

達
成

状
況

（
ゴ

ー
ル

）

大
学

名
記

述
内

容

6
3

島
根

大
学

地
域

産
業

振
興

及
び

地
域

医
療

の
発

展
を

担
う

人
材

の
育

成
を

図
る

。

地
域
産
業
振
興
及
び
地
域

医
療
の
発
展
を
担
う
人
材

の
育
成
を
図
る

（
→
「
地
域
医
療
の
発
展

を
担
う
人
材
の
育
成
を
図

る
」
の
達
成
状
況
を
判
断

す
る
基
準
が
不
明
確
）

「
地

域
産

業
振

興
及

び
地

域
医

療
の

発
展

を
担

う
人

材
育

成
を

図
る

」
に

つ
い

て
、

実
現

し
よ

う
と

し
て

る
達

成
状

況
（

具
体

的
な

状
態

、
達

成
時

期
、

数
値

目
標

等
）

の
明

確
化

ー (
記
載
な
し
）

「
地

域
産

業
振

興
及

び
地

域
医

療
の

発
展

を
担

う
人

材
の

育
成

を
図

る
」

た
め

の
具

体
的

な
取

組
内

容
等

の
明

確
化

6
7

徳
島

大
学

チ
ー

ム
医

療
を

充
実

す
る

。

チ
ー
ム
医
療
を
充
実
す

る
。

（
→
「
チ
ー
ム
医
療
を
充

実
す
る
」
の
達
成
状
況
を

判
断
す
る
基
準
が
不
明

確
）

「
チ

ー
ム

医
療

を
充

実
」

に
つ

い
て

実
現

し
よ

う
と

し
て

い
る

達
成

状
況

（
具

体
的

な
状

態
、

達
成

時
期

、
数

値
目

標
等

）
の

明
確

化

ー (
記
載
な
し
）

「
チ

ー
ム

医
療

を
充

実
す

る
」

た
め

の
具

体
的

な
取

組
内

容
等

の
明

確
化

7
3

九
州

大
学

教
職

員
・

学
生

の
コ

ス
ト

意
識

を
高

め
、

管
理

的
経

費
を

効
率

的
に

執
行

す
る

。

管
理
的
経
費
を
効
率
的
に

執
行
す
る

（
→
「
効
率
的
に
執
行
す

る
」
の
達
成
状
況
を
判
断

す
る
基
準
が
不
明
確
）

「
効

率
的

に
執

行
す

る
」

に
つ

い
て

、
実

現
し

よ
う

と
し

て
い

る
達

成
状

況
（

「
効

率
的

」
の

具
体

的
な

状
態

、
達

成
時

期
、

数
値

目
標

等
）

の
明

確
化

教
職
員
・
学
生
の
コ
ス
ト

意
識
を
高
め

（
→
具
体
的
な
取
組
内
容

が
不
明
確
、
コ
ス
ト
意
識

の
高
ま
り
に
つ
い
て
判
断

す
る
基
準
が
不
明
確
）

「
コ

ス
ト

意
識

を
高

め
る

」
た

め
の

具
体

的
な

取
組

内
容

等
の

明
確

化
コ

ス
ト

意
識

の
高

ま
り

に
つ

い
て

判
断

す
る

基
準

の
明

確
化

7
4

九
州

工
業

大
学

教
育

・
研

究
活

動
に

お
け

る
国

際
的

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

を
涵

養
す

る
。

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
を
涵
養
す
る

（
→
「
涵
養
す
る
」
の
達

成
状
況
を
判
断
す
る
基
準

が
不
明
確
）

「
国

際
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
を

涵
養

す
る

」
に

つ
い

て
、

実
現

し
よ

う
と

し
て

い
る

達
成

状
況

（
具

体
的

な
状

態
、

達
成

時
期

、
数

値
目

標
等

）
の

明
確

化

－ (
記
載
な
し
)

「
国

際
的

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

を
涵

養
す

る
」

た
め

の
具

体
的

な
取

組
内

容
等

の
明

確
化

- 26 -



達
成

状
況

に
関

す
る

記
述

検
討

を
求

め
る

観
点

具
体

的
な

取
組

内
容

等
に

関
す

る
記

述
検

討
を

求
め

る
観

点

具
体

的
な

取
組

内
容

・
手

段
（
プ

ロ
セ

ス
）

番
号

達
成

状
況

（
ゴ

ー
ル

）

大
学

名
記

述
内

容

7
8

大
分

大
学

社
会

環
境

の
変

化
に

柔
軟

に
対

応
で

き
る

戦
略

的
病

院
経

営
を

行
う

。

― （
記
載
な
し
）

「
社

会
環

境
の

変
化

に
柔

軟
に

対
応

で
き

る
戦

略
的

病
院

経
営

」
に

つ
い

て
、

実
現

し
よ

う
と

し
て

い
る

達
成

状
況

（
具

体
的

な
状

態
、

達
成

時
期

、
数

値
目

標
等

）
の

明
確

化

社
会
環
境
の
変
化
に
柔
軟

に
対
応
で
き
る
戦
略
的
病

院
経
営
を
行
う
。

（
→
「
社
会
環
境
の
変
化

に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
戦

略
的
病
院
経
営
」
の
た
め

の
具
体
的
な
取
組
内
容
が

不
明
確
）

「
社

会
環

境
の

変
化

に
柔

軟
に

対
応

で
き

る
戦

略
的

病
院

経
営

を
行

う
」

た
め

の
具

体
的

な
取

組
内

容
の

明
確

化
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各
法

人
の

基
本

的
な

目
標

等
と

主
な

取
組

　 　
※

平
成

２
１
年
１
０
月
２
３
日
ま
で
に
提

出
の
素

案
を
元

に
作

成
。

国
立

大
学

法
人

名

0
1

北
海

道
大

学

○
教

育
研

究
の

世
界

的
拠

点
大

学
と

し
て

の
役

割
を

果
た

す
た

め
に

あ
ら

ゆ
る

活
動

を
「
世

界
の

中
の

北
海

道
大

学
」
と

い
う

観
点

か
ら

推
進

○
教

育
：
「
全

人
教

育
」
「
国

際
性

の
涵

養
」

　
 研

究
：
「
実

学
の

重
視

」
「
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
精

神
」

　
 社

会
貢

献
：
北

海
道

の
基

幹
総

合
大

学
と

し
て

地
域

社
会

と
産

業
界

を
世

界
に

つ
な

ぐ
役

割
を

果
た

す

○
特

色
的

な
研

究
（
情

報
、

生
命

、
環

境
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
分

野
、

実
証

型
・
フ

ィ
ー

ル
ド

型
　

等
）
の

重
点

支
援

○
国

際
戦

略
本

部
を

中
心

に
組

織
的

国
際

連
携

、
北

京
オ

フ
ィ

ス
の

積
極

的
活

用
○

先
端

設
備

を
地

域
産

業
界

等
に

開
放

○
附

属
病

院
　

高
度

先
進

医
療

、
「
腫

瘍
セ

ン
タ

ー
」
中

心
の

修
学

的
治

療
、

臨
床

教
育

充
実

　
等

○
総

長
室

再
編

、
全

学
的

教
育

及
び

部
局

横
断

的
研

究
を

統
括

実
施

す
る

「
機

構
」
と

特
定

事
項

の
企

画
立

案
等

を
行

う
「
本

部
」
に

再
編

0
2

北
海

道
教

育
大

学

○
「
常

に
学

生
を

中
心

と
し

た
（
S
tu

de
n
t-

fi
rs

t)
」
大

学
を

目
指

す
○

地
域

の
教

育
研

究
拠

点
と

し
て

「
北

海
道

に
な

く
て

は
な

ら
な

い
大

学
」
を

目
指

す
○

教
育

に
関

す
る

高
度

な
専

門
的

職
業

人
と

幅
広

い
教

養
を

備
え

た
職

業
人

の
養

成
○

へ
き

地
・
小

規
模

校
教

育
、

理
数

科
教

育
等

で
の

国
際

協
力

事
業

、
先

導
的

・
実

践
的

な
教

育
研

究

○
北

海
道

の
特

色
を

生
か

し
な

が
ら

特
色

あ
る

教
育

内
容

を
重

点
的

に
推

進
、

特
徴

的
な

研
究

を
創

造
（
へ

き
地

・
小

規
模

校
教

育
、

特
別

支
援

教
育

、
理

数
科

教
育

等
）

◎
大

学
と

一
体

と
な

っ
た

附
属

学
校

の
運

営
を

推
進

○
理

数
科

教
育

を
中

心
に

国
際

協
力

事
業

を
推

進
（
文

部
科

学
省

、
J
IC

A
、

J
IC

E
等

と
協

力
）

○
連

合
大

学
院

へ
の

参
画

、
共

同
大

学
院

の
可

能
性

等
の

検
討

を
行

い
、

博
士

課
程

の
設

置
を

目
指

す
。

0
3

室
蘭

工
業

大
学

○
第

一
の

使
命

：
国

際
的

通
用

性
を

持
っ

た
科

学
技

術
者

を
育

成
  
総

合
的

な
理

工
学

教
育

、
高

度
な

専
門

科
学

技
術

者
養

成
、

創
造

的
な

研
究

者
・
科

学
技

術
者

養
成

　
 第

二
の

使
命

：
科

学
技

術
分

野
に

お
け

る
知

の
創

造
  

特
定

分
野

に
お

け
る

研
究

の
高

度
化

、
地

域
に

お
け

る
知

の
拠

点
　

 第
三

の
使

命
：
産

学
官

連
携

、
地

域
貢

献
○

大
学

間
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

実
現

○
総

合
的

な
理

工
学

教
育

に
関

す
る

研
究

を
組

織
、

創
造

的
な

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発
推

進
の

た
め

重
点

的
な

予
算

措
置

○
重

点
的

特
定

研
究

分
野

と
し

て
環

境
科

学
・
防

災
分

野
、

航
空

宇
宙

機
シ

ス
テ

ム
分

野
、

新
産

業
創

出
分

野
を

設
定

○
学

術
交

流
協

定
校

の
拡

大
、

国
際

共
同

研
究

を
展

開
し

、
国

際
的

な
学

術
集

会
を

開
催

○
知

的
財

産
本

部
と

地
域

共
同

研
究

開
発

セ
ン

タ
ー

（
地

域
連

携
・
産

官
学

連
携

）
が

一
体

と
な

っ
て

新
技

術
を

普
及

0
4

小
樽

商
科

大
学

○
国

際
的

視
野

と
専

門
知

識
及

び
豊

か
な

教
養

と
倫

理
観

を
備

え
た

社
会

の
指

導
的

役
割

を
果

た
す

品
格

あ
る

人
材

を
育

成
す

る
た

め
、

実
学

教
育

を
展

開
○

自
立

し
た

高
い

研
究

能
力

を
有

す
る

人
材

、
高

度
な

専
門

的
知

識
を

有
す

る
職

業
人

を
育

成 ○
実

学
的

研
究

、
諸

分
野

の
理

論
研

究
及

び
基

礎
研

究
○

地
方

国
立

大
学

と
し

て
地

域
に

開
か

れ
、

地
域

経
済

の
活

性
化

に
貢

献
す

る
大

学
を

め
ざ

す

◎
語

学
、

実
学

重
視

の
伝

統
と

特
徴

を
活

か
し

、
体

系
的

、
組

織
的

な
学

士
課

程
構

築
○

企
業

家
精

神
を

備
え

た
高

度
専

門
職

業
人

育
成

の
観

点
か

ら
教

育
課

程
検

証
・
改

善
○

ビ
ジ

ネ
ス

創
造

セ
ン

タ
ー

を
中

心
に

産
学

官
連

携
活

動
を

推
進

○
外

国
大

学
と

の
教

育
研

究
の

交
流

、
高

大
連

携
の

充
実

、
地

域
講

座
の

開
催

、
施

設
等

の
開

放

0
5

帯
広

畜
産

大
学

○
ミ

ッ
シ

ョ
ン

：
「
食

を
支

え
、

く
ら

し
を

守
る

」
人

材
の

育
成

を
通

じ
て

、
地

域
及

び
国

際
社

会
へ

貢
献

○
ビ

ジ
ョ

ン
：
「
学

び
あ

い
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

」
創

出
、

獣
医

・
農

畜
産

融
合

の
視

点
か

ら
人

材
育

成
、

生
命

・
食

料
・
環

境
分

野
に

関
す

る
ト

ッ
プ

レ
ベ

ル
の

学
術

研
究

拠
点

、
研

究
の

成
果

を
社

会
に

還
元

し
て

地
域

お
よ

び
国

際
社

会
の

持
続

的
発

展
に

貢
献

○
獣

医
・
農

畜
産

融
合

の
視

点
に

基
づ

い
た

教
育

方
法

の
改

善
（
学

士
課

程
）
、

重
点

的
な

教
員

配
置

○
獣

医
学

教
育

を
充

実
さ

せ
る

た
め

、
北

海
道

大
学

と
の

共
同

教
育

課
程

を
実

施
◎

生
命

・
食

料
・
環

境
に

関
す

る
世

界
水

準
の

学
術

研
究

を
推

進
（
食

の
安

全
、

原
虫

病
研

究
セ

ン
タ

ー
）

○
地

域
連

携
推

進
セ

ン
タ

ー
へ

再
編

し
連

携
体

制
整

備
、

ラ
イ

フ
サ

イ
エ

ン
ス

分
野

を
中

心
と

す
る

技
術

移
転

主
な

取
組

（
中

期
目

標
（
◎

）
及

び
中

期
計

画
（
○

）
本

文
か

ら
）

基
本

的
な

目
標

、
個

性
、

特
色

（
中

期
目

標
前

文
か

ら
）

前
文

は
、

自
ら

の
特

性
を

踏
ま

え
一

層
の

個
性

化
を

図
る

観
点

か
ら

、
大

学
の

基
本

的
な

目
標

を
記

載
。

中
期

目
標

は
、

大
学

の
基

本
的

な
目

標
を

踏
ま

え
て

設
定

。
中

期
計

画
は

、
中

期
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
具

体
的

な
措

置
を

記
載

。

参
考
１
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国
立

大
学

法
人

名
主

な
取

組
（
中

期
目

標
（
◎

）
及

び
中

期
計

画
（
○

）
本

文
か

ら
）

基
本

的
な

目
標

、
個

性
、

特
色

（
中

期
目

標
前

文
か

ら
）

0
6

旭
川

医
科

大
学

○
基

本
的

な
目

標
１

．
高

い
生

命
倫

理
観

を
持

ち
、

高
度

な
実

践
的

能
力

を
有

す
る

医
療

職
者

養
成

２
．

国
際

的
視

野
か

ら
重

点
領

域
分

野
の

研
究

の
積

極
的

支
援

、
先

端
的

研
究

シ
ー

ズ
育

成
３

．
社

会
に

開
か

れ
た

大
学

、
産

学
連

携
に

よ
る

共
同

研
究

推
進

４
．

地
域

の
基

幹
病

院
と

し
て

地
域

医
療

の
先

導
的

役
割

５
．

財
政

基
盤

の
安

定
化

、
健

全
な

大
学

運
営

○
生

命
倫

理
・
医

療
哲

学
に

関
す

る
科

目
の

充
実

、
地

域
医

療
教

育
を

検
証

・
充

実
○

生
命

科
学

の
研

究
、

地
域

に
特

異
的

な
疾

患
の

調
査

及
び

病
態

解
明

に
関

す
る

研
究

、
遠

隔
医

療
の

高
質

化
と

利
用

促
進

◎
住

民
へ

予
防

・
健

康
医

学
等

の
啓

発
活

動
（
旭

川
医

科
大

学
派

遣
講

座
の

充
実

）
、

○
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

、
地

域
関

係
機

関
や

自
治

体
と

の
連

携
拡

充
○

遠
隔

医
療

セ
ン

タ
ー

の
国

際
機

能
を

拡
張

0
7

北
見

工
業

大
学

○
平

成
２

２
年

で
開

学
５

０
周

年
、

北
海

道
東

部
に

存
在

す
る

唯
一

の
工

学
部

を
有

す
る

大
学

○
基

本
目

標
：
①

向
学

心
喚

起
、

創
造

性
育

成
、

将
来

の
夢

を
拓

く
教

育
、

②
個

性
に

輝
き

、
知

の
世

界
を

リ
ー

ド
し

、
地

域
特

色
の

あ
る

研
究

、
③

地
域

の
ニ

ー
ズ

に
応

え
、

地
域

を
リ

ー
ド

し
、

地
域

の
発

展
に

貢
献

、
④

国
際

的
視

野
を

踏
ま

え
た

教
育

研
究

等
○

「
学

生
の

元
気

が
大

学
の

活
力

」
、

企
業

の
開

発
現

場
で

役
立

つ
高

度
専

門
技

術
者

の
育

成
、

「
自

然
と

調
和

す
る

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
発

展
」
、

「
寒

冷
地

域
に

根
ざ

し
、

役
立

つ
研

究
」

○
工

学
基

礎
科

目
等

の
科

目
数

見
直

し
、

短
期

的
集

中
的

な
学

習
が

効
果

的
な

科
目

に
つ

い
て

週
２

回
の

授
業

方
式

導
入

◎
「
個

性
化

」
「
高

度
化

」
を

目
指

し
た

研
究

の
推

進
○

社
会

連
携

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
検

討
W

G
を

設
置

し
、

小
中

学
生

・
高

校
生

及
び

社
会

人
対

象
の

教
育

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
検

討
○

高
齢

化
・
過

疎
化

等
地

域
医

療
問

題
や

介
護

、
食

の
安

全
、

地
域

経
済

活
性

化
等

の
問

題
に

対
応

す
る

取
組

○
国

際
共

同
研

究
、

国
際

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

、
国

際
交

流
セ

ン
タ

ー

0
8

弘
前

大
学

○
中

規
模

総
合

大
学

と
い

う
特

徴
、

青
森

県
の

特
性

を
教

育
研

究
お

よ
び

社
会

貢
献

の
中

心
課

題
と

す
る

○
世

界
的

教
育

研
究

拠
点

の
形

成
、

地
域

の
活

性
化

を
支

え
る

高
い

教
養

と
幅

広
い

知
識

を
有

す
る

社
会

人
と

高
度

専
門

職
業

人
を

養
成

○
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
地

球
温

暖
化

・
環

境
お

よ
び

食
に

関
わ

る
諸

課
題

を
中

心
と

し
た

研
究

、
被

ば
く
医

療
を

含
む

地
域

医
療

、
小

・
中

・
高

生
理

科
離

れ
対

策
事

業
等

社
会

連
携

事
業

、
北

東
北

国
立

３
大

学
連

携
推

進
会

議
等

に
よ

る
学

外
連

携

○
地

域
の

求
め

る
特

色
あ

る
人

材
を

育
成

○
競

争
的

優
位

性
の

あ
る

こ
こ

ろ
・
脳

、
糖

鎖
工

学
の

研
究

、
世

界
自

然
遺

産
白

神
山

地
を

対
象

と
し

た
研

究
、

地
域

の
活

性
化

を
推

進
す

る
研

究
○

弘
前

大
学

サ
テ

ラ
イ

ト
を

拠
点

と
し

た
社

会
連

携
事

業
、

北
東

北
国

立
3
大

学
と

の
連

携
に

よ
る

教
育

・
研

究
・

社
会

貢
献

○
附

属
病

院
　

高
度

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

設
置

、
N

IC
U

,G
C

U
整

備
／

附
属

学
校

　
「
拠

点
校

」
と

し
て

整
備

、
「
モ

デ
ル

校
」
と

し
て

の
教

育
活

動

0
9

岩
手

大
学

○
地

域
に

お
け

る
知

の
府

と
し

て
役

割
を

果
た

す
”
イ

ー
ハ

ト
ー

ブ
の

学
舎

”
と

し
て

教
育

、
研

究
、

社
会

貢
献

活
動

を
推

進
○

使
命

：
国

際
的

な
視

野
を

持
ち

、
幅

広
い

教
養

と
深

い
専

門
性

を
備

え
た

多
様

な
人

材
、

高
度

専
門

職
業

人
お

よ
び

研
究

者
の

育
成

を
目

指
す

、
持

続
可

能
な

共
生

社
会

の
形

成
に

寄
与

◎
社

会
の

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

人
材

養
成

目
的

に
沿

っ
て

修
士

課
程

、
博

士
課

程
を

充
実

◎
特

色
あ

る
研

究
や

水
準

の
高

い
研

究
を

重
点

的
に

推
進

（
地

域
課

題
研

究
等

）
○

北
東

・
地

域
大

学
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

の
連

携
に

よ
る

知
的

財
産

の
活

用
・
技

術
移

転
体

制
の

充
実

○
い

わ
て

高
等

教
育

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
の

代
表

と
し

て
教

育
環

境
整

備
・
教

育
力

向
上

○
北

東
北

国
立

3
大

学
と

の
連

携
に

よ
る

教
育

・
研

究
・
社

会
貢

献

1
0

東
北

大
学

○
開

学
以

来
の

「
研

究
第

一
主

義
」
「
門

戸
開

放
」
「
実

学
尊

重
」
の

精
神

を
踏

襲
、

独
創

的
な

研
究

を
基

盤
と

し
て

応
答

教
育

を
推

進
す

る
総

合
大

学
○

教
育

目
標

・
教

育
理

念
－

「
指

導
的

人
材

の
養

成
」

　
 使

命
－

「
研

究
中

心
大

学
」

　
 基

本
方

針
－

「
世

界
と

地
域

に
開

か
れ

た
世

界
の

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

・
ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

」

◎
東

北
大

独
自

の
教

養
教

育
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

再
構

築
、

○
異

分
野

融
合

領
域

に
お

け
る

高
度

な
研

究
人

材
養

成
の

た
め

の
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

実
施

○
東

北
大

学
進

学
へ

の
動

機
付

け
を

図
る

た
め

の
広

報
活

動
○

長
期

的
視

野
に

立
つ

基
盤

研
究

と
戦

略
的

研
究

、
新

機
軸

研
究

、
基

礎
か

ら
臨

床
へ

の
橋

渡
し

研
究

、
原

子
分

子
材

料
科

学
高

等
研

究
機

構
の

強
化

、
国

際
共

同
研

究
○

社
会

の
要

望
を

取
り

入
れ

た
企

画
、

大
学

間
連

携
、

サ
イ

エ
ン

ス
パ

ー
ク

構
想

、
国

際
的

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

へ
の

参
加 ◎

附
属

病
院

　
質

の
高

い
医

療
の

提
供

及
び

医
療

サ
ー

ビ
ス

の
向

上

1
1

宮
城

教
育

大
学

○
「
教

員
養

成
教

育
に

責
任

を
負

う
大

学
」
、

教
員

養
成

に
一

本
化

し
た

専
門

性
の

高
い

単
科

教
育

大
学

○
基

本
的

な
目

標
：
教

員
養

成
教

育
の

分
野

で
真

に
価

値
あ

る
大

学
を

目
指

し
て

、
教

育
研

究
の

充
実

に
努

め
る

○
教

育
面

で
の

重
点

目
標

は
”
豊

か
な

人
間

力
”
を

培
う

、
研

究
を

進
化

さ
せ

「
教

員
養

成
マ

イ
ン

ド
」
に

基
づ

き
教

師
教

育
へ

と
活

用
・
集

約

○
教

育
理

念
等

に
応

じ
た

教
育

課
程

を
構

築
、

「
人

間
力

教
育

」
「
キ

ャ
リ

ア
教

育
」
の

充
実

、
「
教

員
養

成
教

育
」

の
特

性
に

配
慮

し
た

「
教

育
の

質
の

向
上

」
、

教
員

の
テ

ィ
ー

ム
・
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
に

よ
る

教
育

、
教

育
実

践
へ

の
参

与
や

観
察

を
重

視
○

教
科

教
育

、
教

職
教

育
等

の
基

礎
と

な
る

研
究

、
地

域
の

教
育

の
向

上
に

資
す

る
よ

う
な

研
究

、
○

高
大

接
続

、
持

続
発

展
教

育
（
E
S
D

)推
進

、
国

際
教

育
協

力
、

グ
ロ

ー
バ

ル
な

教
育

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

へ
の

参
加

○
附

属
学

校
　

大
学

と
の

連
携

、
共

同
研

究
等
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国
立

大
学

法
人

名
主

な
取

組
（
中

期
目

標
（
◎

）
及

び
中

期
計

画
（
○

）
本

文
か

ら
）

基
本

的
な

目
標

、
個

性
、

特
色

（
中

期
目

標
前

文
か

ら
）

1
2

秋
田

大
学

○
豊

か
な

地
域

資
源

を
有

す
る

北
東

北
の

基
幹

的
な

大
学

、
学

生
と

教
員

と
の

全
学

的
な

知
の

交
わ

り
が

躍
動

す
る

、
学

習
者

中
心

の
大

学
○

地
域

社
会

を
担

う
専

門
的

職
業

人
、

国
際

社
会

に
活

躍
す

る
高

度
専

門
職

業
人

、
学

術
を

担
う

研
究

者
の

育
成

○
教

育
内

容
等

の
国

際
水

準
維

持
、

特
色

あ
る

研
究

活
動

推
進

、
社

会
貢

献
に

お
け

る
地

域
の

羅
針

盤
、

国
際

化
の

環
境

整
備

、
大

学
経

営
に

お
け

る
存

立
基

盤
の

充
実

◎
教

育
・
研

究
活

動
に

対
す

る
社

会
の

要
請

に
対

応
○

重
点

的
研

究
（
生

命
科

学
の

先
端

的
な

研
究

、
資

源
素

材
系

）
、

地
域

的
特

性
を

踏
ま

え
た

研
究

（
脳

血
管

障
害

、
が

ん
・
免

疫
、

自
殺

予
防

、
秋

田
学

・
白

神
学

○
在

学
生

の
海

外
留

学
、

海
外

派
遣

事
業

・
招

へ
い

事
業

の
強

化
○

北
東

北
国

立
3
大

学
と

の
連

携
に

よ
る

教
育

・
研

究
・
社

会
貢

献
○

附
属

病
院

　
健

全
な

病
院

経
営

推
進

、
移

植
・
再

生
医

療
等

推
進

／
附

属
学

校
　

学
部

と
連

携

1
3

山
形

大
学

○
基

本
理

念
　

１
．

学
生

教
育

を
中

心
と

す
る

大
学

創
り

　
２

．
豊

か
な

人
間

性
と

高
い

専
門

性
の

育
成

　
３

．
「
知

」
の

創
造

　
４

．
地

域
及

び
国

際
社

会
と

の
連

携
　

５
．

不
断

の
自

己
改

革
○

重
点

目
標

　
学

士
課

程
教

育
を

通
じ

、
自

律
し

て
力

強
く
生

き
、

他
者

を
理

解
し

、
共

に
社

会
を

構
成

し
て

い
く
力

を
養

う
　

東
北

地
区

有
数

の
総

合
大

学
と

し
て

の
資

源
を

活
か

し
、

地
域

に
お

け
る

知
の

拠
点

を
形

成

○
基

盤
教

育
（
教

養
教

育
）
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
整

備
・
責

任
部

署
整

備
、

フ
ィ

ー
ル

ド
活

動
や

体
験

型
授

業
、

専
門

分
野

の
特

性
・
社

会
的

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
編

成
○

学
部

横
断

的
な

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

研
究

推
進

、
世

界
レ

ベ
ル

の
先

進
的

研
究

、
地

域
に

根
ざ

し
た

研
究

等
重

点
支

援 ○
地

域
と

の
連

携
、

産
学

官
連

携
、

国
際

交
流

活
動

（
海

外
で

の
学

習
体

験
等

）
、

海
外

サ
テ

ラ
イ

ト
の

活
用

等
、

地
域

の
大

学
・
教

育
機

関
・
文

化
施

設
等

と
の

連
携

○
附

属
病

院
　

患
者

中
心

の
医

療
　

／
附

属
学

校
　

効
率

的
な

学
校

運
営

、
実

践
的

な
教

育
研

究

1
4

福
島

大
学

○
地

域
社

会
に

存
在

感
と

信
頼

感
あ

る
学

術
文

化
拠

点
と

し
て

更
な

る
発

展
を

目
指

す
○

使
命

　
「
教

育
重

視
の

人
材

育
成

大
学

」
○

地
域

社
会

に
貢

献
で

き
る

人
材

育
成

、
「
自

由
で

自
律

的
な

学
び

」
を

推
進

し
「
学

生
の

た
め

の
大

学
づ

く
り

」
を

実
現

、
地

域
の

研
究

拠
点

、
ア

ジ
ア

・
太

平
洋

地
域

と
の

交
流

強
化

を
基

軸
と

し
た

世
界

に
向

け
た

教
育

研
究

の
展

開

○
「
福

大
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
」
に

基
づ

く
教

育
の

質
の

保
証

、
「
自

己
デ

ザ
イ

ン
領

域
」
科

目
、

多
様

な
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
社

会
の

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
編

成
の

改
善

等
、

総
合

的
な

志
願

者
拡

大
戦

略
○

地
域

の
自

治
体

、
企

業
等

と
の

連
携

に
よ

る
研

究
、

地
域

創
造

支
援

セ
ン

タ
ー

の
機

能
・
活

動
の

充
実

、
○

国
際

化
の

た
め

の
推

進
組

織
整

備
、

学
術

交
流

協
定

校
の

拡
大

等
○

附
属

学
校

　
大

学
と

の
連

携
強

化
、

地
域

の
セ

ン
タ

ー
校

と
し

て
の

役
割

を
果

た
す

1
5

茨
城

大
学

○
目

標
　

首
都

圏
北

部
の

立
地

、
農

業
の

活
発

な
地

域
的

特
色

を
生

か
し

、
総

合
大

学
と

し
て

多
彩

に
発

展
○

世
界

水
準

の
教

育
を

行
う

大
学

と
し

て
国

際
感

覚
を

身
に

つ
け

た
職

業
人

、
高

度
専

門
職

業
人

や
研

究
者

を
養

成
、

世
界

水
準

の
研

究
を

行
う

大
学

と
し

て
サ

ス
テ

イ
ナ

ビ
リ

テ
ィ

学
等

多
様

な
学

術
研

究
の

創
出

、
国

際
水

準
の

成
果

発
信

、
高

い
社

会
貢

献
機

能
を

有
す

る
大

学
と

し
て

地
域

社
会

の
発

展
に

貢
献

、
特

に
ア

ジ
ア

と
の

国
際

交
流

を
推

進

○
教

養
教

育
内

容
と

教
養

科
目

の
精

選
、

◎
質

の
整

っ
た

目
的

の
人

材
を

育
成

、
◎

教
育

効
果

を
高

め
る

た
め

組
織

的
・
総

合
的

学
生

支
援

推
進

○
「
茨

城
大

学
の

研
究

推
進

方
針

」
に

基
づ

く
研

究
推

進
、

重
点

研
究

（
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
応

用
原

子
科

学
関

連
等

）
○

「
茨

城
大

学
地

域
連

携
２

１
世

紀
プ

ラ
ン

」
、

地
域

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
社

会
人

教
育

、
国

際
交

流
事

業
重

点
的

に
推

進
○

附
属

学
校

　
設

置
目

的
に

則
り

、
教

育
及

び
教

育
実

習
事

業
を

展
開

1
6

筑
波

大
学

○
あ

ら
ゆ

る
面

で
「
開

か
れ

た
大

学
」
を

目
指

し
「
柔

軟
な

教
育

研
究

組
織

」
と

「
新

し
い

大
学

の
仕

組
み

」
を

率
先

し
て

実
現

、
我

が
国

に
お

け
る

大
学

改
革

を
先

導
す

る
役

割
○

知
の

全
て

の
分

野
に

お
い

て
幅

広
い

教
育

研
究

活
動

を
展

開
す

る
こ

と
が

可
能

な
総

合
大

学 ○
国

際
的

に
卓

越
し

た
研

究
、

筑
波

学
園

都
市

の
中

核
と

し
て

社
会

の
発

展
に

貢
献

、
国

際
的

な
信

頼
性

と
発

進
力

◎
教

養
教

育
再

構
築

、
世

界
水

準
の

教
育

課
程

、
教

育
の

質
の

保
証

の
た

め
の

国
際

水
準

の
仕

組
み

◎
幅

広
い

学
問

分
野

に
お

い
て

国
際

的
に

卓
越

し
た

水
準

の
成

果
を

達
成

、
研

究
支

援
セ

ン
タ

ー
の

改
組

・
再

編
○

国
際

公
募

に
よ

る
外

国
人

教
員

の
任

用
拡

大
、

英
語

の
み

で
学

位
取

得
可

能
な

コ
ー

ス
及

び
単

位
互

換
の

拡
充

、
留

学
生

に
対

す
る

日
本

語
教

育
･生

活
支

援
･キ

ャ
リ

ア
支

援
○

連
携

大
学

院
の

強
化

充
実

、
つ

く
ば

３
Ｅ

フ
ォ

ー
ラ

ム
○

附
属

病
院

　
優

れ
た

医
療

人
養

成
、

新
た

な
治

療
法

の
開

発
等

　
／

附
属

学
校

　
大

学
と

の
連

携
強

化
、

実
験

モ
デ

ル
の

公
表

1
7

筑
波

技
術

大
学

○
聴

覚
･視

覚
障

害
者

を
対

象
と

す
る

我
が

国
唯

一
の

高
等

教
育

機
関

、
幅

広
い

教
養

と
専

門
的

、
応

用
的

能
力

を
持

つ
専

門
職

業
人

を
養

成
○

国
内

外
の

障
害

者
教

育
及

び
職

業
自

立
の

発
展

に
資

す
る

○
大

学
院

及
び

理
療

科
教

員
養

成
の

課
程

等
の

設
置

を
視

野
に

教
育

研
究

を
充

実
す

る

○
聴

覚
･視

覚
障

害
留

学
生

の
受

け
入

れ
促

進
、

チ
ュ

ー
タ

ー
制

・
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
制

に
よ

り
障

害
の

程
度

に
配

慮
し

た
き

め
細

か
い

指
導

･評
価

方
法

の
導

入
、

障
害

に
起

因
す

る
社

会
生

活
上

の
困

難
に

関
す

る
相

談
対

応
等

の
就

職
後

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

推
進

○
障

害
者

に
係

る
教

育
機

器
・
障

害
補

償
シ

ス
テ

ム
・
学

習
資

料
等

の
研

究
開

発
の

成
果

を
発

表
す

る
た

め
公

開
講

座
・
研

修
会

を
実

施
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国
立

大
学

法
人

名
主

な
取

組
（
中

期
目

標
（
◎

）
及

び
中

期
計

画
（
○

）
本

文
か

ら
）

基
本

的
な

目
標

、
個

性
、

特
色

（
中

期
目

標
前

文
か

ら
）

1
8

宇
都

宮
大

学

○
地

域
の

「
知

」
の

拠
点

、
広

く
社

会
に

貢
献

す
べ

く
開

か
れ

た
大

学
、

キ
ラ

リ
と

光
る

元
気

な
大

学
○

未
来

を
切

り
開

く
高

度
な

専
門

職
業

人
を

養
成

、
光

学
等

特
定

分
野

の
高

水
準

で
特

色
あ

る
研

究
、

社
会

連
係

機
能

を
高

め
、

広
く
国

際
社

会
・
国

際
交

流
に

貢
献

す
る

積
極

的
な

活
動

を
展

開

◎
学

士
課

程
　

学
生

の
興

味
関

心
に

対
応

、
国

際
的

な
通

用
性

も
視

野
に

入
れ

た
教

育
方

法
、

○
大

学
院

課
程

学
生

の
実

践
的

な
応

用
力

や
創

造
性

、
P

B
L
教

育
○

「
個

性
的

で
発

展
性

の
あ

る
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
等

支
援

、
特

定
分

野
で

高
い

水
準

の
教

育
研

究
拠

点
の

形
成 ○

地
域

連
携

協
議

会
の

充
実

、
「
大

学
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

と
ち

ぎ
」
と

連
携

し
た

産
学

官
連

携
活

動
･等

強
化

、
海

外
の

同
窓

生
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

、
学

生
の

通
訳

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

○
附

属
学

校
　

大
学

と
の

連
携

強
化

、
共

同
研

究
推

進
、

教
育

委
員

会
等

と
の

連
携

に
よ

る
研

究
や

研
修

1
9

群
馬

大
学

○
基

本
理

念
：
北

関
東

を
代

表
す

る
総

合
大

学
、

知
の

探
求

、
伝

承
、

実
証

の
拠

点
と

し
て

豊
か

な
教

養
と

高
度

な
専

門
性

を
持

っ
た

人
材

を
育

成
、

先
端

的
か

つ
世

界
水

準
の

学
術

研
究

を
推

進
、

地
域

社
会

か
ら

世
界

に
ま

で
開

か
れ

た
大

学
と

し
て

社
会

に
貢

献
○

目
標

：
豊

か
な

人
間

性
、

広
い

視
野

と
探

求
心

、
基

礎
知

識
に

裏
打

ち
さ

れ
た

深
い

専
門

性
を

有
す

る
人

材
の

育
成

、
重

点
領

域
の

国
際

的
な

研
究

・
人

材
育

成
拠

点
形

成
、

地
域

の
知

の
拠

点
・
知

の
社

会
へ

の
還

元
・
地

域
医

療
を

担
う

中
核

・
地

域
社

会
の

活
性

化
に

貢
献

、
効

率
的

な
大

学
運

営
等

○
学

士
力

を
高

め
る

教
育

、
高

度
専

門
職

業
人

、
研

究
者

そ
れ

ぞ
れ

に
応

じ
た

指
導

、
成

績
優

秀
な

学
生

の
顕

彰
･修

了
年

限
を

短
縮

、
○

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

型
研

究
、

地
域

的
特

性
に

根
ざ

し
た

諸
課

題
に

関
す

る
研

究
○

海
外

留
学

生
受

け
入

れ
等

、
教

職
員

の
国

際
交

流
、

外
国

人
研

究
者

の
招

聘
、

公
開

講
座

・
各

種
体

験
教

室
・
高

大
連

携
事

業
の

実
施

◎
附

属
病

院
　

患
者

中
心

の
医

療
を

推
進

　
／

附
属

学
校

　
連

携
に

よ
り

教
員

養
成

教
育

の
機

能
を

強
化

、
地

域
の

教
育

の
モ

デ
ル

校

2
0

埼
玉

大
学

○
基

本
的

な
使

命
　

時
代

を
超

え
た

大
学

の
機

能
で

あ
る

知
を

継
承

･発
展

、
新

し
い

価
値

を
創

造
○

基
本

目
標

　
学

術
研

究
拠

点
と

し
て

存
在

感
あ

る
総

合
大

学
、

社
会

に
信

頼
さ

れ
る

大
学

、
現

代
が

抱
え

る
諸

課
題

を
解

決
、

産
学

官
連

携
に

よ
り

知
の

具
体

的
活

用
を

促
進

、
社

会
の

期
待

に
応

え
る

大
学

、
世

界
に

開
か

れ
た

大
学

、
国

際
社

会
に

貢
献

す
る

大
学

○
多

様
な

二
ー

ズ
・
研

究
リ

ソ
ー

ス
を

持
つ

首
都

圏
の

一
角

を
構

成
す

る
埼

玉
県

下
唯

一
の

国
立

大
学

○
年

次
ご

と
の

段
階

履
修

に
配

慮
し

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

設
計

、
Ｇ

Ｐ
に

基
づ

く
厳

正
な

成
績

評
価

○
重

点
研

究
拠

点
（
脳

科
学

融
合

研
究

セ
ン

タ
ー

、
環

境
科

学
研

究
セ

ン
タ

ー
）
、

地
域

産
学

官
連

携
拠

点
形

成
○

海
外

留
学

等
含

む
特

別
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
、

外
国

人
研

究
者

等
受

け
入

れ
強

化
し

国
際

通
用

制
の

あ
る

特
別

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
実

施
／

○
研

究
成

果
の

公
開

･公
開

講
座

、
地

域
産

業
の

発
展

を
通

じ
て

社
会

に
貢

献 ◎
附

属
学

校
　

教
育

学
部

と
の

有
機

的
な

連
携

強
化

2
1

千
葉

大
学

○
人

類
の

文
化

の
継

承
と

創
造

の
拠

点
○

世
界

を
先

導
す

る
大

規
模

総
合

大
学

と
し

て
有

為
な

人
材

を
育

成
（
専

門
的

職
業

人
、

目
的

に
沿

っ
た

人
材

、
総

合
的

能
力

を
持

っ
た

職
業

人
、

高
度

専
門

職
業

人
、

研
究

者
）
、

世
界

的
な

研
究

拠
点

を
育

成
、

国
際

化
し

た
知

の
発

信
拠

点
形

成
、

よ
り

高
き

も
の

を
め

ざ
し

て
積

極
的

に
協

働
し

自
律

的
に

改
革

○
飛

び
入

学
制

度
の

充
実

、
早

期
卒

業
制

度
整

備
、

大
学

院
へ

の
早

期
入

学
制

度
を

拡
充

○
世

界
最

高
水

準
の

研
究

拠
点

形
成

、
中

核
的

研
究

拠
点

整
備

等
○

留
学

生
積

極
的

受
け

入
れ

、
外

国
人

教
員

･研
究

者
の

積
極

的
採

用
、

国
際

共
同

研
究

の
推

進
、

学
生

･教
員

の
海

外
派

遣
○

附
属

病
院

　
地

域
医

療
の

中
枢

機
関

と
し

て
機

能
す

る
シ

ス
テ

ム
を

構
築

／
附

属
学

校
　

心
の

健
康

支
援

、
教

育
支

援
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

充
実

2
2

東
京

大
学

○
知

の
最

先
端

に
立

つ
世

界
最

高
水

準
の

研
究

、
充

実
し

た
教

養
教

育
を

基
盤

と
し

た
世

界
的

教
育

研
究

拠
点

の
役

割
○

使
命

　
教

育
研

究
の

質
の

高
度

化
を

通
し

て
国

内
外

の
多

様
な

分
野

に
お

い
て

指
導

的
役

割
を

果
た

す
人

材
を

育
成

○
「
開

か
れ

た
大

学
」
と

し
て

資
質

・
能

力
を

有
す

る
国

内
外

の
全

て
の

者
に

広
く
門

戸
を

開
く
、

大
学

や
国

境
を

越
え

た
教

育
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

拡
充

、
多

様
性

に
富

む
教

育
研

究
環

境
の

実
現

○
リ

ベ
ラ

ル
・
ア

ー
ツ

教
育

を
重

視
、

専
門

分
野

に
と

ら
わ

れ
な

い
教

養
教

育
、

多
様

な
進

路
を

踏
ま

え
た

キ
ャ

リ
ア

指
導

○
世

界
最

高
水

準
の

人
材

を
集

め
る

研
究

の
多

様
性

を
確

保
す

る
観

点
か

ら
総

長
が

資
源

を
適

切
に

配
分

○
海

外
拠

点
活

用
、

英
語

で
学

位
取

得
で

き
る

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
整

備
、

外
国

人
留

学
生

に
対

す
る

日
本

語
教

育
を

強
化

・
拡

充
、

博
士

論
文

の
外

国
語

で
の

執
筆

を
推

進
○

公
開

講
座

等
、

初
等

中
等

教
育

の
質

の
改

善
に

寄
与

、
学

術
標

本
等

の
修

復
・
保

存
・
展

示
等

◎
附

属
病

院
　

良
質

な
医

療
人

の
養

成
、

適
切

な
運

営
基

盤
確

保
／

附
属

学
校

　
中

等
教

育
学

校
の

モ
デ

ル
校

と
し

て
の

役
割

を
果

た
す

2
3

東
京

医
科

歯
科

大
学

○
基

本
的

目
標

　
１

　
人

材
養

成
（
幅

広
い

教
養

、
豊

か
な

感
性

、
自

己
問

題
提

起
・
解

決
型

の
創

造
力

、
国

際
性

豊
か

な
人

材
の

養
成

）
、

２
　

世
界

を
リ

ー
ド

す
る

研
究

者
・
医

療
人

養
成

、
３

　
国

際
的

に
最

先
端

の
基

礎
研

究
・
臨

床
研

究
、

５
　

高
度

医
療

と
社

会
貢

献
の

拠
点

と
し

て
の

病
院

機
能

の
強

化
、

６
　

患
者

中
心

の
医

療
を

実
践

す
る

人
材

、
７

　
教

育
研

究
診

療
を

通
じ

た
国

際
貢

献
、

８
　

多
様

な
ニ

ー
ズ

の
多

様
化

に
対

応
し

た
教

育
・
研

究

○
医

歯
学

融
合

型
教

育
を

新
た

に
構

築
（
学

士
課

程
）
、

連
合

・
連

携
し

て
い

る
大

学
と

共
同

で
大

学
院

分
野

に
お

け
る

教
育

を
充

実
○

先
端

医
歯

学
研

究
等

に
重

点
、

世
界

最
高

水
準

の
先

端
研

究
拠

点
形

成
○

国
際

化
を

支
援

す
る

学
内

体
制

強
化

、
国

際
教

育
研

究
拠

点
網

構
築

◎
附

属
病

院
　

管
理

運
営

体
制

の
強

化
、

安
全

で
良

質
な

医
療

の
提

供
等

　
／

附
属

学
校

　
高

度
な

専
門

的
知

識
と

技
能

を
備

え
た

医
療

従
事

者
育

成
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国
立

大
学

法
人

名
主

な
取

組
（
中

期
目

標
（
◎

）
及

び
中

期
計

画
（
○

）
本

文
か

ら
）

基
本

的
な

目
標

、
個

性
、

特
色

（
中

期
目

標
前

文
か

ら
）

2
4

東
京

外
国

語
大

学

○
基

本
的

な
目

標
　

世
界

諸
地

域
の

言
語

・
文

化
・
社

会
に

関
す

る
教

育
と

研
究

を
通

じ
て

地
球

社
会

に
お

け
る

共
存

・
共

生
に

寄
与

○
さ

ま
ざ

ま
な

文
化

的
背

景
を

持
つ

世
界

諸
地

域
の

人
々

と
協

働
し

て
地

球
的

課
題

に
取

り
組

み
こ

と
が

で
き

る
人

材
を

養
成

、
領

域
横

断
的

な
創

造
的

研
究

を
推

進
し

、
地

球
社

会
が

直
面

す
る

諸
問

題
の

解
決

に
寄

与
、

○
言

語
教

育
と

学
術

専
門

分
野

教
育

に
よ

る
ダ

ブ
ル

メ
ジ

ャ
ー

教
育

、
2
6
専

攻
語

と
関

連
深

い
地

域
の

文
化

･社
会

に
関

す
る

地
域

科
目

の
構

造
化

、
先

端
的

な
専

門
研

究
者

及
び

高
度

専
門

職
業

人
の

た
め

の
多

様
な

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

構
築

○
世

界
の

言
語

、
文

化
、

社
会

に
関

す
る

複
合

的
、

領
域

横
断

的
な

研
究

等
を

推
進

、
ア

ジ
ア

・
ア

フ
リ

カ
の

言
語

文
化

に
関

す
る

共
同

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

○
日

本
語

教
育

の
世

界
的

な
拠

点
、

学
生

の
海

外
留

学
・
研

究
・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
参

加
支

援

2
5

東
京

学
芸

大
学

○
目

的
　

我
が

国
の

教
員

養
成

の
基

幹
大

学
と

し
て

、
豊

か
な

人
間

性
と

科
学

的
精

神
に

立
脚

し
た

学
芸

諸
般

の
教

育
研

究
活

動
を

通
し

て
高

い
知

識
と

教
養

を
備

え
た

創
造

力
と

実
践

力
に

富
む

有
為

の
教

育
者

を
養

成
○

基
本

的
な

目
標

　
今

日
の

学
校

教
育

の
諸

課
題

に
積

極
的

に
取

り
組

む
教

員
養

成
、

生
涯

学
習

社
会

で
指

導
的

役
割

を
担

う
人

材
養

成
、

教
育

実
践

を
先

導
す

る
研

究
活

動
の

推
進

等
、

教
員

養
成

・
研

究
等

の
情

報
収

集
・
発

信
体

制
構

築
、

社
会

貢
献

・
国

際
交

流
活

動
の

推
進

○
教

育
内

容
の

改
善

、
教

員
就

職
者

を
増

や
す

た
め

の
方

策
を

検
討

し
、

実
施

、
教

員
就

職
率

の
向

上
（
進

学
者

除
き

６
０

％
以

上
）

○
教

育
実

践
研

究
推

進
機

構
の

特
別

開
発

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

等
の

評
価

・
改

善
○

東
ア

ジ
ア

教
員

養
成

国
際

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
等

の
拠

点
校

と
し

て
国

際
連

携
協

力
事

業
を

推
進

○
教

員
養

成
大

学
独

自
の

地
域

連
携

･産
学

連
携

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

･公
開

講
座

○
附

属
学

校
　

国
の

拠
点

校
、

地
域

の
モ

デ
ル

校
、

大
学

と
附

属
学

校
の

実
践

的
な

共
同

研
究

推
進

2
6

東
京

農
工

大
学

○
使

命
志

向
型

教
育

研
究

－
美

し
い

地
球

持
続

の
た

め
の

全
学

的
努

力
○

「
人

を
育

み
、

技
術

を
拓

き
、

世
界

に
貢

献
す

る
科

学
技

術
系

大
学

」
、

研
究

大
学

と
し

て
の

地
位

確
立

、
人

類
の

豊
か

で
知

的
な

生
活

や
福

祉
に

総
合

的
に

貢
献

す
る

大
学

○
国

際
社

会
で

指
導

的
な

役
割

を
担

え
る

高
度

な
能

力
を

持
つ

人
材

育
成

、
科

学
技

術
系

研
究

拠
点

、
社

会
的

課
題

の
解

決
や

産
業

技
術

基
盤

の
創

出

○
基

礎
と

専
門

を
つ

な
ぐ

自
然

科
学

系
共

通
科

目
導

入
（
学

士
課

程
）
、

科
学

技
術

系
大

学
に

ふ
さ

わ
し

い
教

養
教

育
・
自

然
科

学
系

基
礎

教
育

の
充

実
の

た
め

の
体

制
整

備
○

早
稲

田
大

学
と

の
共

同
大

学
院

と
し

て
農

･工
･理

学
の

融
合

分
野

に
お

け
る

教
育

を
実

施
予

定
、

共
同

獣
医

学
科

の
設

置
構

想
の

検
討

◎
安

全
な

食
料

の
確

保
と

健
康

増
進

を
図

る
分

野
等

の
研

究
を

重
点

的
に

推
進

○
幅

広
い

世
代

を
対

象
に

し
た

公
開

講
座

、
子

ど
も

た
ち

の
理

科
へ

の
関

心
を

高
め

る
教

材
･資

料
等

開
発

、
海

外
リ

エ
ゾ

ン
オ

フ
ィ

ス
を

活
用

し
た

共
同

セ
ミ

ナ
ー

等

2
7

東
京

芸
術

大
学

○
我

国
唯

一
の

国
立

総
合

芸
術

大
学

○
使

命
　

自
由

と
創

造
の

精
神

を
尊

重
し

、
我

が
国

の
芸

術
文

化
の

発
展

に
つ

い
て

指
導

的
役

割
を

果
た

す
○

世
界

最
高

水
準

の
芸

術
教

育
、

高
い

専
門

性
と

豊
か

な
人

間
性

を
有

し
た

芸
術

家
、

教
育

者
・
研

究
者

養
成

、
伝

統
文

化
の

承
継

と
新

し
い

芸
術

表
現

の
創

造
、

芸
術

の
も

つ
重

要
性

へ
の

理
解

を
示

す
活

動
、

市
民

が
芸

術
に

親
し

む
機

会
の

創
出

○
少

人
数

教
育

・
個

人
指

導
、

展
覧

会
・
演

奏
会

等
多

様
な

発
表

の
場

を
確

保
◎

戦
略

的
な

芸
術

大
学

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
、

ア
ジ

ア
に

お
け

る
芸

術
研

究
の

拠
点

大
学

、
海

外
か

ら
優

れ
た

教
員

･研
究

者
を

招
聘

○
自

治
体

・
企

業
と

連
携

し
芸

術
に

関
す

る
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・
展

覧
会

・
演

奏
会

を
実

施

2
8

東
京

工
業

大
学

○
長

期
目

標
　

伝
統

と
独

自
性

を
重

視
、

世
界

最
高

の
理

工
系

総
合

大
学

の
実

現
○

基
本

方
針

　
「
時

代
を

創
る

知
･技

･志
･和

の
理

工
人

」
の

育
成

、
世

界
的

教
育

研
究

拠
点

と
し

て
の

地
位

を
確

固
た

る
も

の
と

す
る

○
社

会
の

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
活

躍
で

き
る

理
工

系
人

材
育

成
、

世
界

的
教

育
研

究
拠

点
形

成
、

知
的

資
源

の
体

系
的

発
信

、
地

域
・
産

業
界

等
国

内
外

と
の

多
様

な
連

携
に

よ
り

社
会

と
世

界
の

発
展

に
貢

献
、

教
育

研
究

の
高

度
化

・
国

際
化

、
組

織
の

編
成

等
を

機
動

的
・
戦

略
的

に
展

開

○
学

士
課

程
の

英
語

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

充
実

、
学

生
が

海
外

で
活

動
す

る
機

会
増

加
○

長
期

的
観

点
で

の
基

礎
的

・
基

盤
的

・
萌

芽
的

領
域

に
お

け
る

研
究

を
強

化
○

世
界

の
理

工
系

ト
ッ

プ
大

学
等

と
の

連
携

を
強

化
し

研
究

者
・
学

生
の

交
流

を
促

進
、

海
外

オ
フ

ィ
ス

・
大

学
連

携
の

活
用

等
、

初
等

中
等

教
育

に
対

す
る

理
科

教
育

、
社

会
ニ

ー
ズ

に
即

し
た

産
官

学
連

携
推

進
、

2
9

東
京

海
洋

大
学

○
東

京
商

船
大

学
と

東
京

水
産

大
学

の
統

合
に

よ
り

発
足

し
た

国
内

唯
一

の
海

洋
系

大
学

○
理

念
　

人
類

社
会

の
持

続
的

発
展

に
資

す
る

た
め

、
海

洋
を

巡
る

学
問

及
び

科
学

技
術

に
か

か
わ

る
基

礎
的

・
応

用
的

教
育

研
究

を
行

う
○

使
命

　
「
海

を
知

る
、

海
を

守
る

、
海

を
利

用
す

る
」
教

育
研

究
の

中
心

拠
点

、
海

洋
立

国
と

し
て

我
が

国
が

発
展

す
る

た
め

の
一

端
を

担
う

○
海

洋
に

関
す

る
国

際
的

に
卓

越
し

た
教

育
研

究
拠

点
、

研
究

者
を

含
む

高
度

専
門

職
業

人
養

成
、

海
洋

に
関

す
る

総
合

的
な

教
育

研
究

○
船

舶
運

航
技

術
者

を
養

成
す

る
教

育
シ

ス
テ

ム
の

強
化

・
維

持
、

知
識

技
術

を
実

務
に

活
か

せ
る

よ
う

進
路

支
援

体
制

を
改

善
○

社
会

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
研

究
施

策
、

水
産

学
と

工
学

と
の

連
携

研
究

、
船

舶
等

を
開

か
れ

た
研

究
拠

点
と

し
て

活
用

、
ア

ジ
ア

・
北

米
を

中
心

に
国

際
共

同
・
産

学
連

携
研

究
体

制
構

築
○

海
外

教
育

機
関

へ
学

生
の

参
画

支
援

、
留

学
生

受
け

入
れ

総
数

の
増

加
推

進
、

社
会

人
・
市

民
へ

の
海

洋
専

門
的

知
識

の
提

供
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国
立

大
学

法
人

名
主

な
取

組
（
中

期
目

標
（
◎

）
及

び
中

期
計

画
（
○

）
本

文
か

ら
）

基
本

的
な

目
標

、
個

性
、

特
色

（
中

期
目

標
前

文
か

ら
）

3
0

お
茶

の
水

女
子

大
学

○
学

ぶ
意

欲
の

あ
る

す
べ

て
の

女
性

に
と

っ
て

、
真

摯
な

夢
の

実
現

さ
れ

る
場

○
ミ

ッ
シ

ョ
ン

　
世

界
屈

指
の

女
子

大
学

と
し

て
、

２
１

世
紀

の
社

会
に

必
要

と
さ

れ
る

高
度

な
教

養
と

専
門

性
を

備
え

た
女

性
リ

ー
ダ

ー
の

育
成

○
女

性
の

活
躍

を
促

進
す

る
教

育
研

究
拠

点
を

国
際

的
に

展
開

、
大

学
院

課
程

の
充

実
と

国
際

的
研

究
拠

点
の

形
成

、
新

た
な

学
士

課
程

教
育

の
構

築
、

統
合

的
素

養
を

備
え

た
高

度
専

門
職

業
人

育
成

、
附

属
学

校
と

連
携

し
た

統
合

的
な

教
育

組
織

の
構

築
、

社
会

的
、

国
際

的
貢

献
の

促
進

○
お

茶
大

型
リ

ベ
ラ

ル
ア

ー
ツ

教
育

推
進

、
女

性
の

多
様

な
進

路
・
キ

ャ
リ

ア
モ

デ
ル

に
沿

っ
た

キ
ャ

リ
ア

教
育

拡
充 ○

女
性

の
活

躍
が

期
待

さ
れ

る
研

究
領

域
を

推
進

、
開

拓
、

理
系

の
女

性
研

究
者

育
成

○
生

涯
を

見
通

し
た

教
育

シ
ス

テ
ム

構
築

、
卒

業
生

の
キ

ャ
リ

ア
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
○

開
発

途
上

国
の

女
子

教
育

・
幼

児
教

育
に

関
す

る
支

援
事

業
を

強
化

充
実

◎
附

属
学

校
　

大
学

と
密

接
に

連
携

し
た

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

体
制

3
1

電
気

通
信

大
学

○
我

が
国

唯
一

の
高

度
無

線
通

信
技

術
者

養
成

機
関

、
2
0
1
8
年

創
立

1
0
0
周

年
に

む
け

た
「
U

E
C

ビ
ジ

ョ
ン

2
0
1
8
」
策

定
○

使
命

　
「
高

度
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

社
会

」
を

支
え

る
総

合
的

な
科

学
技

術
を

「
総

合
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

科
学

」
と

し
て

創
造

・
発

展
、

人
材

育
成

に
よ

り
国

際
社

会
に

貢
献

○
「
総

合
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

科
学

」
の

教
育

研
究

世
界

的
拠

点
、

世
界

中
か

ら
若

手
研

究
者

が
集

う
環

境
整

備
、

教
育

研
究

の
質

を
高

め
社

会
に

貢
献

、
経

営
の

開
放

性
と

透
明

性
を

高
め

、
社

会
に

信
頼

さ
れ

る
大

学

○
「
ロ

ボ
メ

カ
工

房
」
に

よ
る

体
験

教
育

等
に

よ
る

実
践

力
育

成
、

「
ス

ー
パ

ー
連

携
大

学
院

構
想

」
実

現
に

向
け

た
他

大
学

や
産

業
界

と
の

連
携

強
化

、
上

級
生

に
よ

る
助

言
制

度
（
学

生
メ

ン
タ

ー
制

度
）
導

入
○

学
内

の
研

究
組

織
を

４
つ

の
カ

テ
ゴ

リ
に

訳
、

そ
れ

ぞ
れ

の
研

究
活

動
を

促
進

○
公

開
講

座
・
科

学
技

術
教

育
を

通
し

て
地

域
社

会
に

対
す

る
教

育
機

会
の

提
供

、
共

同
研

究
等

に
よ

る
地

域
振

興
や

人
材

育
成

に
資

す
る

活
動

3
2

一
橋

大
学

○
基

本
的

な
目

標
　

2
1
世

紀
に

求
め

ら
れ

る
先

端
的

社
会

科
学

の
教

育
研

究
を

積
極

的
に

推
進

し
、

そ
の

世
界

的
拠

点
と

し
て

日
本

、
ア

ジ
ア

及
び

世
界

共
通

の
重

要
課

題
を

理
論

的
、

実
践

的
に

解
決

○
使

命
　

①
新

し
い

社
会

科
学

の
探

求
と

創
造

、
②

全
学

的
共

通
教

育
と

専
門

教
育

の
有

機
的

連
関

及
び

他
大

学
と

の
連

携
、

③
構

想
力

あ
る

専
門

人
、

理
性

あ
る

革
新

者
、

指
導

力
あ

る
政

治
経

済
人

の
育

成
、

④
国

内
・
国

際
社

会
へ

の
知

的
・
実

践
的

貢
献

○
企

業
や

同
窓

会
組

織
と

の
連

携
に

よ
り

「
如

水
ゼ

ミ
」
等

実
践

的
教

育
科

目
の

充
実

、
慶

應
義

塾
大

学
と

「
E
U

高
度

教
育

研
究

共
同

大
学

院
」
の

設
置

を
計

画
○

世
界

最
先

端
の

研
究

情
報

共
有

と
重

点
領

域
設

定
の

た
め

「
一

橋
大

学
研

究
機

構
（
仮

称
）
」
を

設
立

、
機

動
的

、
創

造
的

な
研

究
を

行
う

◎
政

府
、

メ
デ

ィ
ア

等
に

対
し

、
専

門
知

識
に

よ
る

助
言

活
動

○
「
一

橋
大

学
公

開
講

座
」
「
開

放
講

座
」
「
関

西
ア

カ
デ

ミ
ア

」
等

の
評

価
・
総

括
・
充

実
、

世
界

の
主

要
大

学
と

の
連

携
強

化

3
3

横
浜

国
立

大
学

○
理

念
　

人
々

の
福

祉
と

社
会

の
持

続
的

発
展

に
貢

献
○

大
学

全
体

の
目

標
　

「
創

造
性

あ
る

高
度

専
門

職
業

人
養

成
」
、

「
実

践
的

学
術

の
国

際
拠

点
」

○
機

能
・
役

割
　

「
創

造
性

あ
る

高
度

専
門

職
業

人
養

成
」
、

「
実

践
的

学
術

の
国

際
拠

点
」
、

大
学

の
個

性
を

伸
ば

し
、

高
度

の
研

究
を

ベ
ー

ス
に

し
た

教
育

を
行

う
こ

と
、

社
会

貢
献

○
Y
N

U
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

を
公

表
し

、
教

育
課

程
編

成
等

に
反

映
○

効
果

的
な

重
点

研
究

を
定

め
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

研
究

な
ど

の
形

で
組

織
的

に
成

果
を

創
出

、
独

創
的

研
究

を
評

価
・
顕

彰
○

帰
国

留
学

生
へ

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

教
育

事
業

、
海

外
同

窓
会

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

、
海

外
リ

エ
ゾ

ン
オ

フ
ィ

ス
開

設
○

神
奈

川
県

内
周

辺
地

域
と

相
互

支
援

関
係

構
築

し
ニ

ー
ズ

を
把

握
、

卒
業

生
と

の
連

携
を

強
化

、
社

会
貢

献
活

動
を

顕
彰

○
附

属
学

校
　

教
員

養
成

課
程

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
改

革
と

連
動

し
、

教
育

実
習

機
能

等
強

化

3
4

新
潟

大
学

○
高

志
の

大
地

に
育

ま
れ

た
敬

虔
質

実
の

伝
統

と
世

界
に

開
か

れ
た

海
港

都
市

の
進

取
の

精
神

○
全

学
の

理
念

　
自

律
と

創
生

、
全

学
の

目
的

　
教

育
と

研
究

を
通

じ
て

、
地

域
や

世
界

の
着

実
な

発
展

に
貢

献
○

大
規

模
総

合
大

学
、

世
界

ト
ッ

プ
レ

ベ
ル

の
卓

越
し

た
特

色
の

あ
る

研
究

と
教

育
の

拠
点

、
高

度
の

専
門

的
職

業
人

を
養

成
、

産
学

官
連

携
事

業
や

理
科

離
れ

対
応

の
地

域
活

動
で

教
育

研
究

成
果

を
地

域
に

還
元

、
地

域
住

民
の

安
心

・
安

全
の

最
後

の
砦

の
医

歯
学

総
合

病
院

○
新

潟
大

学
型

教
養

の
確

立
、

授
業

科
目

マ
ッ

プ
構

築
、

全
学

の
人

的
資

源
を

活
用

し
た

教
員

免
許

取
得

・
更

新
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

○
開

か
れ

た
研

究
環

境
（
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・
オ

ー
プ

ン
・
モ

ー
ド

）
、

研
究

戦
略

企
画

室
創

設
等

体
制

整
備

、
ヒ

ト
脳

科
学

研
究

、
「
朱

鷺
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

○
「
社

会
連

携
推

進
機

構
」
、

地
域

・
自

治
体

・
東

ア
ジ

ア
を

中
心

と
し

た
国

際
的

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

、
「
新

潟
大

学
学

術
リ

ポ
ジ

ト
リ

」
を

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

発
信

、
出

前
授

業
、

科
学

教
室

等
主

専
攻

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

充
実

◎
附

属
病

院
　

地
域

に
根

ざ
し

た
医

療
人

を
育

成
、

地
域

の
医

療
水

準
の

向
上

／
附

属
学

校
　

大
学

・
学

部
と

の
一

体
的

な
組

織
運

営
、

地
域

の
拠

点
校

形
成

3
5

長
岡

技
術

科
学

大
学

○
基

本
理

念
　

現
実

の
技

術
対

象
を

科
学

的
視

点
で

捉
え

直
し

、
そ

れ
に

よ
っ

て
更

な
る

技
術

体
系

を
発

展
さ

せ
る

“
技

学
”
の

創
出

と
そ

れ
を

担
え

る
人

材
の

育
成

、
　

V
O

S
(V

it
al

it
y,

O
ri
gi

n
al

it
y,

 S
e
rv

ic
e
s)

○
重

点
的

に
取

り
組

む
事

項
　

①
創

造
性

豊
か

で
、

実
践

的
、

指
導

的
能

力
を

有
す

る
人

材
養

成
の

た
め

教
育

体
制

整
備

、
②

「
大

学
力

」
を

結
集

し
た

重
点

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
よ

る
教

育
・

研
究

の
効

果
的

実
施

、
成

果
発

信
、

③
産

学
官

及
び

国
際

社
会

と
の

連
携

・
協

働
を

目
指

し
た

教
育

・
研

究
推

進
、

実
施

体
制

の
整

備
・
充

実

○
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
デ

ザ
イ

ン
教

育
等

を
重

視
し

た
実

験
・
演

習
や

実
務

訓
練

の
充

実
、

「
実

践
的

技
術

教
育

マ
イ

ヤ
ー

制
度

」
（
F
D

）
○

先
進

的
研

究
（
材

料
、

情
報

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
環

境
、

バ
イ

オ
）
・
融

合
領

域
的

研
究

の
推

進
し

、
世

界
的

研
究

拠
点

形
成

○
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
活

動
、

防
災

計
画

等
自

治
体

政
策

へ
の

貢
献

、
高

等
専

門
学

校
と

の
連

携
、

国
際

連
携

の
体

制
整

備
、

ツ
イ

ニ
ン

グ
・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
充

実
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国
立

大
学

法
人

名
主

な
取

組
（
中

期
目

標
（
◎

）
及

び
中

期
計

画
（
○

）
本

文
か

ら
）

基
本

的
な

目
標

、
個

性
、

特
色

（
中

期
目

標
前

文
か

ら
）

3
6

上
越

教
育

大
学

○
新

構
想

の
教

育
大

学
と

し
て

の
創

設
の

趣
旨

を
踏

ま
え

、
大

学
院

を
中

心
と

し
た

学
校

教
育

に
お

け
る

高
度

専
門

職
業

人
養

成
を

基
軸

○
第

２
期

中
期

目
標

期
間

の
主

要
目

標
（
抜

粋
）

　
（
１

）
確

実
に

教
職

へ
の

道
を

達
成

で
き

る
広

域
全

国
型

大
学

と
し

て
教

育
指

導
の

更
な

る
充

実
と

修
学

条
件

の
整

備
等

、
（
２

）
時

代
的

・
政

策
的

課
題

で
あ

る
大

学
院

(修
士

課
程

及
び

専
門

職
学

位
課

程
)レ

ベ
ル

で
の

教
員

養
成

等
、

（
３

）
学

校
教

育
や

地
域

文
化

等
に

関
す

る
全

国
及

び
地

域
的

重
要

課
題

へ
の

積
極

的
取

組
　

等
７

つ

○
上

越
教

育
大

学
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
を

踏
ま

え
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

改
善

（
学

士
課

程
）
、

実
習

施
設

（
連

携
協

力
校

等
）

の
拡

充
と

効
果

的
な

運
用

（
専

門
職

学
位

課
程

）
○

連
合

大
学

院
（
博

士
課

程
）
を

構
成

す
る

大
学

と
し

て
、

臨
床

的
研

究
と

教
科

専
門

領
域

の
研

究
を

推
進

○
地

域
社

会
の

目
指

す
も

の
と

大
学

の
人

的
資

源
を

結
び

つ
け

、
地

域
社

会
づ

く
り

を
支

援
、

公
開

講
座

・
出

前
講

座
◎

附
属

学
校

　
大

学
と

の
緊

密
な

連
携

・
協

力
の

下
、

教
育

に
関

す
る

実
践

的
な

臨
床

研
究

を
進

め
る

3
7

富
山

大
学

○
富

山
県

内
の

３
つ

の
国

立
大

学
の

再
編

・
統

合
に

よ
り

誕
生

、
○

理
念

　
地

域
と

世
界

に
向

か
っ

て
開

か
れ

た
大

学
、

特
色

あ
る

国
際

水
準

の
教

育
研

究
、

人
間

尊
重

の
精

神
を

基
本

に
高

い
使

命
感

と
創

造
力

の
あ

る
人

材
育

成
、

地
域

と
国

際
社

会
に

貢
献

、
科

学
、

芸
術

文
化

、
人

間
社

会
と

自
然

環
境

と
の

調
和

的
発

展
に

寄
与

○
目

標
　

幅
広

い
職

業
人

、
国

際
的

に
通

用
す

る
高

度
な

専
門

職
業

人
の

養
成

、
知

の
東

西
融

合
、

地
域

と
世

界
の

発
展

に
寄

与
す

る
先

端
的

研
究

、
ユ

ー
ラ

シ
ア

大
陸

東
縁

部
諸

国
等

の
教

育
研

究
機

関
と

連
携

、
国

際
的

教
育

・
研

究
拠

点
、

地
域

社
会

へ
の

貢
献

○
地

域
の

特
色

を
生

か
し

た
教

養
教

育
（
学

士
課

程
）
、

現
代

社
会

の
ニ

ー
ズ

に
応

え
る

教
育

機
会

の
充

実
（
大

学
院

課
程

）
○

東
西

医
薬

学
融

合
に

関
わ

る
国

際
水

準
の

研
究

、
そ

の
他

特
色

あ
る

先
端

的
研

究
等

推
進

○
産

学
官

連
携

促
進

、
高

校
と

連
携

し
た

公
開

授
業

や
小

中
学

生
講

座
、

伝
統

医
薬

の
正

し
い

理
解

と
普

及
を

促
進

○
秋

季
入

学
や

海
外

拠
点

の
活

用
等

に
よ

る
留

学
生

受
入

れ
促

進
、

留
学

生
対

象
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

、
学

生
寮

で
留

学
生

と
の

混
住

型
を

採
用

◎
附

属
病

院
　

先
進

的
高

度
専

門
医

療
を

充
実

　
等

／
附

属
学

校
　

大
学

・
学

部
と

の
連

携
　

等

3
8

金
沢

大
学

○
「
地

域
と

世
界

に
開

か
れ

た
教

育
重

視
の

研
究

大
学

」
、

人
文

社
会

科
学

，
自

然
科

学
及

び
医

学
を

包
含

す
る

総
合

大
学

○
我

が
国

の
基

幹
大

学
と

し
て

、
世

界
的

研
究

・
教

育
拠

点
の

形
成

、
国

際
通

用
性

の
あ

る
教

育
、

高
度

専
門

職
業

人
・
総

合
的

教
養

を
有

し
た

幅
広

い
職

業
人

を
養

成
○

地
域

の
活

性
化

、
先

進
医

療
の

発
展

と
普

及
、

地
域

の
生

涯
学

習
の

機
会

提
供

、
社

会
貢

献
促

進

○
専

門
性

と
学

際
性

を
育

む
複

線
型

教
育

、
環

境
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
構

築
、

新
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

強
化

○
各

研
究

域
に

時
限

つ
き

研
究

セ
ン

タ
ー

の
設

置
、

特
色

あ
る

地
域

研
究

拠
点

（
能

登
半

島
）
、

研
究

ア
ド

バ
イ

ザ
リ

ー
ボ

ー
ド

○
産

学
官

連
携

活
動

の
強

化
、

「
大

学
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

石
川

」
、

地
域

住
民

の
健

康
増

進
の

た
め

健
康

増
進

科
学

セ
ン

タ
ー

の
活

用
○

外
国

人
留

学
生

の
受

入
増

加
、

授
業

形
態

の
多

様
化

等
、

海
外

分
室

（
リ

エ
ゾ

ン
・
オ

フ
ィ

ス
）
を

整
備

・
拡

充
、

海
外

の
大

学
等

と
の

共
同

し
た

教
育

・
研

究
を

推
進

○
附

属
病

院
　

地
域

医
療

に
関

す
る

医
学

教
育

の
充

実
等

／
附

属
学

校
　

実
証

的
教

育
研

究
、

教
育

モ
デ

ル
校

3
9

福
井

大
学

○
使

命
　

「
学

術
と

文
化

の
拠

点
と

し
て

、
高

い
倫

理
観

の
も

と
、

人
々

が
健

や
か

に
暮

ら
せ

る
た

め
の

科
学

と
技

術
に

関
す

る
世

界
的

水
準

で
の

教
育

・
研

究
を

推
進

し
、

地
域

、
国

及
び

国
際

社
会

に
貢

献
し

得
る

人
材

の
育

成
と

、
独

創
的

で
か

つ
地

域
の

特
色

に
鑑

み
た

教
育

科
学

研
究

、
先

端
科

学
技

術
研

究
及

び
医

学
研

究
を

行
い

、
専

門
医

療
を

実
践

す
る

こ
と

」
○

基
本

的
な

目
標

　
高

度
専

門
職

業
人

育
成

、
創

造
的

な
研

究
、

地
域

性
等

に
立

脚
し

た
研

究
拠

点
育

成
、

特
色

あ
る

研
究

の
世

界
的

成
果

を
発

信
、

優
れ

た
教

育
、

研
究

、
医

療
を

通
し

て
地

域
発

展
を

リ
ー

ド
、

社
会

か
ら

頼
り

に
さ

れ
る

元
気

な
大

学

○
特

徴
的

な
教

育
課

程
等

の
導

入
・
充

実
、

教
職

大
学

院
、

画
像

医
学

、
原

子
力

工
学

な
ど

の
教

育
推

進
○

重
点

研
究

（
分

子
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
な

ど
先

端
的

ラ
イ

フ
サ

イ
エ

ン
ス

研
究

他
）
、

科
学

技
術

発
展

に
寄

与
す

る
学

術
研

究
、

地
域

社
会

へ
貢

献
す

る
実

践
研

究
○

産
学

官
連

研
究

拠
点

の
形

成
、

公
開

講
座

や
市

民
開

放
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
市

民
・
職

業
人

の
学

習
支

援
○

附
属

病
院

　
卓

越
し

た
教

育
・
研

究
能

力
を

有
す

る
医

療
人

の
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
社

会
的

要
請

の
強

い
分

野
の

診
療

体
制

整
備

　
／

附
属

学
校

　
計

１
２

年
を

見
通

し
た

教
育

理
念

・
方

針
を

策
定

、
こ

れ
に

基
づ

く
実

践
と

研
究

推
進

4
0

山
梨

大
学

○
「
地

域
の

中
核

、
世

界
の

人
材

」
○

第
二

期
中

期
目

標
期

間
の

重
点

目
標

　
「
地

域
の

地
の

拠
点

」
と

し
て

地
域

の
産

業
・
文

化
・
教

育
・
医

療
の

中
核

を
担

う
こ

と
の

で
き

る
高

度
専

門
職

業
人

の
養

成
を

使
命

と
す

る
　

使
命

達
成

の
た

め
に

、
高

度
な

研
究

を
推

進
、

先
端

領
域

の
世

界
的

研
究

拠
点

形
成

、
研

究
成

果
を

広
く
社

会
に

提
供

、
国

際
的

に
活

躍
で

き
る

人
材

を
養

成

◎
地

域
社

会
の

発
展

に
寄

与
す

る
人

材
を

養
成

○
先

端
領

域
の

若
手

研
究

リ
ー

ダ
ー

を
養

成
し

世
界

的
研

究
拠

点
形

成
、

水
管

理
研

究
、

医
学

工
学

融
合

領
域

で
の

研
究

○
国

際
・
大

学
知

財
本

部
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

（
U

C
IP

）
、

理
数

系
教

員
養

成
拠

点
事

業
○

附
属

病
院

　
研

究
成

果
を

地
域

医
療

の
発

展
と

高
度

な
医

療
人

養
成

に
活

か
す

／
附

属
学

校
　

附
属

学
校

の
特

色
を

生
か

し
た

教
育

研
究

4
1

信
州

大
学

○
「
信

州
大

学
ビ

ジ
ョ

ン
2
0
1
5
」
　

全
学

の
構

成
員

が
新

た
な

可
能

性
に

挑
戦

す
る

た
め

の
将

来
構

想
○

「
オ

ン
リ

ー
ワ

ン
の

魅
力

あ
ふ

れ
る

地
域

拠
点

大
学

」
の

構
築

を
目

指
し

、
以

下
に

重
点

的
に

取
り

組
む

　
（
１

）
未

来
の

社
会

を
展

望
し

た
有

為
な

人
材

教
育

の
実

践
、

（
２

）
地

域
に

根
ざ

し
世

界
に

拓
く
研

究
拠

点
の

形
成

、
（
３

）
豊

か
な

地
域

社
会

の
創

造
に

向
け

て
の

協
働

と
貢

献
、

（
４

）
社

会
環

境
の

変
化

に
柔

軟
に

対
応

す
る

大
学

経
営

の
推

進

○
基

礎
研

究
の

基
盤

充
実

、
特

色
あ

る
研

究
を

組
織

的
に

推
進

（
環

境
調

和
型

シ
ス

テ
ム

、
包

括
的

予
防

医
学

等
）
、

カ
ー

ボ
ン

科
学

研
究

所
、

国
際

フ
ァ

イ
バ

ー
工

学
教

育
拠

点
○

国
際

化
推

進
プ

ラ
ン

、
「
信

州
産

学
官

連
携

機
構

」
中

心
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

推
進

◎
附

属
病

院
　

長
野

県
の

拠
点

病
院

と
し

て
の

特
色

を
生

か
し

、
医

療
人

の
育

成
を

図
る

／
附

属
学

校
　

大
学

及
び

学
部

と
の

連
携

強
化

、
教

育
研

究
の

質
の

向
上
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国
立

大
学

法
人

名
主

な
取

組
（
中

期
目

標
（
◎

）
及

び
中

期
計

画
（
○

）
本

文
か

ら
）

基
本

的
な

目
標

、
個

性
、

特
色

（
中

期
目

標
前

文
か

ら
）

4
2

岐
阜

大
学

○
「
学

び
、

究
め

、
貢

献
す

る
」
地

域
に

根
ざ

し
た

国
立

大
学

○
目

標
　

１
）
人

材
養

成
を

最
優

先
事

項
と

し
て

位
置

づ
け

、
質

・
量

と
も

に
充

実
し

た
教

育
、

高
度

な
専

門
職

業
人

を
幅

広
い

分
野

で
養

成
　

２
）
優

れ
た

教
育

を
実

践
す

る
た

め
の

研
究

基
盤

の
維

持
、

独
創

的
先

進
的

研
究

の
拠

点
形

成
、

成
果

の
社

会
還

元
　

３
）
地

域
社

会
に

お
い

て
存

在
感

の
あ

る
大

学
と

し
て

地
域

社
会

の
活

性
化

に
貢

献
　

４
）
大

学
の

国
際

化
を

推
進

○
獣

医
学

教
育

に
お

け
る

鳥
取

大
学

と
の

教
育

課
程

の
共

同
実

施
、

全
学

的
な

英
語

教
育

体
制

を
整

備
・
充

実
○

特
色

あ
る

研
究

セ
ン

タ
ー

等
に

つ
い

て
点

検
評

価
し

、
重

点
化

や
再

編
成

、
特

色
あ

る
研

究
拠

点
設

置
○

地
域

産
業

振
興

に
向

け
た

連
携

活
動

強
化

、
大

学
の

シ
ン

ク
タ

ン
ク

機
能

強
化

、
共

同
研

究
等

を
通

じ
た

企
業

支
援

○
国

際
戦

略
本

部
を

充
実

、
国

際
交

流
会

館
を

拡
充

、
発

展
途

上
国

等
へ

の
支

援
充

実
○

附
属

病
院

　
地

域
医

療
人

に
開

か
れ

た
研

修
を

実
施

、
先

進
・
高

度
医

療
、

難
治

性
疾

患
等

の
拠

点
病

院
機

能
を

整
備

／
附

属
病

院
　

教
育

学
部

と
の

連
携

強
化

4
3

静
岡

大
学

○
「
自

由
啓

発
・
未

来
創

成
」
、

人
材

育
成

を
旨

と
し

、
質

の
高

い
教

育
と

創
造

的
な

研
究

を
推

進
し

、
社

会
と

連
携

し
と

も
に

歩
む

存
在

感
の

大
学

を
目

指
す

○
基

本
的

な
目

標
　

国
際

感
覚

と
高

い
専

門
性

を
有

し
、

チ
ャ

レ
ン

ジ
精

神
に

あ
ふ

れ
、

豊
か

な
人

間
性

を
有

す
る

教
養

人
を

育
成

、
世

界
を

リ
ー

ド
す

る
基

礎
的

・
独

創
的

な
研

究
を

推
進

、
産

業
振

興
に

資
す

る
研

究
を

推
進

、
地

域
社

会
と

協
働

し
繁

栄
に

貢
献

、
国

際
性

豊
か

な
大

学
、

法
人

組
織

の
経

営
基

盤
の

安
定

化

○
専

門
分

野
と

の
有

機
的

連
繋

に
配

慮
し

て
教

養
教

育
を

実
施

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

踏
ま

え
た

共
同

責
任

体
制

や
複

数
指

導
教

員
制

度
等

の
整

備
○

世
界

を
リ

ー
ド

す
る

独
創

的
な

研
究

（
ア

ジ
ア

研
究

、
極

限
画

像
科

学
等

）
、

共
同

利
用

可
能

な
研

究
設

備
の

オ
ー

プ
ン

化
○

教
育

の
国

際
化

推
進

、
卒

業
・
修

了
し

た
留

学
生

の
組

織
化

、
大

学
開

放
事

業
の

積
極

的
展

開
、

産
業

界
等

と
の

連
携

推
進

、
地

域
連

携
協

働
セ

ン
タ

ー
等

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
機

能
強

化
○

附
属

学
校

　
評

価
を

下
に

学
校

運
営

の
改

善
、

地
域

の
教

育
の

モ
デ

ル
校

4
4

浜
松

医
科

大
学

○
建

学
の

理
念

に
基

づ
き

、
以

下
に

重
点

的
に

取
り

組
む

。
　

１
　

地
域

社
会

に
貢

献
で

き
る

医
師

・
看

護
専

門
職

養
成

、
世

界
に

発
信

で
き

る
研

究
者

の
育

成
　

２
　

メ
デ

ィ
カ

ル
フ

ォ
ト

ニ
ク

ス
、

分
子

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

に
関

す
る

研
究

を
推

進
し

、
医

学
に

関
す

る
総

合
的

な
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
研

究
の

世
界

的
拠

点
を

目
指

す
　

３
　

地
域

の
社

会
ニ

ー
ズ

と
個

々
の

病
院

機
能

に
応

じ
た

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
、

研
究

マ
イ

ン
ド

を
有

す
る

専
門

医
の

育
成

、
４

　
特

色
を

生
か

し
た

産
学

官
連

携
、

研
究

成
果

の
社

会
還

元

○
実

践
的

な
能

力
に

優
れ

た
医

療
従

事
者

育
成

の
た

め
の

臨
床

実
習

・
臨

地
実

習
の

充
実

○
メ

デ
ィ

カ
ル

フ
ォ

ト
ニ

ク
ス

と
分

子
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
研

究
の

推
進

、
海

外
と

の
交

流
・
共

同
研

究
を

推
進

○
中

学
生

・
高

校
生

の
た

め
の

科
学

教
育

の
支

援
○

附
属

病
院

　
が

ん
治

療
実

績
向

上
、

救
急

シ
ス

テ
ム

の
整

備
と

拡
充

、
電

子
カ

ル
テ

を
導

入

4
5

名
古

屋
大

学

○
使

命
　

自
由

闊
達

な
学

風
の

下
、

人
間

と
社

会
と

自
然

に
関

す
る

研
究

と
教

育
を

通
じ

て
、

人
々

の
幸

福
に

貢
献

○
基

本
目

標
　

創
造

的
な

研
究

活
動

に
よ

る
真

理
を

探
求

、
世

界
屈

指
の

知
的

成
果

、
論

理
的

思
考

と
創

造
力

に
富

ん
だ

勇
気

あ
る

知
識

人
育

成
　

等
○

基
本

方
針

　
俯

瞰
的

立
場

か
ら

の
研

究
、

新
し

い
価

値
観

や
知

識
体

系
を

創
出

す
る

た
め

の
研

究
体

制
を

整
備

充
実

、
知

的
資

産
を

正
し

く
承

継
し

発
展

さ
せ

る
教

育
体

制
を

整
備

、
学

術
文

化
の

交
際

拠
点

形
成

、
学

問
研

究
の

自
由

を
保

障
、

開
か

れ
た

大
学

　
等

○
中

核
的

な
研

究
拠

点
を

形
成

、
若

手
研

究
者

育
成

た
の

た
め

の
環

境
整

備
、

研
究

所
・
セ

ン
タ

ー
等

の
機

能
と

活
動

を
充

実
、

質
の

高
い

学
術

成
果

を
社

会
に

発
信

○
さ

ま
ざ

ま
な

組
織

と
協

力
し

、
教

育
・
文

化
・
安

全
の

向
上

に
貢

献
○

国
際

コ
ー

ス
群

の
設

置
等

に
よ

り
留

学
生

比
率

を
１

０
％

以
上

に
増

○
教

育
・
文

化
・
福

祉
・
安

全
の

向
上

に
寄

与
、

産
学

官
連

携
を

推
進

し
社

会
へ

貢
献

、
卒

業
生

・
修

了
生

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

通
じ

社
会

と
の

連
携

を
深

め
る

○
附

属
病

院
　

医
療

過
程

の
標

準
化

、
地

域
医

療
の

中
核

病
院

4
6

愛
知

教
育

大
学

○
目

的
　

教
育

研
究

活
動

を
通

し
て

世
界

の
平

和
と

人
類

の
福

祉
及

び
文

化
と

学
術

の
発

展
に

努
め

る
○

目
標

　
①

　
学

士
課

程
教

育
：
優

れ
た

教
養

教
育

、
教

員
養

成
課

程
：
専

門
職

業
人

と
し

て
の

教
員

の
養

成
、

現
代

学
芸

課
程

：
幅

広
い

職
業

人
の

育
成

、
②

大
学

院
課

程
教

育
：
高

度
専

門
職

業
人

、
③

優
れ

た
研

究
成

果
を

地
域

社
会

へ
還

元
、

特
色

あ
る

大
学

を
創

造
○

教
育

研
究

の
質

の
向

上
に

努
め

る
と

と
み

に
時

代
や

社
会

の
要

請
に

応
え

る
組

織
を

整
備

◎
教

育
課

程
の

一
層

の
充

実
及

び
体

系
化

、
○

学
生

参
加

型
の

多
様

な
授

業
形

態
、

教
員

養
成

系
共

同
大

学
院

博
士

課
程

設
置

○
教

員
養

成
に

関
わ

る
領

域
に

重
点

的
に

取
組

み
各

種
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

組
織

○
近

隣
市

町
村

と
新

た
な

包
括

協
定

を
締

結
し

連
携

協
力

を
強

化
、

教
員

研
修

及
び

研
究

指
導

の
た

め
の

教
員

派
遣

○
留

学
生

受
入

れ
目

標
１

０
０

人
、

国
際

学
術

交
流

協
定

締
結

校
数

の
増

○
附

属
学

校
　

大
学

の
実

験
校

・
実

習
校

と
し

て
教

育
研

究
を

推
進

、
国

レ
ベ

ル
の

拠
点

校
及

び
地

域
の

モ
デ

ル
校

4
7

名
古

屋
工

業
大

学

○
我

が
国

を
代

表
す

る
工

科
系

単
科

大
学

、
製

造
業

が
集

積
す

る
中

京
圏

に
位

置
○

基
本

方
針

　
「
ひ

と
づ

く
り

、
も

の
づ

く
り

、
未

来
づ

く
り

」
○

重
点

的
に

取
り

組
む

項
目

　
１

　
「
与

え
ら

れ
る

」
教

育
か

ら
「
自

ら
育

つ
」
教

育
に

重
点

を
移

し
、

高
度

な
工

学
知

識
と

実
践

能
力

を
有

す
る

自
立

し
た

研
究

者
・
技

術
者

を
輩

出
、

２
　

世
界

ト
ッ

プ
レ

ベ
ル

の
分

野
の

研
究

を
推

進
、

工
科

系
の

国
際

的
教

育
研

究
拠

点
を

形
成

、
３

　
複

線
的

な
教

育
体

系
を

実
現

、
４

　
教

育
研

究
活

動
の

高
度

化
・
多

様
化

　
　

等

○
理

系
基

礎
科

目
・
リ

ベ
ラ

ル
ア

ー
ツ

科
目

・
経

営
基

礎
科

目
等

を
充

実
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
推

進
・
単

位
化

、
基

礎
的

教
育

科
目

の
短

期
集

中
開

講
（
学

士
課

程
）
、

英
語

に
よ

る
開

講
科

目
数

を
増

加
、

博
士

課
程

論
文

審
査

へ
の

外
部

審
査

委
員

の
参

画
○

セ
ラ

ミ
ッ

ク
分

野
を

軸
に

国
際

的
人

材
交

流
・
研

究
交

流
を

推
進

し
、

世
界

最
高

水
準

の
研

究
拠

点
構

築
、

異
分

野
融

合
、

国
際

共
同

研
究

○
外

国
人

留
学

生
の

国
内

外
リ

ク
ル

ー
ト

体
制

を
整

備
○

小
中

高
生

を
対

象
と

し
た

出
張

授
業

等
の

科
学

技
術

教
育

、
愛

知
工

業
大

学
等

と
「
工

科
系

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
に

よ
る

も
の

づ
く
り

教
育

の
拠

点
形

成
」
推

進
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国
立

大
学

法
人

名
主

な
取

組
（
中

期
目

標
（
◎

）
及

び
中

期
計

画
（
○

）
本

文
か

ら
）

基
本

的
な

目
標

、
個

性
、

特
色

（
中

期
目

標
前

文
か

ら
）

4
8

豊
橋

技
術

科
学

大
学

○
使

命
　

技
術

科
学

に
関

す
る

教
育

と
研

究
を

通
し

て
社

会
に

貢
献

す
る

こ
と

○
中

心
と

な
る

課
題

　
【
教

育
】
現

在
か

ら
未

来
を

見
据

え
た

新
た

な
教

育
組

織
の

整
備

、
大

学
院

教
育

に
重

点
、

基
礎

科
学

・
教

養
教

育
と

実
践

的
専

門
・
技

術
教

育
を

交
互

に
進

め
る

「
ら

せ
ん

型
」
教

育
を

学
部

・
大

学
院

一
貫

で
実

施
　

【
研

究
】
国

際
的

研
究

拠
点

形
成

、
先

導
的

技
術

科
学

研
究

を
推

進
、

異
分

野
と

の
連

携
・
融

合
　

【
国

際
展

開
】
世

界
に

開
か

れ
た

大
学

へ
の

展
開

を
推

進
　

【
社

会
貢

献
】
産

業
界

と
の

連
携

強
化

、
大

学
の

「
知

」
が

地
域

社
会

の
活

性
化

に
つ

な
が

る
主

体
的

な
取

組
を

推
進

◎
将

来
の

持
続

社
会

構
築

に
向

け
た

課
程

の
再

編
、

「
ら

せ
ん

型
技

術
科

学
教

育
」
の

発
展

、
「
卓

越
し

た
技

術
科

学
者

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

○
セ

ン
シ

ン
グ

技
術

を
基

盤
と

す
る

先
端

的
研

究
の

推
進

、
他

大
学

等
と

の
連

携
に

よ
り

医
工

連
携

、
農

商
工

連
携

推
進

、
教

員
の

国
際

的
共

同
研

究
を

支
援

○
工

学
教

育
国

際
協

力
セ

ン
タ

ー
再

編
等

に
よ

る
国

際
化

推
進

体
制

強
化

、
海

外
の

大
学

棟
と

重
点

的
に

教
育

協
力

、
協

同
研

究
、

産
学

連
携

教
育

を
実

施
、

高
専

と
の

教
育

研
究

連
携

に
基

づ
く
学

生
の

入
学

制
度

等
整

備
○

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
戦

略
を

意
識

し
た

大
学

情
報

の
発

信
等

4
9

三
重

大
学

○
基

本
的

な
目

標
　

「
三

重
の

力
を

世
界

へ
：
地

域
に

根
ざ

し
、

世
界

に
誇

れ
る

独
自

性
豊

か
な

教
育

・
研

究
成

果
を

生
み

出
す

～
人

と
自

然
の

調
和

・
共

生
の

中
で

～
」

○
教

育
研

究
の

目
標

　
「
幅

広
い

教
養

の
基

盤
に

立
っ

た
高

度
な

専
門

知
識

や
技

術
を

有
し

、
社

会
に

積
極

的
に

貢
献

で
き

る
人

財
」
を

育
成

○
新

た
な

具
体

的
目

標
　

「
地

域
の

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

推
進

で
き

る
人

財
の

育
成

」

○
「
感

じ
る

力
」
「
考

え
る

力
」
「
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
」
「
生

き
る

力
」
の

「
４

つ
の

力
」
を

向
上

さ
せ

る
た

め
の

初
年

時
教

育
の

充
実

等
各

種
取

組
、

○
三

重
大

学
C

O
E
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
研

究
等

推
進

○
地

域
住

民
が

参
加

で
き

る
公

開
講

座
等

の
充

実
、

図
書

館
等

を
活

用
し

た
知

的
情

報
の

提
供

等
○

国
際

交
流

週
間

等
の

国
際

感
覚

涵
養

に
つ

な
が

る
イ

ベ
ン

ト
を

推
進

、
英

語
併

記
化

・
多

言
語

化
等

受
け

入
れ

環
境

の
整

備
○

附
属

病
院

　
総

合
的

な
臨

床
医

養
成

、
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
の

設
置

、
へ

き
地

医
療

に
携

わ
る

人
材

養
成

／
附

属
学

校
　

学
部

と
の

連
携

、
運

営
の

効
率

化
・
情

報
公

開

5
0

滋
賀

大
学

○
地

域
に

根
ざ

し
た

視
点

と
グ

ロ
ー

バ
ル

な
視

野
と

を
あ

わ
せ

も
つ

知
の

拠
点

○
基

本
的

な
任

務
　

学
士

課
程

・
大

学
院

を
通

じ
た

、
幅

広
い

職
業

人
の

養
成

、
現

代
的

な
課

題
に

対
応

で
き

る
高

度
な

専
門

職
業

人
の

養
成

○
国

立
大

学
と

し
て

の
社

会
的

使
命

を
果

た
す

た
め

に
、

大
学

固
有

の
特

色
を

発
揮

す
る

オ
ン

リ
ー

ワ
ン

の
創

成
を

め
ざ

す
○

教
育

研
究

上
の

重
点

領
域

：
環

境
と

リ
ス

ク
○

近
江

の
伝

統
文

化
の

持
つ

実
学

の
精

神
や

実
践

へ
の

意
欲

を
活

か
し

人
材

養
成

○
リ

メ
デ

ィ
ア

ル
教

育
、

習
熟

度
別

ク
ラ

ス
編

成
、

就
職

支
援

○
環

境
教

育
等

の
共

同
研

究
、

リ
ス

ク
研

究
の

拠
点

化
、

滋
賀

大
学

出
版

会
の

設
立

等
に

よ
り

大
学

の
情

報
発

信
機

能
強

化
○

環
境

学
習

支
援

士
な

ど
地

域
と

連
携

し
た

人
材

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
、

産
学

公
民

連
携

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

○
東

ア
ジ

ア
・
太

平
洋

地
域

と
の

交
流

の
質

を
高

め
る

、
ダ

ブ
ル

デ
ィ

グ
リ

ー
・
秋

期
入

学
○

附
属

学
校

　
さ

ら
な

る
一

体
的

運
営

推
進

、
今

日
的

な
教

育
課

題
に

答
え

る
た

め
の

取
組

充
実

5
1

滋
賀

医
科

大
学

○
地

域
に

支
え

ら
れ

世
界

に
挑

戦
す

る
大

学
○

使
命

　
高

度
専

門
医

療
人

育
成

、
創

造
性

に
富

ん
だ

研
究

者
輩

出
／

研
究

　
サ

ル
を

用
い

た
再

生
医

学
研

究
、

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
病

棟
の

神
経

難
病

研
究

等
の

重
点

研
究

推
進

、
成

果
の

発
信

／
診

療
　

医
療

の
高

度
化

と
安

全
、

心
の

通
う

医
療

サ
ー

ビ
ス

、
地

域
医

療
連

携
体

制
整

備
／

地
域

貢
献

、
産

学
官

連
携

等
○

近
江

の
地

に
根

ざ
す

「
三

方
よ

し
」
の

教
え

を
共

有
し

社
会

責
任

を
自

覚
し

た
大

学
運

営

○
小

中
高

校
生

に
対

し
て

、
医

学
・
医

療
現

場
に

接
す

る
機

会
を

積
極

的
に

設
け

る
。

○
解

剖
体

慰
霊

式
等

へ
の

参
加

等
を

通
じ

た
倫

理
教

育
、

患
者

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

機
能

等
を

保
持

す
る

ス
キ

ル
ズ

ラ
ボ

を
活

用
、

近
隣

大
学

と
の

大
学

間
連

携
構

想
推

進
○

特
色

あ
る

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
重

点
的

推
進

（
サ

ル
を

用
い

た
疾

患
モ

デ
ル

確
立

等
、

神
経

難
病

研
究

　
等

５
つ

の
研

究
）
、

基
礎

研
究

者
と

臨
床

医
が

一
体

と
な

っ
た

グ
ル

ー
プ

組
織

○
地

域
医

療
支

援
将

来
構

想
の

策
定

、
国

際
共

同
研

究
、

国
際

会
議

、
国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

実
施

○
附

属
病

院
　

一
貫

し
た

教
育

制
度

、
高

度
先

進
医

療
技

術
等

開
発

、
患

者
参

加
型

病
院

、
機

能
集

約
型

診
療

体
制

5
2

京
都

大
学

○
自

由
の

学
風

を
継

承
・
発

展
さ

せ
つ

つ
多

元
的

な
課

題
の

解
決

に
挑

戦
し

、
地

球
社

会
の

調
和

あ
る

共
存

に
貢

献
○

基
本

的
な

目
標

　
【
研

究
】
研

究
の

自
由

と
自

主
、

先
見

的
・
独

創
的

な
研

究
活

動
、

次
世

代
を

リ
ー

ド
す

る
知

の
創

造
、

総
合

大
学

と
し

て
の

研
究

の
多

様
な

発
展

と
統

合
、

【
教

育
】
卓

越
し

た
知

の
継

承
と

創
造

的
精

神
の

涵
養

、
優

れ
た

研
究

能
力

や
高

度
の

専
門

知
識

を
も

つ
人

材
を

育
成

、
【
社

会
と

の
関

係
】
国

民
に

開
か

れ
た

大
学

、
世

界
に

開
か

れ
た

大
学

、
【
運

営
】

教
育

研
究

組
織

の
自

治
を

尊
重

、
調

和
の

取
れ

た
全

学
的

組
織

運
営

　
等

○
学

術
目

的
の

英
語

教
育

と
、

初
修

外
国

語
教

育
を

充
実

、
海

外
の

大
学

と
の

単
位

互
換

制
度

、
受

け
入

れ
促

進
の

た
め

国
際

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
K
U

IN
E
P

)拡
充

等
○

独
自

の
戦

略
的

研
究

支
援

体
制

整
備

、
国

内
外

と
の

先
端

的
共

同
研

究
、

海
外

フ
ィ

ー
ル

ド
研

究
等

推
進

○
文

化
、

芸
術

、
産

業
の

発
展

に
資

す
る

社
会

連
携

、
京

都
大

学
フ

ォ
ー

ラ
ム

、
総

合
博

物
館

の
企

画
展

等
の

実
施

、
児

童
生

徒
が

学
術

に
触

れ
る

機
会

拡
大

○
附

属
病

院
　

チ
ー

ム
医

療
の

推
進

、
過

重
業

務
見

直
し

、
先

端
医

療
開

発
特

区
活

用
に

よ
る

臨
床

研
究

実
用

化

5
3

京
都

教
育

大
学

○
教

員
養

成
を

主
た

る
役

割
と

す
る

単
科

大
学

と
し

て
の

社
会

的
使

命
○

重
点

的
に

取
り

組
む

事
項

　
６

年
間

を
見

通
し

た
教

育
、

実
践

的
指

導
力

を
有

す
る

教
員

の
養

成
、

倫
理

観
等

を
有

し
た

人
材

養
成

、
学

術
研

究
の

推
進

、
学

部
・
大

学
院

等
運

営
体

制
の

強
化

、
京

都
府

・
京

都
市

教
育

委
員

会
等

と
の

連
携

、
大

学
の

特
色

を
生

か
し

た
社

会
貢

献
活

動
、

国
際

交
流

活
動

、
他

大
学

と
の

連
携

協
力

や
そ

の
体

制
の

在
り

方
の

検
討

○
大

学
間

、
大

学
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

京
都

に
お

い
て

、
教

育
課

程
を

相
互

に
補

完
す

る
た

め
単

位
互

換
制

度
活

用
、

大
阪

教
育

大
学

及
び

奈
良

教
育

大
学

と
の

連
携

に
よ

る
教

育
の

充
実

、
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

○
大

学
教

員
・
附

属
学

校
教

員
に

よ
る

教
育

研
究

交
流

会
議

の
活

動
活

性
化

し
共

同
研

究
推

進
○

京
都

府
・
市

教
委

と
の

連
携

に
よ

る
現

職
教

員
研

修
・
研

究
活

動
支

援
、

教
委

と
の

連
携

に
よ

る
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

開
催

、
高

大
連

携
事

業
の

実
施

○
外

国
人

研
究

者
・
留

学
生

の
受

入
体

制
の

充
実

、
ア

ジ
ア

諸
国

と
の

教
育

分
野

に
お

け
る

国
際

協
力

○
附

属
学

校
　

京
都

府
・
市

と
の

人
事

交
流

、
効

果
的

な
学

校
評

価
の

方
法

確
立
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国
立

大
学

法
人

名
主

な
取

組
（
中

期
目

標
（
◎

）
及

び
中

期
計

画
（
○

）
本

文
か

ら
）

基
本

的
な

目
標

、
個

性
、

特
色

（
中

期
目

標
前

文
か

ら
）

5
4

京
都

工
芸

繊
維

大
学

○
豊

か
な

感
性

を
涵

養
す

る
国

際
的

工
科

系
大

学
、

国
際

的
高

度
専

門
技

術
者

育
成

○
「
知

」
「
美

」
「
技

」
を

探
求

す
る

教
育

研
究

体
制

、
人

に
優

し
い

工
学

「
ヒ

ュ
ー

マ
ン

・
オ

リ
エ

ン
テ

ィ
ッ

ド
・
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
」
の

確
立

○
第

２
期

中
期

計
画

に
お

け
る

留
意

点
　

①
幅

広
い

高
度

専
門

技
術

者
の

養
成

、
②

国
際

社
会

、
地

域
社

会
、

産
業

界
へ

の
積

極
的

な
貢

献
、

③
分

野
融

合
的

な
新

領
域

の
開

拓
、

④
相

互
間

の
円

滑
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

基
づ

く
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

実
現

○
Ｋ

ＩＴ
成

績
管

理
シ

ス
テ

ム
と

ス
タ

デ
ィ

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

制
度

に
よ

る
総

合
的

学
生

支
援

シ
ス

テ
ム

の
構

築
○

研
究

分
野

ご
と

に
研

究
水

準
目

標
を

設
定

し
自

己
点

検
評

価
・
外

部
有

識
者

に
よ

る
検

証
を

行
う

、
地

域
連

携
教

育
研

究
拠

点
形

成
、

重
点

領
域

研
究

を
核

と
し

て
研

究
セ

ン
タ

ー
化

○
公

開
講

座
等

、
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

開
催

、
企

業
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
、

高
大

連
携

教
育

推
進

、
地

域
企

業
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

事
業

○
国

際
的

高
度

専
門

技
術

者
育

成
、

国
際

交
流

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

、
途

上
国

か
ら

の
秀

逸
な

留
学

生
受

入
れ

5
5

大
阪

大
学

○
理

念
は

「
地

域
に

生
き

世
界

に
伸

び
る

」
、

適
塾

・
懐

徳
堂

の
学

風
を

継
承

、
合

理
的

な
学

知
と

豊
か

な
教

養
、

世
界

に
冠

た
る

知
の

創
造

と
継

承
の

場
○

研
究

は
「
基

本
」
「
と

き
め

き
」
「
責

任
」
を

強
く
意

識
、

世
界

最
高

レ
ベ

ル
の

研
究

拠
点

大
学

、
学

生
の

「
教

養
」
「
デ

ザ
イ

ン
力

」
「
国

際
性

」
を

涵
養

○
研

究
と

教
育

の
成

果
を

広
く
企

業
や

社
会

に
問

い
、

そ
の

活
用

に
供

し
て

大
学

の
役

割
を

積
極

的
に

担
う

。

○
デ

ザ
イ

ン
力

を
涵

養
す

る
た

め
対

話
型

少
人

数
教

育
、

体
験

型
学

習
等

を
活

用
し

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

工
夫

○
大

型
の

重
点

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

研
究

を
組

織
し

、
先

端
的

な
研

究
を

推
進

、
海

外
の

大
学

・
研

究
機

関
と

の
連

携
・

交
流

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
充

実
、

共
同

研
究

の
推

進
○

社
会

人
を

対
象

と
し

た
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

の
推

進
、

自
治

体
、

Ｎ
Ｐ

Ｏ
等

と
の

連
携

に
よ

る
学

術
・
文

化
・
教

育
そ

の
他

の
社

会
貢

献
活

動
の

推
進

○
附

属
病

院
　

先
進

医
療

開
発

病
院

等
と

し
て

の
機

能
増

進
、

効
果

的
な

運
営

体
制

の
構

築
、

医
療

従
事

者
の

育
成

5
6

大
阪

教
育

大
学

○
基

本
理

念
　

我
が

国
の

先
導

的
な

教
員

養
成

大
学

と
し

て
教

育
の

充
実

等
に

貢
献

、
教

育
界

に
お

け
る

有
為

な
人

材
の

育
成

に
よ

り
地

域
と

世
界

の
人

々
の

福
祉

に
寄

与
す

る
大

学
○

基
本

目
標

　
教

養
教

育
、

専
門

教
育

及
び

研
究

の
総

合
的

強
化

、
教

員
養

成
教

育
の

強
化

、
附

属
学

校
と

連
携

し
た

教
育

研
究

、
学

校
安

全
に

取
り

組
む

先
進

的
大

学
と

し
て

学
校

安
全

に
関

す
る

研
究

と
実

践
を

追
求

し
そ

の
成

果
を

社
会

に
広

め
る

、
教

育
委

員
会

や
学

校
等

と
の

密
接

な
連

携
　

等

○
夜

間
開

講
の

大
学

院
の

教
育

を
拡

充
、

京
都

教
育

大
学

及
び

奈
良

教
育

大
学

と
の

連
携

に
よ

る
セ

ミ
ナ

ー
の

実
施

○
研

究
協

力
者

と
し

て
教

育
委

員
会

等
か

ら
実

務
経

験
等

の
豊

か
な

人
材

を
積

極
的

に
任

用
○

地
域

社
会

に
お

け
る

様
々

な
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
連

携
事

業
の

拡
大

、
外

国
語

授
業

、
諸

外
国

で
の

語
学

・
文

化
研

修
の

充
実

、
大

学
院

に
お

け
る

ダ
ブ

ル
デ

ィ
グ

リ
ー

制
度

導
入

、
発

展
途

上
国

の
学

校
教

育
に

対
す

る
支

援
○

附
属

学
校

　
安

全
教

育
・
学

校
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

充
実

等
、

食
育

の
推

進
に

関
す

る
環

境
整

備
、

専
任

の
校

長
等

配
置

5
7

兵
庫

教
育

大
学

○
基

本
理

念
　

教
員

の
資

質
能

力
の

向
上

に
対

す
る

社
会

的
要

請
に

応
え

る
、

「
教

員
の

た
め

の
大

学
」
「
開

か
れ

た
大

学
」
「
発

信
す

る
大

学
」
、

教
員

の
力

量
形

成
を

支
援

し
、

我
が

国
の

教
育

の
一

層
の

発
展

に
寄

与
○

　
基

本
的

な
目

標
　

①
実

践
的

指
導

力
、

資
質

・
力

量
を

備
え

た
専

門
職

業
人

、
教

育
実

践
学

の
高

度
な

研
究

・
指

導
能

力
、

②
高

度
な

研
究

水
準

の
教

育
実

践
学

を
確

立
、

学
校

教
育

分
野

に
お

け
る

指
導

的
な

研
究

拠
点

形
成

、
③

国
や

地
域

の
教

育
、

文
化

の
向

上
へ

貢
献

等

○
組

織
的

な
キ

ャ
リ

ア
教

育
、

卒
業

後
の

大
学

と
の

連
携

、
現

場
の

課
題

を
授

業
に

取
り

入
れ

る
た

め
在

学
の

現
職

教
員

が
授

業
補

助
者

と
し

て
参

画
、

教
職

以
外

の
就

職
を

希
望

す
る

学
生

に
対

す
る

充
実

し
た

就
職

支
援

○
連

合
大

学
院

に
お

け
る

教
育

実
践

学
研

究
に

係
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

研
究

を
毎

年
３

件
以

上
推

進
し

成
果

を
検

証
○

兵
庫

県
等

と
の

各
種

協
定

に
基

づ
き

教
育

研
究

の
成

果
を

還
元

、
学

生
の

海
外

へ
の

派
遣

制
度

の
構

築
、

秋
季

入
学

制
度

導
入

○
附

属
学

校
　

新
教

育
課

程
に

対
応

し
た

実
地

教
育

充
実

、
学

校
評

価
結

果
に

基
づ

く
運

営
改

善
、

安
全

確
保

の
た

め
の

危
機

管
理

強
化

5
8

神
戸

大
学

○
神

戸
高

等
商

業
学

校
（
明

治
3
5
年

設
立

）
、

多
様

な
教

育
研

究
分

野
を

包
括

す
る

総
合

大
学 ○

使
命

　
「
真

摯
・
自

由
・
協

同
」
の

精
神

、
普

遍
的

価
値

の
あ

る
「
知

」
の

創
造

、
指

導
的

人
材

育
成

○
「
神

戸
大

学
ビ

ジ
ョ

ン
２

０
１

５
」
　

国
際

的
に

魅
力

あ
る

教
育

、
次

世
代

の
研

究
者

・
高

度
専

門
的

職
業

人
の

育
成

、
学

術
分

野
の

深
化

・
発

展
、

学
際

的
な

分
野

融
合

領
域

の
開

拓
、

重
点

分
野

の
先

端
研

究
の

展
開

、
卓

越
し

た
分

野
を

自
律

的
に

強
化

で
き

る
ガ

バ
ナ

ン
ス

体
系

○
教

育
成

果
が

社
会

の
ニ

ー
ズ

に
適

合
し

て
い

る
か

点
検

・
評

価
・
改

善
○

世
界

ト
ッ

プ
レ

ベ
ル

の
研

究
等

を
重

点
的

に
支

援
、

次
世

代
若

手
研

究
者

の
育

成
、

神
戸

大
学

の
総

合
性

を
活

か
し

た
分

野
横

断
研

究
推

進
の

た
め

の
体

制
整

備
、

組
織

見
直

し
○

国
際

競
争

力
の

あ
る

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

、
海

外
の

優
れ

た
大

学
等

と
の

組
織

的
な

連
携

・
強

力
、

産
学

官
民

と
の

連
携

強
化

、
施

設
・
設

備
の

開
放

、
知

的
資

産
及

び
授

業
の

公
開

等
を

推
進

◎
附

属
病

院
　

社
会

か
ら

求
め

ら
れ

る
先

端
的

な
医

療
の

開
発

等
、

管
理

運
営

機
能

充
実

／
附

属
学

校
　

初
等

中
等

教
育

の
先

導
的

・
実

験
的

な
取

組
推

進
、

卓
越

し
た

社
会

貢
献

5
9

奈
良

教
育

大
学

○
使

命
　

学
問

・
学

芸
を

尊
ぶ

学
風

を
継

承
、

人
間

形
成

に
関

す
る

専
門

的
力

量
を

備
え

た
有

能
な

教
員

及
び

教
育

者
を

育
て

る
○

基
本

的
目

標
　

教
育

実
践

力
を

備
え

た
初

等
中

等
教

育
教

員
養

成
、

多
様

な
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
専

門
的

職
業

人
育

成
、

高
度

専
門

職
業

人
と

し
て

の
教

育
者

等
の

養
成

○
奈

良
の

自
然

・
地

域
文

化
に

根
ざ

し
た

「
歴

史
と

文
化

」
「
環

境
と

自
然

」
等

を
重

視
、

地
元

地
域

へ
の

貢
献

と
連

携
を

重
視

、
地

域
と

と
も

に
活

力
を

生
み

出
す

大
学

、
教

育
研

究
上

の
国

際
化

○
京

都
教

育
大

学
、

大
阪

教
育

大
学

及
び

奈
良

教
育

大
学

と
の

連
携

協
力

を
推

進
し

、
教

養
教

育
等

充
実

○
各

研
究

分
野

で
質

の
高

い
研

究
を

実
施

し
、

教
育

と
の

不
可

分
性

・
相

関
を

さ
ら

に
強

化
○

生
涯

学
習

、
人

材
育

成
、

文
化

、
国

際
交

流
、

理
数

教
育

等
に

関
す

る
共

同
事

業
や

支
援

事
業

、
現

職
教

員
へ

の
指

導
（
教

員
免

許
状

更
新

講
習

を
含

む
）
等

を
実

施
、

社
会

人
入

学
前

プ
レ

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

○
教

員
研

修
留

学
生

の
積

極
的

受
入

れ
、

学
術

交
流

基
金

等
の

整
備

、
欧

米
の

協
定

大
学

、
東

ア
ジ

ア
の

高
等

教
育

機
関

と
の

連
携

促
進

○
附

属
学

校
　

大
学

等
と

の
連

携
・
協

力
の

強
化

、
質

の
高

い
教

員
養

成
　

等
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国
立

大
学

法
人

名
主

な
取

組
（
中

期
目

標
（
◎

）
及

び
中

期
計

画
（
○

）
本

文
か

ら
）

基
本

的
な

目
標

、
個

性
、

特
色

（
中

期
目

標
前

文
か

ら
）

6
0

奈
良

女
子

大
学

○
女

子
の

高
等

教
育

機
関

、
女

性
の

知
的

自
立

と
知

的
展

開
能

力
の

獲
得

○
基

本
理

念
　

男
女

共
同

参
画

社
会

を
リ

ー
ド

す
る

人
材

の
養

成
、

教
養

教
育

、
基

礎
教

育
の

充
実

と
専

門
教

育
の

高
度

化
、

高
度

な
基

礎
研

究
と

学
際

研
究

の
追

究
、

開
か

れ
た

大
学

○
基

本
的

な
中

期
目

標
　

男
女

共
同

参
画

者
会

実
現

の
先

行
モ

デ
ル

、
多

様
な

女
性

人
材

の
育

成
、

必
要

に
応

じ
た

教
育

研
究

組
織

等
の

見
直

し
　

等

○
女

性
の

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
に

も
配

慮
し

た
弾

力
的

な
修

業
年

限
設

定
、

女
性

の
高

度
専

門
職

業
人

・
研

究
者

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
・
開

発
の

支
援

体
制

強
化

○
女

性
研

究
者

に
対

す
る

要
請

が
高

い
領

域
や

女
性

の
進

出
の

少
な

い
分

野
の

研
究

を
推

進
、

「
な

ら
学

」
等

重
点

領
域

策
定

○
歴

史
的

遺
産

や
文

化
的

資
源

を
整

備
・
公

開
、

社
会

連
携

セ
ン

タ
ー

を
中

心
と

し
た

近
隣

諸
機

関
と

の
共

同
研

究
推

進
、

ア
ジ

ア
諸

国
等

海
外

諸
大

学
と

の
教

育
研

究
上

の
交

流
促

進
等

○
附

属
学

校
　

先
導

的
実

践
・
研

究
推

進
、

国
の

教
育

政
策

の
推

進
に

寄
与

、
大

学
・
附

属
学

校
間

の
連

携
強

化

6
1

和
歌

山
大

学

○
和

歌
山

県
唯

一
の

国
立

総
合

大
学

、
「
地

域
を

支
え

、
地

域
に

支
え

ら
れ

る
大

学
」

○
基

本
目

標
　

「
生

涯
学

習
力

」
を

培
っ

た
市

民
・
職

業
人

と
し

て
社

会
に

参
加

し
、

そ
の

発
展

に
寄

与
で

き
る

人
間

の
育

成
　

黒
潮

文
化

圏
を

活
か

し
た

研
究

、
地

域
か

ら
日

本
と

世
界

の
発

展
に

寄
与

　
「
学

生
満

足
」
の

大
学

生
活

の
た

め
の

支
援

、
「
自

主
・
自

立
・
共

生
の

気
風

に
あ

ふ
れ

る
大

学
」

○
大

学
間

の
協

働
に

よ
る

授
業

の
提

供
を

充
実

、
客

観
的

な
成

績
評

価
基

準
策

定
・
適

用
、

障
害

を
も

っ
た

学
生

支
援

強
化

、
キ

ャ
ン

パ
ス

・
デ

イ
ケ

ア
の

強
化

、
社

会
人

マ
ナ

ー
教

育
の

実
施

○
卓

越
し

た
研

究
グ

ル
ー

プ
活

動
支

援
し

研
究

拠
点

形
成

、
地

域
に

根
ざ

し
た

研
究

シ
ー

ズ
を

発
掘

し
実

行
あ

る
共

同
研

究
を

推
進

、
観

光
学

等
特

色
あ

る
研

究
等

を
重

点
的

に
支

援
○

大
学

を
支

援
す

る
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
と

の
協

働
を

推
進

、
サ

テ
ラ

イ
ト

を
含

む
セ

ン
タ

ー
に

つ
い

て
発

展
的

運
用

を
図

る
○

附
属

学
校

　
大

学
教

員
・
院

生
と

の
共

同
研

究
拡

大
、

地
域

に
お

け
る

特
別

支
援

研
究

セ
ン

タ
ー

と
し

て
の

機
能

を
発

展

6
2

鳥
取

大
学

○
知

と
実

践
の

融
合

○
教

育
研

究
の

目
標

　
社

会
の

中
核

と
な

り
得

る
教

養
豊

か
な

人
材

の
養

成
、

地
球

的
・
人

類
的

及
び

社
会

的
課

題
解

決
へ

の
先

端
的

研
究

、
地

域
社

会
の

産
業

と
文

化
等

へ
の

寄
与

○
教

育
重

視
の

方
針

、
「
人

間
力

の
豊

か
な

人
材

の
養

成
」
、

「
持

続
性

あ
る

生
存

環
境

社
会

の
構

築
」
、

研
究

拠
点

形
成

、
地

域
に

な
く
て

は
な

ら
な

い
大

学
、

乾
燥

地
研

究
セ

ン
タ

ー
の

充
実

、
組

織
及

び
業

務
の

不
断

の
見

直
し

○
海

外
で

の
実

践
教

育
等

に
よ

る
幅

広
い

人
材

養
成

、
鳥

取
県

内
高

校
生

の
志

願
率

等
向

上
の

た
め

小
・
中

・
高

・
大

連
携

を
推

進
、

岐
阜

大
学

と
の

教
育

課
程

の
共

同
実

施
（
獣

医
学

教
育

）
を

目
指

す
○

乾
燥

地
科

学
、

菌
類

き
の

こ
資

源
科

学
等

に
特

化
し

た
学

際
的

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
育

成
○

自
治

体
・
学

外
の

関
係

諸
機

関
等

と
の

共
同

研
究

推
進

、
地

域
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

た
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

・
生

涯
学

習
・
公

開
講

座
等

○
海

外
拠

点
・
国

際
戦

略
本

部
等

の
組

織
・
機

能
を

充
実

、
教

職
員

を
対

象
と

し
た

英
・
中

・
韓

・
西

語
の

研
修

○
附

属
学

校
　

「
生

涯
に

わ
た

る
教

育
」
の

共
同

研
究

体
制

構
築

し
、

附
属

学
校

等
を

活
用

し
て

研
究

を
推

進
等

6
3

島
根

大
学

○
使

命
　

教
育

・
研

究
・
医

療
及

び
社

会
貢

献
活

動
を

通
じ

て
，

自
然

と
共

生
し

，
豊

か
で

持
続

可
能

な
社

会
の

発
展

に
努

め
る

○
山

陰
地

方
に

お
け

る
知

と
文

化
の

拠
点

、
「
学

生
が

育
ち

、
学

生
と

と
も

に
育

つ
大

学
づ

く
り

」
○

基
本

的
目

標
　

人
材

養
成

、
特

色
あ

る
研

究
推

進
、

成
果

を
広

く
社

会
に

発
信

、
地

域
に

お
け

る
国

際
交

流
拠

点
、

学
生

及
び

教
職

員
の

満
足

度
を

高
め

る

○
学

生
の

正
課

外
活

動
を

積
極

的
に

評
価

、
重

点
教

育
領

域
を

設
定

し
、

必
要

な
人

材
を

配
置

、
○

文
化

的
、

自
然

的
地

域
資

源
に

関
す

る
研

究
、

地
域

産
業

や
地

域
医

療
を

牽
引

す
る

先
駆

的
技

術
に

関
す

る
研

究
、

地
域

的
課

題
に

向
け

た
研

究
等

推
進

、
東

ア
ジ

ア
を

フ
ィ

ー
ル

ド
に

し
た

島
根

大
学

の
特

色
あ

る
共

同
研

究
，

学
生

交
流

を
推

進
○

地
域

住
民

の
学

習
ニ

ー
ズ

の
多

様
化

・
高

度
化

に
応

じ
た

学
習

機
会

充
実

、
学

習
情

報
提

供
○

交
流

協
定

大
学

重
点

化
、

帰
国

留
学

静
観

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

支
援

○
附

属
病

院
　

国
際

的
視

点
を

持
つ

医
療

人
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

「
島

根
モ

デ
ル

」
を

推
進

／
附

属
学

校
　

教
育

学
部

生
を

対
象

と
す

る
「
四

年
一

貫
型

教
育

実
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
」
を

実
践

6
4

岡
山

大
学

○
理

念
　

「
高

度
な

知
の

創
成

と
的

確
な

知
の

継
承

」
、

基
本

目
的

　
「
人

類
社

会
の

持
続

的
進

化
の

た
め

の
新

た
な

パ
ラ

ダ
イ

ム
構

築
」
、

○
総

合
目

標
　

「
学

都
・
岡

山
大

学
」
と

し
て

中
国

・
四

国
地

域
に

お
け

る
中

核
的

な
学

術
拠

点
○

国
際

的
に

上
位

な
研

究
機

関
、

社
会

の
多

様
な

領
域

に
お

い
て

主
体

的
に

活
躍

で
き

る
有

為
な

人
材

育
成

、
さ

ま
ざ

ま
な

学
際

領
域

に
お

い
て

先
導

的
な

資
質

や
能

力
を

有
す

る
特

色
あ

る
専

門
職

業
人

養
成

○
学

生
の

学
部

間
移

動
な

ど
含

め
た

柔
軟

な
教

育
体

制
を

整
備

、
岡

山
大

学
オ

リ
ジ

ナ
ル

教
科

書
（
学

士
）
、

学
部

か
ら

院
ま

で
を

考
慮

に
入

れ
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

再
編

（
博

士
前

期
）
、

学
問

領
域

を
横

断
的

（
学

際
的

）
に

融
合

し
た

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

へ
自

由
に

参
加

で
き

る
体

制
整

備
（
博

士
後

期
）

○
総

合
大

学
院

生
の

利
点

を
生

か
し

た
基

礎
研

究
の

対
面

的
な

視
座

か
ら

の
推

進
等

、
国

際
特

許
を

確
保

○
大

学
間

連
携

推
進

（
産

学
官

連
携

戦
略

展
開

事
業

、
大

学
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

岡
山

）
○

交
流

協
定

締
結

大
学

の
う

ち
重

点
的

拠
点

大
学

を
厳

選
、

外
国

人
研

究
者

雇
用

促
進

○
附

属
病

院
　

海
外

か
ら

の
医

師
等

の
教

育
体

制
整

備
、

国
際

的
医

療
拠

点
形

成
　

等
／

附
属

学
校

　
社

会
的

要
請

や
環

境
の

変
化

に
対

応
し

た
組

織
の

見
直

し
等

6
5

広
島

大
学

○
「
自

由
で

平
和

な
一

つ
の

大
学

」
、

理
念

５
原

則
　

平
和

を
希

求
す

る
精

神
、

新
た

な
る

知
の

創
造

、
豊

か
な

人
間

性
を

培
う

教
育

、
地

域
社

会
・
国

際
社

会
と

の
共

存
、

絶
え

ざ
る

自
己

変
革 ○

基
本

方
針

　
「
社

会
に

貢
献

す
る

優
れ

た
人

材
の

育
成

と
未

来
社

会
に

資
す

る
科

学
研

究
」

推
進

、
日

本
を

代
表

し
世

界
を

リ
ー

ド
す

る
ナ

シ
ョ

ナ
ル

セ
ン

タ
ー

、
中

国
・
四

国
地

方
の

リ
ー

ジ
ョ

ナ
ル

セ
ン

タ
ー

、
教

養
教

育
の

充
実

、
特

徴
的

な
分

野
の

世
界

的
教

育
研

究
拠

点

○
専

門
教

育
と

融
合

し
た

教
養

教
育

（
学

士
課

程
）
、

フ
ェ

ニ
ッ

ク
ス

入
学

制
度

等
に

よ
る

幅
広

い
年

齢
層

の
受

け
入

れ
促

進
（
大

学
院

課
程

）
○

特
定

の
研

究
分

野
の

拠
点

形
成

に
向

け
た

支
援

○
法

務
研

究
科

附
属

リ
ー

ガ
ル

・
サ

ー
ビ

ス
・
セ

ン
タ

ー
を

通
じ

た
無

料
法

律
相

談
○

海
外

の
大

学
と

の
単

位
互

換
、

ジ
ョ

イ
ン

ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

等
を

活
用

し
た

国
際

的
に

通
用

す
る

体
系

的
な

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
編

成
○

附
属

病
院

　
安

全
で

質
の

高
い

医
療

等
　

／
附

属
学

校
　

大
学

と
連

携
し

初
等

中
等

教
育

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
開

発
等
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国
立

大
学

法
人

名
主

な
取

組
（
中

期
目

標
（
◎

）
及

び
中

期
計

画
（
○

）
本

文
か

ら
）

基
本

的
な

目
標

、
個

性
、

特
色

（
中

期
目

標
前

文
か

ら
）

6
6

山
口

大
学

○
「
挑

戦
と

変
革

の
精

神
」
、

ア
ジ

ア
・
太

平
洋

圏
に

お
い

て
独

自
の

特
徴

を
持

つ
大

学
、

地
域

の
基

幹
総

合
大

学
○

基
本

的
な

目
標

　
学

生
と

教
職

員
が

一
体

と
な

り
、

”
共

育
”
、

「
知

の
重

層
的

な
蓄

積
」
「
社

会
と

大
学

と
の

価
値

連
鎖

」
「
複

数
の

強
み

が
連

鎖
的

に
生

ま
れ

る
大

学
」

○
獣

医
学

教
育

の
改

善
・
充

実
の

た
め

他
大

学
と

の
連

携
に

よ
る

教
育

課
程

編
成

○
低

炭
素

社
会

実
現

を
目

指
す

研
究

等
に

お
い

て
世

界
水

準
の

研
究

成
果

を
目

指
し

研
究

推
進

、
「
先

進
科

学
・

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
研

究
セ

ン
タ

ー
（
仮

称
）
」
の

設
置

、
「
時

間
学

」
○

地
域

の
自

治
体

、
企

業
、

公
私

立
大

学
等

と
の

人
材

交
流

機
会

を
拡

大
、

多
様

な
講

座
事

業
等

○
国

際
協

力
・
国

際
貢

献
に

つ
な

が
る

「
『
国

際
協

力
の

里
』
推

進
体

」
（
仮

称
）
を

構
築

、
企

業
や

Ｊ
ＩＣ

Ａ
等

と
の

連
携

・
協

力
○

附
属

病
院

　
新

営
及

び
改

修
、

ド
ク

タ
ー

へ
り

導
入

等
／

附
属

学
校

　
地

域
の

公
立

学
校

等
の

実
情

に
応

じ
た

附
属

学
校

の
あ

り
方

等
の

検
討

6
7

徳
島

大
学

○
使

命
　

自
主

と
自

律
の

精
神

に
基

づ
き

，
真

理
の

探
究

と
知

の
創

造
に

努
め

，
卓

越
し

た
学

術
及

び
文

化
を

継
承

し
，

世
界

に
開

か
れ

た
大

学
と

し
て

，
豊

か
で

健
全

な
未

来
社

会
の

実
現

に
貢

献
○

理
系

を
中

心
と

す
る

多
岐

分
野

が
集

積
し

た
大

学
　

進
取

の
気

風
を

育
む

教
育

、
地

域
目

線
の

社
会

貢
献

、
健

康
生

命
科

学
、

社
会

技
術

科
学

を
中

心
と

し
た

拠
点

の
形

成
、

研
究

支
援

体
制

の
強

化
、

生
き

る
力

を
育

む
医

療
の

実
践

と
良

質
な

医
療

人
育

成

○
英

語
コ

ー
ス

や
ダ

ブ
ル

デ
ィ

グ
リ

ー
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
複

数
教

員
に

よ
る

ク
ラ

ス
タ

ー
指

導
制

○
研

究
分

野
を

健
康

生
命

科
学

，
社

会
技

術
科

学
，

地
域

科
学

に
特

化
、

特
色

あ
る

産
学

官
連

携
研

究
シ

ス
テ

ム
構

築
、

国
際

的
に

卓
越

し
た

研
究

等
推

進
組

織
設

置
○

地
域

ＩＣ
Ｔ

化
の

推
進

，
地

域
資

源
の

活
用

，
地

域
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
研

究
，

地
域

連
携

教
育

，
地

域
防

災
を

自
治

体
，

Ｎ
Ｐ

Ｏ
及

び
企

業
等

と
連

携
し

て
実

施
○

附
属

病
院

　
需

要
の

高
い

診
療

部
門

の
充

実
設

置
、

徳
島

県
立

中
央

病
院

と
の

連
携

強
化

等

6
8

鳴
門

教
育

大
学

○
理

念
　

「
教

育
は

国
の

基
で

あ
る

」
○

目
標

　
高

度
な

教
職

の
専

門
性

と
教

育
実

践
力

、
豊

か
な

人
間

愛
を

備
え

た
高

度
専

門
職

業
人

と
し

て
の

教
員

の
養

成
○

重
点

的
な

取
組

　
「
教

員
養

成
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
」
、

教
育

実
践

力
を

備
え

た
教

員
養

成
、

「
予

防
教

育
科

学
」
拠

点
形

成
、

小
学

校
英

語
教

育
セ

ン
タ

ー
の

活
用

、
開

発
途

上
国

へ
の

教
育

支
援

　
等

○
教

員
養

成
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

充
実

、
学

校
現

場
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
多

様
な

教
育

機
会

の
提

供
○

予
防

教
育

科
学

等
社

会
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
研

究
推

進
の

た
め

研
究

支
援

体
制

見
直

し
、

改
善

○
小

学
校

に
お

け
る

外
国

語
活

動
支

援
、

大
学

公
開

事
業

を
積

極
的

に
推

進
○

教
員

教
育

国
際

協
力

セ
ン

タ
ー

の
充

実
を

図
り

、
J
IC

A
等

と
提

携
協

力
し

、
開

発
途

上
国

で
の

教
育

支
援

○
附

属
学

校
　

共
同

教
育

研
究

体
制

の
検

証
、

附
属

学
校

間
の

教
育

研
究

連
携

体
制

確
立

・
先

導
的

研
究

の
推

進
等

6
9

香
川

大
学

○
世

界
水

準
の

教
育

研
究

活
動

、
創

造
的

で
人

間
性

豊
か

な
専

門
職

業
人

・
研

究
者

養
成

、
共

生
社

会
の

実
現

に
貢

献
○

機
能

別
分

化
　

「
地

域
に

根
ざ

し
た

学
生

中
心

の
大

学
」
と

し
て

高
度

専
門

職
業

人
の

養
成

、
幅

広
い

職
業

人
の

養
成

、
地

域
の

大
学

と
し

て
高

い
社

会
貢

献
機

能
を

持
っ

た
大

学
を

目
指

す
、

特
定

の
領

域
の

世
界

的
な

研
究

拠
点

○
学

生
の

学
習

・
進

路
志

向
に

応
じ

た
学

士
課

程
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
○

地
域

の
課

題
を

解
決

す
る

知
の

拠
点

（
瀬

戸
内

圏
研

究
）
、

卓
越

し
た

研
究

拠
点

形
成

（
情

報
通

信
技

術
等

、
高

機
能

新
材

料
、

バ
イ

オ
関

連
研

究
）

○
東

・
東

南
ア

ジ
ア

等
と

の
交

流
を

通
じ

た
国

際
共

同
研

究
（
省

農
薬

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

、
医

療
支

援
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
）

○
地

域
住

民
の

健
康

向
上

の
た

め
糖

尿
病

関
連

疾
患

を
克

服
す

る
活

動
を

展
開

、
瀬

戸
内

圏
の

食
品

産
業

界
と

連
携

し
た

食
品

の
安

全
性

の
評

価
分

析
体

制
○

附
属

病
院

　
優

れ
た

医
療

人
育

成
、

地
域

と
の

連
携

強
化

等
／

附
属

学
校

　
研

究
の

場
と

し
て

の
機

能
強

化
等

7
0

愛
媛

大
学

○
「
学

生
中

心
の

大
学

」
、

「
地

域
に

あ
っ

て
輝

く
大

学
」
、

地
域

の
「
知

の
拠

点
」

○
第

２
期

重
要

課
題

　
学

生
の

人
間

的
成

長
に

重
点

を
お

い
た

教
育

、
国

際
性

を
備

え
た

人
材

の
育

成
、

特
色

あ
る

先
端

的
研

究
拠

点
の

形
成

・
強

化
○

基
本

目
標

　
全

体
的

に
一

体
感

の
あ

る
教

育
改

革
、

学
生

の
主

体
的

・
協

同
的

な
学

び
の

充
実

、
環

境
・
生

命
の

世
界

レ
ベ

ル
の

研
究

、
質

の
高

い
多

様
な

研
究

、
地

域
連

携
・
産

官
学

連
携

、
ア

ジ
ア

・
ア

フ
リ

カ
拠

点
国

へ
の

教
育

研
究

支
援

、
不

断
の

組
織

改
革

等
で

大
学

の
自

律
性

を
高

め
る

　
等

○
S
C

V
（
ス

チ
ュ

ー
デ

ン
ト

・
キ

ャ
ン

パ
ス

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
）
，

S
H

D
（
ス

タ
デ

ィ
・
ヘ

ル
プ

・
デ

ス
ク

）
な

ど
学

生
間

の
ピ

ア
・
サ

ポ
ー

ト
を

充
実

○
３

先
端

研
究

セ
ン

タ
ー

（
沿

岸
環

境
科

学
研

究
セ

ン
タ

ー
，

地
球

深
部

ダ
イ

ナ
ミ

ク
ス

研
究

セ
ン

タ
ー

，
無

細
胞

生
命

科
学

工
学

研
究

セ
ン

タ
ー

）
を

中
心

と
す

る
学

術
研

究
○

「
国

際
連

携
推

進
機

構
」
内

の
「
国

際
連

携
企

画
室

」
等

の
機

能
を

充
実

、
ネ

パ
ー

ル
・
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
・
フ

ィ
リ

ピ
ン

等
の

拠
点

国
に

お
い

て
学

術
交

流
，

教
育

支
援

○
社

会
連

携
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
制

度
を

創
設

○
附

属
学

校
　

大
学

と
一

体
と

な
っ

た
運

営
、

特
別

支
援

教
育

を
重

視
し

た
教

育
活

動
　

等

7
1

高
知

大
学

○
環

境
・
人

類
共

生
の

精
神

、
地

域
を

基
盤

と
し

た
総

合
大

学
、

普
遍

的
で

幅
広

い
教

養
を

持
っ

た
専

門
職

業
人

養
成

、
黒

潮
流

域
圏

の
特

性
を

活
か

し
た

多
様

な
学

術
研

究
○

基
本

目
標

　
地

域
が

直
面

す
る

諸
課

題
を

自
ら

探
求

し
，

学
際

的
な

視
点

で
考

え
る

と
と

も
に

，
「
環

・
人

共
生

」
の

精
神

に
立

っ
て

そ
の

解
決

策
を

提
案

で
き

る
人

材
育

成
、

「
海

」
「
環

境
」

「
生

命
」
の

研
究

推
進

、
地

域
に

欠
く
こ

と
の

で
き

な
い

大
学

と
し

て
存

立
基

盤
を

強
化

○
全

て
の

学
部

教
育

に
お

い
て

課
題

探
求

・
問

題
解

決
型

の
授

業
科

目
を

開
発

・
実

施
◎

代
表

的
な

研
究

拠
点

を
複

数
置

き
、

独
創

性
の

高
い

国
際

水
準

の
研

究
成

果
を

発
信

、
南

四
国

や
黒

潮
流

域
圏

を
中

心
と

し
た

学
術

研
究

◎
地

域
再

生
へ

の
関

与
を

強
化

、
シ

ン
ク

タ
ン

ク
機

能
を

充
実

、
○

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
等

を
通

じ
た

地
域

貢
献

活
動

、
「
農

学
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

四
国

」
の

連
携

強
化

○
留

学
生

数
引

き
上

げ
、

キ
ャ

ン
パ

ス
内

の
多

言
語

化
、

「
高

知
大

学
国

際
交

流
基

金
」
充

実
、

海
外

事
務

所
設

置 ○
附

属
病

院
　

社
会

ニ
ー

ズ
に

呼
応

し
た

病
院

機
能

・
運

営
強

化
　

等
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国
立

大
学

法
人

名
主

な
取

組
（
中

期
目

標
（
◎

）
及

び
中

期
計

画
（
○

）
本

文
か

ら
）

基
本

的
な

目
標

、
個

性
、

特
色

（
中

期
目

標
前

文
か

ら
）

7
2

福
岡

教
育

大
学

○
「
教

育
」
に

関
す

る
教

育
研

究
を

総
合

的
に

行
う

九
州

地
区

の
拠

点
大

学
○

高
度

の
専

門
的

能
力

を
備

え
た

教
育

者
を

養
成

、
多

様
な

研
究

を
展

開
、

生
涯

学
習

機
会

を
提

供
○

最
大

の
使

命
　

質
の

高
い

教
員

養
成

○
地

域
全

体
を

高
大

な
キ

ャ
ン

パ
ス

と
捉

え
、

３
箇

所
の

附
属

小
・
中

学
校

を
効

果
的

に
活

用
、

行
政

等
と

の
連

携
強

化
、

大
学

の
知

と
教

育
現

場
に

お
け

る
実

践
を

統
合

○
初

年
次

教
育

及
び

教
養

教
育

の
充

実
、

実
習

や
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
を

重
視

し
た

教
職

課
程

プ
ロ

グ
ラ

ム
、

キ
ャ

リ
ア

教
育

推
進

、
社

会
の

ニ
ー

ズ
や

学
生

の
声

を
教

育
改

善
に

反
映

○
「
福

岡
教

育
大

学
人

材
バ

ン
ク

」
等

を
活

用
し

た
社

会
貢

献
活

動
の

組
織

的
な

展
開

、
他

大
学

と
連

携
し

主
幹

大
学

と
し

た
教

員
免

許
状

更
新

講
習

、
教

育
委

員
会

と
連

携
し

た
公

開
講

座
等

の
企

画
・
実

施
○

実
験

的
・
先

導
的

な
教

育
課

題
に

取
り

組
み

、
研

究
発

表
会

等
を

通
じ

て
成

果
を

公
表

　
等

7
3

九
州

大
学

○
H

2
3
 創

立
1
0
0
周

年
、

ア
ジ

ア
諸

国
と

の
歴

史
的

地
理

的
近

接
性

を
活

か
し

た
世

界
的

研
究

・
教

育
拠

点
○

教
育

　
豊

か
な

教
養

と
人

間
性

、
世

界
的

視
野

を
持

つ
指

導
的

人
材

育
成

、
○

研
究

　
卓

越
し

た
研

究
者

が
集

い
成

長
し

て
い

く
学

術
環

境
、

人
類

が
抱

え
る

諸
課

題
を

総
合

的
に

解
決

す
る

研
究

推
進

○
キ

ャ
ン

パ
ス

移
転

に
よ

る
都

市
型

キ
ャ

ン
パ

ス
形

成
、

大
学

の
知

的
成

果
を

広
く
社

会
に

還
元

○
世

界
最

高
水

準
の

基
礎

研
究

を
推

進
し

卓
越

し
た

成
果

を
上

げ
る

、
国

家
的

・
社

会
的

政
策

課
題

対
応

型
研

究
開

発
を

推
進

、
幅

広
い

分
野

に
お

い
て

世
界

を
先

導
す

る
学

際
的

・
学

融
合

的
な

研
究

を
推

進
○

英
語

に
よ

る
教

育
課

程
や

海
外

の
学

生
に

魅
力

あ
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

整
備

・
充

実
、

外
国

人
教

員
受

入
数

増
加

、
外

国
の

大
学

に
対

す
る

学
生

派
遣

数
増

加
、

外
国

人
留

学
生

受
入

数
倍

増
、

国
際

的
な

産
学

官
連

携
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
推

進
○

附
属

病
院

　
高

度
先

進
医

療
の

提
供

、
安

心
安

全
な

医
療

体
制

の
強

化
等

7
4

九
州

工
業

大
学

○
基

本
的

な
目

標
　

「
技

術
に

堪
能

な
る

士
君

子
」
の

養
成

に
基

づ
く
、

志
の

高
い

高
度

技
術

者
の

養
成

○
「
知

と
文

化
情

報
発

信
拠

点
」
、

「
知

の
源

泉
」
、

教
育

と
研

究
を

通
し

て
次

世
代

産
業

の
創

出
・
育

成
に

貢
献

す
る

個
性

豊
か

な
工

学
系

大
学

○
基

本
的

な
目

標
の

実
現

に
向

け
て

　
【
１

．
教

育
】
　

研
究

と
社

会
貢

献
を

礎
と

し
て

、
グ

ロ
ー

バ
ル

・
エ

ン
ジ

ニ
ア

を
養

成
、

【
２

．
研

究
】
　

世
界

ト
ッ

プ
レ

ベ
ル

の
分

野
を

創
出

、
【
３

．
社

会
貢

献
】
　

研
究

を
通

し
た

産
学

連
携

を
基

軸
に

活
動

を
展

開

○
技

術
者

と
し

て
の

課
題

解
決

能
力

を
涵

養
す

る
教

育
を

実
施

、
３

キ
ャ

ン
パ

ス
に

亘
る

遠
隔

講
義

の
実

施
・
推

進
の

た
め

の
体

制
及

び
環

境
整

備
○

研
究

分
野

の
特

徴
に

応
じ

た
基

盤
的

研
究

の
着

実
な

推
進

、
重

点
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

推
進

、
共

同
研

究
や

受
託

研
究

の
増

加
○

小
・
中

・
高

校
教

員
等

を
対

象
と

し
た

教
育

の
実

施
、

重
点

交
流

拠
点

大
学

を
中

心
と

し
た

大
学

間
国

際
交

流
等

推
進

7
5

佐
賀

大
学

○
使

命
　

総
合

大
学

と
し

て
地

域
に

お
け

る
高

等
教

育
の

機
会

を
保

障
、

「
佐

賀
の

大
学

」
「
教

育
先

導
大

学
」
「
佐

賀
大

学
中

長
期

ビ
ジ

ョ
ン

」
○

基
本

的
な

目
標

　
人

的
資

源
を

活
か

し
た

大
学

の
総

合
力

を
最

大
限

に
発

揮
で

き
る

大
学

づ
く
り

、
佐

賀
大

学
独

自
の

教
養

教
育

シ
ス

テ
ム

、
地

域
社

会
の

要
請

等
に

貢
献

す
る

特
色

あ
る

研
究

、
国

際
社

会
の

発
展

を
支

え
る

知
的

拠
点

の
形

成

○
体

系
的

な
教

育
を

提
供

す
る

新
た

な
教

養
教

育
シ

ス
テ

ム
を

構
築

、
「
全

学
教

育
機

構
（
仮

称
）
」
を

創
設

○
将

来
性

の
あ

る
基

礎
的

・
基

盤
的

研
究

へ
の

支
援

、
「
地

域
医

療
科

学
」
「
佐

賀
学

」
等

地
域

・
社

会
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
重

点
領

域
研

究
を

支
援

○
集

積
し

た
知

的
リ

ソ
ー

ス
を

シ
ー

ズ
マ

ッ
プ

と
し

て
後

悔
○

ア
ジ

ア
を

中
心

と
し

た
学

術
交

流
推

進
、

留
学

生
受

入
環

境
整

備
、

学
生

交
流

や
教

員
の

相
互

学
術

交
流

を
行

う
整

備
と

し
て

国
際

交
流

セ
ン

タ
ー

を
設

置
◎

附
属

病
院

　
地

域
包

括
医

療
の

拠
点

　
等

／
附

属
学

校
　

大
学

・
学

部
の

教
育

活
動

の
実

践
の

場
と

し
て

活
用

　
等

7
6

長
崎

大
学

○
大

学
の

理
念

　
伝

統
文

化
承

継
、

科
学

を
創

造
、

社
会

の
調

和
的

発
展

へ
寄

与
○

基
本

的
目

標
　

”
地

域
社

会
と

と
も

に
歩

み
つ

つ
、

世
界

に
と

っ
て

不
可

欠
な

「
知

の
情

報
発

信
拠

点
」
で

あ
り

続
け

る
”
こ

と
○

熱
帯

医
学

・
感

染
症

、
放

射
線

医
療

科
学

を
中

心
と

し
た

「
地

球
と

人
間

の
健

康
と

安
全

」
に

資
す

る
世

界
的

教
育

研
究

拠
点

、
研

究
型

の
総

合
大

学
と

し
て

イ
ン

パ
ク

ト
あ

る
研

究
成

果
・

研
究

者
育

成
、

海
外

教
育

研
究

拠
点

の
共

同
研

究
推

進
、

途
上

国
の

持
続

的
発

展
へ

貢
献

等

◎
「
地

球
と

人
間

の
健

康
と

安
全

」
に

資
す

る
重

点
研

究
課

題
を

設
定

し
、

世
界

ト
ッ

プ
レ

ベ
ル

の
研

究
水

準
を

目
指

す
（
放

射
線

健
康

リ
ス

ク
制

御
国

際
戦

略
拠

点
」
「
熱

帯
病

・
新

興
感

染
症

の
地

球
規

模
統

合
制

御
戦

略
」
）

○
国

際
貢

献
等

を
目

指
す

人
材

育
成

の
た

め
の

大
学

院
教

育
研

究
組

織
等

充
実

、
海

外
教

育
研

究
拠

点
の

強
化

に
よ

る
先

導
的

研
究

の
推

進
と

新
た

な
教

育
研

究
活

動
拠

点
の

形
成

、
国

際
教

育
リ

エ
ゾ

ン
セ

ン
タ

ー
（
仮

称
）

を
設

立
し

留
学

生
受

入
環

境
整

備
○

附
属

病
院

　
高

度
先

端
医

療
の

供
給

拠
点

、
長

崎
大

学
病

院
国

際
医

療
セ

ン
タ

ー
組

織
等

　
／

附
属

学
校

質
の

高
い

実
証

的
教

育
・
研

究
を

推
進

7
7

熊
本

大
学

○
我

が
国

を
代

表
す

る
研

究
拠

点
大

学
○

「
人

の
命

、
人

と
自

然
、

人
と

社
会

」
に

関
す

る
活

発
な

研
究

活
動

、
先

導
的

研
究

者
・
高

度
専

門
職

業
人

養
成

、
幅

広
い

教
養

を
持

ち
高

度
な

課
題

解
決

能
力

を
有

す
る

人
材

育
成

○
九

州
を

代
表

す
る

国
際

化
推

進
拠

点
大

学

○
明

確
な

人
材

養
成

目
的

に
沿

っ
て

、
体

系
的

な
教

育
課

程
を

備
え

た
国

際
的

通
用

精
の

高
い

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

整
備

◎
質

の
高

い
研

究
を

展
開

し
、

そ
の

中
で

国
際

的
な

研
究

能
力

を
有

す
る

人
材

を
育

成
○

「
高

等
教

育
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

熊
本

」
の

活
動

活
性

化
、

公
開

講
座

や
授

業
開

放
等

の
推

進
○

英
語

授
業

の
実

施
、

留
学

生
向

け
日

本
語

授
業

の
充

実
、

外
国

人
教

員
等

の
受

入
拡

大
、

秋
季

入
学

の
実

施
拡

大
、

国
際

共
同

研
究

や
国

際
協

力
事

業
等

の
展

開
、

海
外

オ
フ

ィ
ス

の
増

設
○

附
属

病
院

　
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
等

の
拠

点
化

　
等

／
附

属
学

校
　

独
自

な
教

育
実

践
研

究
を

推
進

、
研

究
成

果
を

地
域

の
学

校
等

に
還

元
等

- 40 -



国
立

大
学

法
人

名
主

な
取

組
（
中

期
目

標
（
◎

）
及

び
中

期
計

画
（
○

）
本

文
か

ら
）

基
本

的
な

目
標

、
個

性
、

特
色

（
中

期
目

標
前

文
か

ら
）

7
8

大
分

大
学

○
有

為
な

人
材

の
育

成
、

特
色

あ
る

大
学

づ
く
り

、
総

合
大

学
と

し
て

の
機

能
の

高
度

化
や

地
域

に
お

け
る

「
知

の
拠

点
」
と

し
て

の
役

割
○

知
識

基
盤

社
会

で
活

躍
で

き
る

自
立

し
た

人
材

の
育

成
、

教
育

研
究

組
織

の
再

構
築

○
高

度
の

専
門

職
業

人
養

成
、

幅
広

い
職

業
人

養
成

、
社

会
へ

の
貢

献
、

実
績

を
有

す
る

分
野

に
つ

い
て

の
世

界
的

教
育

研
究

拠
点

○
地

域
の

活
性

化
に

貢
献

す
る

「
リ

ー
ジ

ョ
ナ

ル
セ

ン
タ

ー
」

○
質

の
高

い
管

理
運

営
組

織
整

備

○
養

成
す

べ
き

人
材

増
を

踏
ま

え
専

門
教

育
充

実
（
学

士
課

程
）
、

国
内

外
の

学
会

参
加

等
の

多
様

な
指

導
方

法
導

入
（
大

学
院

）
○

全
学

研
究

推
進

機
構

を
軸

に
人

間
環

境
科

学
等

の
分

野
に

お
け

る
独

創
的

・
先

端
的

研
究

を
推

進
○

地
域

や
社

会
に

向
け

た
学

術
情

報
の

発
信

、
大

学
開

放
事

業
の

推
進

、
地

域
社

会
と

の
交

流
促

進
○

優
秀

な
留

学
生

の
戦

略
的

な
受

け
入

れ
推

進
、

国
際

的
貢

献
活

動
に

積
極

的
に

参
加

◎
附

属
病

院
　

地
域

の
中

核
病

院
と

し
て

の
機

能
充

実
等

／
附

属
学

校
　

組
織

・
業

務
運

営
の

改
善

を
図

り
、

大
学

・
学

部
と

連
携

強
化

7
9

宮
崎

大
学

○
人

間
性

・
社

会
性

・
国

際
性

を
備

え
た

専
門

職
業

人
を

養
成

○
国

際
的

に
通

用
す

る
研

究
活

動
の

成
果

を
大

学
の

教
育

に
反

映
、

社
会

の
発

展
に

役
立

て
る

。
○

学
際

的
な

生
命

科
学

を
創

造
、

地
球

環
境

の
保

全
の

た
め

の
科

学
を

志
向

○
地

域
社

会
か

ら
信

頼
さ

れ
る

高
等

教
育

機
関

と
し

て
の

社
会

貢
献

○
地

域
社

会
か

ら
信

頼
さ

れ
る

大
学

病
院

と
し

て
の

医
療

実
践

○
H

2
5
年

度
ま

で
に

人
材

養
成

の
目

的
を

明
確

に
し

公
開

、
海

外
大

学
と

の
相

互
交

流
プ

ロ
グ

ラ
ム

実
施

○
若

手
・
女

性
研

究
者

の
研

究
・
萌

芽
的

研
究

・
特

色
あ

る
研

究
を

推
進

、
共

同
研

究
等

支
援

に
よ

る
産

学
官

連
携

推
進

、
知

的
財

産
の

創
出

・
管

理
・
活

用
、

海
外

の
大

学
等

と
の

研
究

者
交

流
の

充
実

○
住

民
の

生
涯

学
習

ニ
ー

ズ
の

多
様

化
・
高

度
化

へ
の

対
応

、
地

域
の

青
少

年
教

育
の

充
実

に
貢

献
、

J
IC

A
等

と
の

連
携

強
化

◎
附

属
病

院
　

教
育

研
究

診
療

の
質

の
向

上
に

努
め

、
地

域
医

療
の

向
上

に
積

極
的

に
貢

献
／

附
属

学
校

　
研

究
を

推
進

し
、

優
れ

た
教

育
実

践
の

普
及

に
努

め
る

8
0

鹿
児

島
大

学

○
自

ら
困

難
な

課
題

に
果

敢
に

挑
戦

す
る

「
進

取
の

精
神

」
を

有
す

る
人

材
を

育
成

し
、

地
域

と
と

も
に

社
会

の
発

展
に

貢
献

す
る

知
の

拠
点

と
し

て
、

『
進

取
の

気
風

に
あ

ふ
れ

る
総

合
大

学
』
を

め
ざ

す
。

○
基

本
目

標
　

　
「
進

取
の

精
神

」
を

有
す

る
学

士
の

育
成

、
　

島
嶼

、
環

境
、

食
と

健
康

等
の

全
人

類
的

課
題

の
解

決
に

果
敢

に
挑

戦
、

　
知

的
・
文

化
的

な
生

涯
学

習
の

拠
点

、
　

ア
ジ

ア
・
太

平
洋

諸
地

域
と

の
学

術
交

流
・
教

育
交

流
、

　
社

会
に

開
か

れ
た

大
学

○
「
進

取
の

精
神

」
を

踏
ま

え
た

「
学

生
憲

章
」
策

定
（
学

士
課

程
）
、

島
嶼

・
環

境
等

の
全

学
横

断
的

な
教

育
コ

ー
ス

創
設

（
大

学
院

）
○

島
嶼

、
環

境
、

食
と

健
康

の
研

究
領

域
を

重
点

的
に

推
進

、
国

際
水

準
の

卓
越

し
た

研
究

を
推

進
す

る
た

め
の

拠
点

形
成

教
育

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

○
「
北

米
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
」
等

海
外

拠
点

の
機

能
強

化
、

ア
ジ

ア
・
太

平
洋

諸
地

域
の

国
際

学
術

交
流

拠
点

の
機

能
強

化
、

国
際

共
同

研
究

の
積

極
的

な
推

進
○

附
属

病
院

　
安

全
で

安
心

な
質

の
高

い
医

療
の

提
供

等
／

附
属

学
校

　
組

織
運

営
の

改
善

、
教

育
学

部
と

の
連

携
　

等

8
1

鹿
屋

体
育

大
学

○
全

国
で

た
だ

一
つ

の
国

立
の

体
育

大
学

○
目

的
　

創
造

性
と

バ
イ

タ
リ

テ
ィ

に
富

む
有

為
の

人
材

を
輩

出
、

ス
ポ

ー
ツ

科
学

・
体

育
学

領
域

に
お

け
る

学
術

文
化

の
発

展
、

国
民

の
健

康
増

進
、

健
全

で
明

る
く
活

力
に

満
ち

た
社

会
の

形
成

に
寄

与
○

目
標

　
教

育
：
高

度
な

専
門

職
業

人
、

国
際

的
高

度
な

専
門

指
導

者
の

養
成

、
研

究
：
ス

ポ
ー

ツ
・
身

体
運

動
に

よ
る

健
康

づ
く
り

及
び

競
技

力
の

向
上

に
関

す
る

分
野

の
研

究
推

進
、

体
育

学
の

特
性

を
活

か
し

た
研

究
推

進
、

社
会

貢
献

：
生

涯
学

習
機

会
の

提
供

、
教

育
研

究
資

源
の

開
放

○
サ

テ
ラ

イ
ト

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
け

る
大

学
院

教
育

の
充

実
○

科
学

的
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
法

、
高

度
な

指
導

シ
ス

テ
ム

開
発

に
関

す
る

研
究

、
総

合
型

地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
等

の
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

開
発

等
○

大
学

開
放

事
業

、
武

道
や

海
洋

ス
ポ

ー
ツ

等
の

振
興

、
、

自
治

体
や

企
業

等
と

の
共

同
研

究
等

推
進

○
外

国
人

研
究

者
及

び
留

学
生

の
受

入
推

進
、

国
際

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

等
の

開
催

、
国

際
交

流
に

係
る

支
援

体
制

の
点

検
及

び
充

実

8
2

琉
球

大
学

○
目

標
　

地
域

特
性

に
基

づ
く
教

育
研

究
を

行
い

広
く
地

域
・
国

際
社

会
に

対
し

て
知

の
貢

献
を

し
て

い
く

○
ア

ジ
ア

・
太

平
洋

地
域

の
中

核
的

な
教

育
研

究
拠

点
を

目
指

す
。

　
①

中
核

的
な

学
術

研
究

拠
点

を
形

成
　

②
幅

広
い

職
業

人
、

高
度

専
門

職
業

人
、

研
究

者
養

成
　

③
建

学
以

来
の

伝
統

を
承

継
・
発

展
、

生
涯

学
習

機
会

の
拠

点

○
球

大
グ

ロ
ー

バ
ル

シ
テ

ィ
ズ

ン
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
構

築
と

全
学

的
な

教
育

実
施

組
織

整
備

○
亜

熱
帯

島
嶼

科
学

超
域

研
究

推
進

機
構

の
組

織
拡

充
・
特

化
型

研
究

推
進

○
県

や
市

等
と

連
携

、
多

様
な

学
習

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
生

涯
学

習
機

会
等

提
供

、
産

学
官

連
携

体
制

の
機

能
強

化 ○
留

学
生

向
け

の
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

整
備

、
交

換
留

学
促

進
○

附
属

病
院

　
完

結
型

拠
点

病
院

機
能

強
化

　
等

／
附

属
学

校
　

実
践

的
研

究
を

通
し

て
公

立
学

校
の

教
育

の
充

実
に

寄
与

8
3

政
策

研
究

大
学

院
大

学

○
日

本
な

ら
び

に
世

界
に

お
け

る
民

主
的

な
社

会
統

治
（
D

e
m

o
c
ra

ti
c
 G

o
ve

rn
an

c
e
)の

普
及

、
充

実
、

強
化

に
貢

献
　

・
世

界
的

に
も

卓
越

し
た

研
究

・
教

育
実

現
の

た
め

、
国

際
的

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

に
適

合
し

た
研

究
・
教

育
シ

ス
テ

ム
の

革
新

、
環

境
・
条

件
の

確
保

　
・
政

策
研

究
の

学
問

的
確

立
を

先
導

、
政

策
提

言
を

行
う

た
め

の
基

盤
整

備
　

・
政

治
家

、
行

政
官

、
産

業
人

、
研

究
者

か
ら

な
る

開
か

れ
た

政
策

構
想

の
場

（
ポ

リ
シ

ー
・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
）
形

成

○
派

遣
期

間
・
学

生
の

意
向

に
応

じ
た

弾
力

的
な

在
学

期
間

の
運

用
、

関
係

省
庁

・
大

学
等

・
国

際
機

関
等

と
の

連
携

を
充

実
さ

せ
多

様
な

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

○
政

策
ニ

ー
ズ

を
先

取
り

し
た

調
査

研
究

・
現

実
課

題
に

立
脚

し
た

政
策

研
究

を
遂

行
す

る
卓

越
し

た
研

究
拠

点
創

出
○

社
会

情
勢

を
踏

ま
え

た
タ

イ
ム

リ
ー

な
公

開
講

座
実

施
、

政
治

家
を

対
象

と
す

る
政

策
立

案
・
立

法
能

力
の

育
成

を
目

指
す

研
究

を
実

施
○

外
国

の
政

策
研

究
に

関
連

す
る

優
れ

た
機

関
等

と
連

携
し

た
国

際
的

な
共

同
研

究
、

国
際

的
な

開
発

政
策

に
関

す
る

研
究

拠
点

を
形

成
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国
立

大
学

法
人

名
主

な
取

組
（
中

期
目

標
（
◎

）
及

び
中

期
計

画
（
○

）
本

文
か

ら
）

基
本

的
な

目
標

、
個

性
、

特
色

（
中

期
目

標
前

文
か

ら
）

8
4

総
合

研
究

大
学

院
大

学

○
人

文
・
理

工
に

わ
た

る
多

数
の

基
礎

学
術

分
野

に
つ

き
、

各
施

設
の

研
究

環
境

を
最

大
限

に
生

か
し

た
博

士
課

程
教

育
を

総
合

的
に

統
括

実
施

し
、

学
融

合
に

よ
る

新
学

問
分

野
の

創
出

・
発

展
を

図
り

つ
つ

、
国

際
的

に
通

用
す

る
高

度
の

研
究

的
資

質
と

と
も

に
広

い
視

野
を

備
え

た
人

材
の

育
成

を
目

指
す

。
○

大
学

院
教

育
制

度
は

、
国

立
大

学
法

人
法

及
び

法
人

間
協

定
に

基
づ

き
、

機
構

等
法

人
間

と
の

緊
密

な
連

係
及

び
協

力
の

下
に

行
わ

れ
る

。

○
修

了
生

の
追

跡
調

査
を

実
施

し
、

学
術

交
流

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
充

実
○

全
学

共
同

教
育

研
究

事
業

へ
の

教
員

・
学

生
の

参
加

推
進

○
総

研
大

合
同

フ
ォ

ー
ラ

ム
定

期
開

催
、

教
育

研
究

成
果

に
関

す
る

一
般

・
小

中
高

生
向

け
公

開
講

演
会

等
を

実
施

、
男

女
共

同
参

画
事

業
の

企
画

と
実

施
○

全
学

共
同

教
育

研
究

活
動

と
し

て
国

際
的

通
用

性
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
、

留
学

生
受

け
入

れ
体

制
を

強
化

、
Ｊ
Ｓ

Ｐ
Ｓ

サ
マ

ー
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
受

け
入

れ
実

施
及

び
、

そ
の

参
加

者
と

学
生

と
の

国
際

交
流

促
進

8
5

北
陸

先
端

科
学

技
術

大
学

院
大

学

○
先

端
科

学
技

術
を

追
究

す
る

大
学

院
大

学
と

し
て

、
「
世

界
的

に
最

高
水

準
の

研
究

・
教

育
拠

点
」
を

目
指

す
。

○
「
知

識
・
情

報
・
マ

テ
リ

ア
ル

」
の

３
分

野
を

基
盤

、
世

界
レ

ベ
ル

の
基

礎
研

究
と

応
用

研
究

○
国

立
大

学
と

し
て

最
初

に
設

置
さ

れ
た

大
学

院
大

学
。

あ
ら

ゆ
る

先
進

的
取

組
を

積
極

的
に

実
施

し
、

他
大

学
の

範
た

る
「
パ

イ
ロ

ッ
ト

ス
ク

ー
ル

」
と

し
て

の
位

置
づ

け
・
存

在
意

義
を

維
持

・
発

展
す

る
。

○
デ

ュ
ア

ル
大

学
院

制
度

の
活

用
、

奨
学

金
制

度
等

の
充

実
に

よ
る

国
内

外
か

ら
の

優
秀

な
入

学
者

の
増

加
、

東
京

サ
テ

ラ
イ

ト
キ

ャ
ン

パ
ス

等
を

拠
点

と
し

た
社

会
人

向
け

の
多

様
な

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

提
供

、
「
２

４
時

間
３

６
５

日
キ

ャ
ン

パ
ス

」
○

学
内

資
源

の
傾

斜
配

分
を

行
う

シ
ス

テ
ム

の
構

築
、

「
エ

ク
セ

レ
ン

ト
・
コ

ア
」
形

成
を

推
進

○
国

や
地

方
公

共
団

体
等

の
審

議
会

等
へ

の
積

極
的

な
参

画
、

近
隣

の
高

等
教

育
機

関
と

の
連

携
○

海
外

ト
ッ

プ
ク

ラ
ス

の
大

学
等

と
の

学
術

交
流

協
定

締
結

の
推

進
、

全
国

ト
ッ

プ
レ

ベ
ル

の
外

国
人

留
学

生
比

率
を

達
成

（
３

０
％

程
度

ま
で

）
、

博
士

前
期

・
後

期
課

程
を

通
じ

た
英

語
の

み
に

よ
る

課
程

修
了

を
実

現
、

帰
国

留
学

生
同

窓
会

を
組

織

8
6

奈
良

先
端

科
学

技
術

大
学

院
大

学

○
使

命
　

世
界

に
認

知
さ

れ
た

教
育

研
究

拠
点

と
し

て
、

最
先

端
の

科
学

技
術

研
究

の
推

進
、

成
果

に
基

づ
く
高

度
な

教
育

に
よ

る
人

材
養

成
に

よ
り

科
学

技
術

と
社

会
に

貢
献

○
基

本
的

目
標

　
学

問
領

域
「
情

報
科

学
」
「
バ

イ
オ

サ
イ

エ
ン

ス
」
「
物

質
創

成
科

学
」
の

深
化

・
拡

大
、

世
界

を
リ

ー
ド

す
る

研
究

活
動

、
時

代
の

社
会

を
創

出
す

る
研

究
成

果
、

世
界

か
ら

積
極

的
に

学
生

を
受

け
入

れ
国

際
社

会
で

活
躍

す
る

人
材

を
養

成
、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

創
出

、
戦

略
的

な
大

学
経

営
・
運

営

○
「
情

報
科

学
」
「
バ

イ
オ

サ
イ

エ
ン

ス
」
「
物

質
創

生
科

学
」
各

分
野

に
お

け
る

世
界

ト
ッ

プ
ク

ラ
ス

の
研

究
活

動
展

開
、

先
端

科
学

技
術

研
究

調
査

セ
ン

タ
ー

を
中

心
に

研
究

戦
略

を
策

定
、

学
長

直
轄

の
教

員
ポ

ス
ト

を
設

け
る

な
ど

大
胆

な
教

員
・
研

究
者

の
配

置
を

行
う

、
テ

ニ
ュ

ア
ト

ラ
ッ

ク
制

等
の

導
入

、
先

端
融

合
分

野
の

研
究

を
推

進
○

国
際

連
携

推
進

本
部

（
仮

称
）
を

設
置

、
N

A
IS

T
ネ

ッ
ト

（
終

身
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

シ
ス

テ
ム

）
も

活
用

し
た

留
学

生
を

含
む

修
了

生
と

大
学

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

拡
充

、
海

外
諸

国
の

主
要

な
教

育
研

究
機

関
と

交
流

協
定

を
締

結
、

学
内

文
章

の
英

語
化

や
教

職
員

の
英

語
能

力
向

上
の

た
め

の
取

組
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具体的な記述を検討する際に参考にしうる記載例（中期計画）

○ 各法人において、中期計画の具体的な記述を作成する際に参考にしうる記載例（各

法人の素案からそのまま抜粋）は、以下のとおり。

１．具体的な取組内容の記載がある例

修了生及び就職先に対する定期的な調査を実施し、その結果を教育の改善・充実に

活かすとともに、改善状況について定期的に検証を行う。

学生の意見・要望を学生支援策の策定に反映させるため、学生生活に関するアンケ

ートを実施し、学生支援の成果を確認・検証するとともに、システムを整備する。

２．達成状況、達成時期、判断基準等が明確な例

附属病院のインフラストラクチャーを整備して、第一期中期目標期間に対して、病

院収入を５％増加させる。

科学研究費補助金の申請件数を、平成27年度までに、平成21年度と比較して2割増加

させる。

知的財産の取得と有効活用を推進し、第二期中期目標期間における知的財産収入を

第一期の２倍以上とする。

３．達成度の評価が困難になりがちな文言でも、事後的に検証可能な例

・努める

契約方法の見直し、情報化の推進、省エネ等に対する啓発活動の実施などにより、効率的

な運営に努め、管理的経費を平成21年度に対して５％削減する。

・図る

英語による会議資料の作成・配布、同時通訳の導入、英語による通知文の使用、学内関係

規程等の英訳など英語によるコミュニケーションの拡充が図られるようにする。

参考２
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・積極的

大学教員について、教職経験者の採用を積極的に進め、３割以上が教職経験者である

ことを維持する。

４．その他 水準やイメージ、概念の内容が明確な事例

・数値目標によらない水準設定

国家資格取得を教育目標とする医歯薬学系の学部は全国平均を上回る国家試験合格率

を維持するほか、各種資格取得に向けた教育プログラムの設置を進める。

・施設整備の基準の明確化

建物の新営や大規模改修時に整備面積の２０％以上を基準として共同利用スペースとして

整備する。

・養成する人材像の明確化

博士前期課程では、国内外の教育研究機関・企業等において先端科学技術に関する

研究あるいはその活用・普及に従事する人材を養成する。

・例示による取組内容の明確化

「先端領域若手研究リーダー育成拠点」を形成して、任期付きの特任教授１０名を確保し、十

分な研究費、研究スペースの提供を行うなどの手厚い支援によって、本学に最先端領域研究

拠点を創出・発展させることのできる人材を育成する。

参考２
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